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プロローグ



「本の受け渡しにしては穏やかじゃないな」

　学術国家アチェロ南部の街スクデラの狭い路地。

　男たちが自動弓クロスボウを構え、一人の少年の行く手をふさいでいた。

　少年を一気に射殺するつもりだ。

「ニコラ・フォン・リッター殿とお見受けする」

　集団から一歩前に出たリーダー格の男が無表情に尋ねた。

「別人だって言ったら、見逃してくれるのか？」

「ニコラ殿が外典を取りに来るところを狙ねらえと命じられていましてね」

「俺は公的な外典の受取人として、この街に来ただけだ。条項には何も反してない。その俺を殺すっていうのは、ずいぶんと卑ひ怯きような所業だな」

「だからこその刺客であると心得られよ」

「まったくだ」

　思わず、ニコラも苦笑した。

「一応、聞く。俺がアチェロの使徒シビリエの一人と知っての狼ろう藉ぜきだな？」

「無論。ニコラ殿はアチェロの使徒シビリエ筆頭をつとめる神術師しんじゆつし。あなたが死ねば、外典を手に入れたとしてもアチェロは終わりだ」

「お褒めにあずかり、光栄ですよ、暗殺者さん。ちなみに、どこの国の刺客だ？」

「名のる必要もなかろう」

　男が手を挙げる。

　それに合わせるように、殺気がニコラ一点に集中する。

「──やれ」

　刺客が一斉に矢を撃つ。

　同時にニコラは背中の大剣を抜く。

（ああ、やってやるよ、こっちもな！）

　刺客たちは勝利を疑っていない。

　たしかに矢は放たれた。

　この至近距離なら、八割の矢は体を貫通するはず──だった。

　ニコラは剣を振るう。刃がきらめく。

　ただし、この剣は誰だれかを切り裂くためのものではない。

　次の瞬間、白はく色しよくの雷が剣の先から放たれ──

　──射られた矢と刺客を同時に吹き払う。

　誰だれもが攻撃を受けたことさえ理解できないままに、宙を舞った。

　もはや場に殺気はない。殺気を抱く人間がいないせいだ。

　傷は負っているものの、まだ意識のある者が数名。残りは倒れたままだ。

「俺の神術、特質上、威力も範囲も加減がしにくいんだ。だから、集まっててくれて助かった。一発ですんだからな」

　リーダー格の男は焦げた服を押さえながら、どうにか立ち上がる。

「いつ、神術の呪じゆ文もんを詠唱した……？」

「囲まれてからずっと唱えてたぞ──頭の中でな」

　男は絶句する。

　神術において暗唱が戦闘で意味を持つことなど、男の常識からすればありえなかった。

「お前らはアチェロを弱小国と侮ってるかもしれないが、これでも神託で選ばれた使徒シビリエなんでね」

　ニコラはリーダー格の男をにらみつける。

　唯一、戦意が残っていたのがその男だ。ほかは起き上がった者も、目が怯おびえていた。

「これは戦争だ。命を狙ねらわれるぐらいは諦あきらめてる。けれど、この程度で使徒を殺せるって考えてるのは腹が立つ。各国五人しか選ばれてない理由をもっと考えろよ」

　再び、剣を構える。

「どこの国の刺客か知らないが、少し反省してもらおうか」

「ひ、退ひけっ！」

　刺客たちは、恐怖に我を忘れて逃げていく。

　けれど、そんな彼らの退路をふさぐ者がいた。

　一人の少女が、その路地に飛び出してきたのだ。

　歳としの頃ころ、十五、六の華きや奢しやな小娘だ。

　だが、少女はただの小娘にしては不自然なものを持っていた。

　炎のように波打った、細身の刀剣。

　しかも、少女は奇妙な詠唱をはじめる。

「災さい禍か乃の炎えん熱ねつ我を、千せん虐ぎやく乃の罪ざい人にん仁に──」

　神術師しんじゆつしであるニコラにも何の言葉かわからない。

（あの子、いったい何を唱えているんだ……？）

　神術師が用いる神しん暦れき語ごとは明らかに違う。

　ニコラのような正典使いフオーミユラの神術師は暗唱にしろ、詠唱にしろ、正典カノン内に書かれた呪文を扱わなければならない。だが、少女のものは言語からして異なっている。

　そして、ほかの可能性に思い当たり、ニコラの背筋に寒気が走った。

（この呪文、まさか異端神暦語か……？）

　その意味の解釈だけなら一部の研究者はできるかもしれない。

　ただし、正しい発音ができる人間は皆無のはずだ。いまだに発音の不明な語句が多いほどなのだから。

　そんなありえない詠唱を行う者が実在するとしたら──可能性は一つだけだ。

「外典使いデイナイアルか？」

　詠唱の終了とともに──

　少女の持つ剣から黒煙がたちのぼる。

　否、煙にしては激しく燃え盛りすぎている。

　これは黒い形をした炎だ。

　闇やみ夜よを塗りつぶしてもお釣りがきそうな漆黒の大火が、刺客に叩たたきつけられる。

　灼しやく熱ねつが彼らの戦意も反抗心もすべて焼ききった。

　少女が現れてから、時間にして数秒。

　刺客は焼かれながら、必死にその場から逃げていった。

　ニコラも追う気はない。それより、この少女のことが気になる。

「外典使いデイナイアル……本物は初めて見たぞ」

　この炎を生み出した力の源である魔章経典が──外典アポクリフア。

　その力を求めて、ニコラは単身でここまでやってきたのだ。

　この世界には二種類の魔章経典がある。

　一つは、世界で通用している神術師しんじゆつしのテキストであり、民に教えを説く経典でもある正典カノン。もう一つが、正典に含まれなかった古代のテキストである外典アポクリフアだ。

　禁忌の経典、異端の経典、魔性の経典……。

　正典のみが許された世界では、ありとあらゆる否定の言葉が外典に加えられた。

　人間を導く古代の知恵が正典なら、外典は人間に秘せられた古代の知識の総体だ。

　少女は、その禁断の神術を使用している。

「行儀がよくないから焼いてあげたわ」

　あっけらかんと少女は言う。

　そして、優雅に細身の剣を鞘さやに納めた。

「名前さえ残っていない蠍サソリの体をした神様。その加護の力が、今の黒い炎よ」

　少女は言葉を連ね、ようやく、その視線をニコラに向ける。

「あなたから名のるのが筋かと思うけれど、炎にびっくりしちゃったのかしら？　炎が全部赤いと思ってたのなら、それは正典に毒された固定観念のせいよ」

　春先の微風が少女の淡い桃色の髪を静かに流した。その髪はまるで最上級の絹糸のよう。

　顔は画家が描いた女神のように整っている。瞳ひとみものぞいたものを吸いこんで閉じこめてしまいそうなほど、深く透き通っている。道端ですれ違っただけでも、思わず目がいってしまうだろう。

「あなた、ニコラ・フォン・リッターで間違いない？」

「ああ、アチェロの使徒シビリエ、ニコラ・フォン・リッターだ。君が天境国の使者だな」

「ええ。私の名前はエルザ・パッサート」

　その名前にニコラは少し違和感を覚えた。

「パッサートって過去って意味だよな……？」

「そうよ。『過去』を受け継ぐのが私の一族のつとめ。私はそのパッサート家の後継者よ」

　少女の顔はどこか誇らしげだ。

　そして、微笑を浮かべて、こう告げた。

「これから、あなたのものになるわ。よろしくね、ニコラ」

　その言葉に、ニコラはわずかにたじろぐ。

　あまりに美しい少女が、彼にすべてをゆだねたように聞こえたから。

　しかも、美しさの中にも妖あやしさを隠し持った、そんな少女が。

「俺のものになるのは、君じゃなくて外典だろ」

　ニコラは素っ気なく返事をする。使徒に少女といちゃつく余裕はない。ただでさえ今は、国が滅ぶかどうかの瀬戸際なのだ。

「それで外典はどこだ？　一人で持ち歩けない量なら、追加の馬を借りる」















　エルザと名のった少女は小首を傾かしげ、

「私をかついで帰るのは大変だと思うけれど。それとも、そんなに力持ちだってことをアピールしたいのかしら？」

　そして、たわむれのように微笑ほほえむ。

「繰り返すけど……俺が持って帰りたいのは君じゃなくて外典のほうだ」

「だから──私がその外典でしょう」

　少女は、親しい人をからかうように、ニコラの目を見つめた。

「……………………え？」

　ニコラは見つめられたのと、その奇妙な言葉とで、二重に戸惑う。

　あっけにとられるニコラを見て、少女はくすくすと口に手を当てて笑った。

「外典という魔章経典は天境国にも現存しないわ。せいぜい、断片があるだけよ」

「話が違うぞ。俺は絶対に外典を持って帰らないといけないんだよ！」

　少女の言葉が本当なら、ニコラがこの国境沿いの街まで来た意味はない。

「話は最後まで聞くものよ。たしかに、外典という書物はないわ。でも、書物という形をとらなければ話は別よ」

　エルザは自分の胸に手を当てた。かすかに朱の差した頬ほおとは対照的な白い指だった。

「私たちは何十世代も外典の言葉を守り、外典の体系を身体からだで受け継いできたから」

「身体で受け継ぐってどういうことだ？」

「私の一族、パッサート家は、外典の使用規則すべてを血の中に伝えているの。天境国の人間は敬意をこめてこう呼ぶわ。外典使いデイナイアルではなく──外典と」

　ニコラはこれまでの自分の常識が壊れていくのを感じた。

「えっ……。外典が人間……!?」

「だから、そう言っているでしょう。ニコラ、今から私はあなたのものというわけ」

　彼は各国で選ばれた五人の使徒シビリエのうちの一人だ。そのうちのアチェロの使徒筆頭として、外典アポクリフアを受け取りにこの地を訪れた。

　しかし、少女を受け取るだなんてことになるとは……。

「あら、不本意？　それとも外典の力なしに戦争を勝ち抜く気なのかしら？」

　その言葉に、ニコラは自分の目的をはっきり思い出した。

「いや、俺たちには君の力が必要なんだ」

　そう、予想外だろうと、外典の力を手に入れないといけない。

「これから、よろしく頼む」

　ニコラはエルザに手を伸ばした。

　戦友となるはずの少女と、握手をするべきと思ったのだ。

　だが──

「勘違いしないで」

　エルザはその手をやんわりとはじいた。

「たしかに契約上、あなたは私の受け取り人だけれど、馴なれ合うとは言ってないわ」

「力を貸してくれないのか？」

　けれど、エルザの顔にあるのは、手をはじいたような敵意ではなくて、やわらかな笑みだ。

「力にはなるわ。でも、お互いに仲間と認めるにはもう少し、時間が必要でしょう？　私たちがやるのはおままごとではなくて、命懸けの戦いなのよ」

　そして、ゆっくりと右手をあげて、ニコラの顔を指差した。

「あなたたちと同じように、私にもこの戦争には目的があるわ。手を組みたいと思うだけの力を見せてね、ご主人様」

　試すような笑みを付け加えて。

　その指と視線にニコラは、動揺してしまいそうになる。

　目が覚めるような美しい少女に、ご主人様と呼ばれるだなんて……。

　それでも混乱を悟られないように、うなずいて答える。

「わかった。その目的が何かは知らないけど、俺がかなえてやる」

「そんなにあっさりと言っていいのかしら」

　少し思うところがあったのか、エルザが挑発的に言った。

「君がご主人様のものになるなら、自分のもののために戦うのは当然だろ」

　たしかな目的のために戦うのならば、ニコラも慣れている。

　照れくさくはあったが、そこは押し殺して。

「最低でも、口だけは達者なようね」

　何かを認めたように、エルザは小さくうなずき、

「わかったわ。ニコラ、これから私のご主人様をよろしく」

　いたずらっぽく笑いかけた。

「ただし、戦争が終わるまでね」










１話　異端の神をまとう少女



　二頭の馬が街道をゆっくりと駆ける。

　ニコラはもっと速度を出せるのだが、エルザに合わせていた。

　もう、日は沈みかけており、遠くに赤い夕焼けが見えた。

「夜通し走るのよね。セレンディア島って意外と広いのね」

「スクデラはアチェロの南端だぞ。首都のカサビアまでは一日かかる」

　街道のそばには「この先、伯爵領」という看板が目についた。

「このあたりはほぼ大貴族の土地だ。最近、国有化の率が高くなってるけど」

　昔と比べれば貴族の力は衰えていたが、まだ地方では健在だ。

「貴族の土地ということは関所があったりはしないの？」

「昔は通行料をとるために無数にあったらしいけど、今は撤廃されてるよ。でも、それ、俺たちが生まれる前の話だぞ？　ちなみに俺は十七歳な」

「それなら同い年ね。私、天境国から出たことがなかったし、外のことは詳しくないのよ」

　そういえば、心なしか馬の乗り方も危なっかしい。山がちな天境国では、あまり馬は使われてないという。

「おいおい、他国に派遣されてきた外典とは思えない発言だな」

「そもそもどうして〈統一戦争サクセツシヨン〉が行われることになったかも、あまりわかってないし」

　衝撃の発言でニコラは危うく落馬しかけた。

「神術師しんじゆつしのうち、外典使いデイナイアルは千人に一人と言われてたけど、その理由が少しわかった。外典使いデイナイアルは天境国にこもって、隠れてたんだな。ただ、お前の知識はひどすぎるから、この場で教えとくぞ」

　ニコラは手た綱づなを引き直す。

「海を挟んだ大陸側の大国──メテオリテ帝国は知ってるよな？」

「支配領域がセレンディア島三つ分でも足りないという話ならね」

「その大帝国がこっちの島にまで興味を持ち出したってわけだ。きっと、エルザの国にも文書が来たと思うぞ」

　メテオリテの使者はセレンディア島の各国をまわり、このような外交文書を渡した。公暦一五一五年の十一月の頃ころだった。



　公暦一五一六年末日までに帝国の傘さん下かに入る旨の回答をいただきたい。その期間に回答が得られないのであれば、軍を送りこむことになるだろう。



「つまり、一年以内に服属することを認めろ、でなければ侵略するって言ってるのさ」

「従えと言われて素直に従うわけはないでしょうけどね。犬だって飼い主と認めなければ噛かみつくのに」

「そうだな。けれど、困ったことにセレンディア島の三国は長年、いがみ合ってるだろ」

「セレンディア王国が、学術国家アチェロ、海洋国家フラゴラ、軍事国家カクトゥスに分裂して、三百年だっけ？」

「五百年だ」

　セレンディア島は、もともと全域を支配しているセレンディア王国と、島の中心の山岳部にある宗教的聖地である天境国とに分かれていた。

　そのセレンディア王国は公暦一〇〇四年に三国に分裂した。

　逆三角形の形をしたセレンディア島北東部に学術国家アチェロ。

　北西部に海洋国家フラゴラ。

　南部に軍事国家カクトゥス。

　そして、今も島の中心にある天境国が中立的な立ち位置で存在する。

「だけど、三国のまま、バラバラで帝国に立ち向かえば共倒れだ」

「各個撃破したほうが楽だものね」

「だから、戦時下に限っての統一案を外交官同士でああだこうだ考えたんだよ。敵を跳ね返すにはセレンディア島が一国になるほうがいい、そこは間違いない」

「それで、どこの国が主導権を握るかで対立してるというわけね」

　ようやく、エルザも話が飲めてきたらしい。

「そうそう。かといって、戦争に備えての統一のために戦争をしたら本末転倒だ。だから、天境国の仲介でルールを決めたわけだ」

　昔から、三国がもめた場合は、天境国が間に立つ。

「神託で聖せい痕こんを受けた正典使いフオーミユラ五人で勝負を決める。この五人が使徒シビリエだな」

「それぐらいは知っているわ。使徒の提案をしたのは天境国だもの」

　エルザは多少心外そうに顔をしかめたが、視線は馬の手た綱づなに向いている。やはり馬に乗り慣れていないらしい。

「ところで、あなたも使徒なら聖痕がついているの？」

　ニコラは馬を走らせながら左腕の裾すそをまくった。

「これだ、これ」

　小さいから意識しないと気づかないが、たしかに紋様が浮き出ている。

「なんか、アザみたいよね」

「ほっといてくれ。とにかく、この聖痕のついてる使徒五人と天境国が渡してくれる外典だけで決着をつけろって話になったわけだ。死んでも使徒の補充は禁止な」

「正典使いフオーミユラは一人で歩兵三百人と対等に戦えると言うけど、ニコラはどうなのかしら。使徒シビリエに選ばれたくらいだから、きっと五百人くらいは戦えるわよね？」

「そんな数の歩兵と戦ったことはないけどな。だいたい、そのたとえは大昔、まだ神術師しんじゆつしに面と向かって歩兵が戦いを挑んでた頃ころの話だろ？　今の世の中、戦争の最前線で戦う神術師の実力差がそのまま勝負を左右するなんて当たり前のことじゃないか」

「あなたを不意打ちで狙ねらった兵士みたいな身の上に生まれなくてよかったわ」

　メテオリテ帝国と戦う前に、優秀な正典使いフオーミユラが失われる危険はある。それでも、多くて一国五名である。三国間での全面戦争よりはるかにマシだ。

　この各国の選ばれた使徒同士の戦いを、セレンディア島では〈統一戦争サクセツシヨン〉と呼んだ。

「けれど、使徒同士の公式の戦いは行われてないみたいよね。もう三月なのに」

　帝国への服従を求める文書が届いてから四か月以上が過ぎた。

　まだセレンディア島は表面上、平和を保っている。

「むしろ、いまだに外典の私が天境国にいたのがおかしいのよ」

　エルザの表情が少し冷たいものになる。

「残りの二国はすぐに外典を受け取ったわ。外典なしで勝つつもりだった？」

「まさか。そこがアチェロの弱いところだ」

　ニコラは言葉を一度止めた。

「亡命貴族が堂々と国の悪口言うのもアレだな。明日、着いたら話すよ」

「ニコラって亡命してきてたの？」

　わずかに、ニコラの表情が硬くなる。

「カクトゥスからアチェロに逃げてきた。おかげで、それ以来、土地もないし、カネもない亡命貴族ってわけだ」

「何か、いわくがあるようね。王女様との道ならぬ恋でもばれたのかしら」

「そんなロマンスみたいな面白い話じゃないさ。十年前な、親父おやじがわざわざ王様に民を思いやる政治をしろって、いさめたんだよ。それが王様への反逆罪ということにされて、討伐軍を差し向けられた。あとは一家まとめて決死の国境越えってわけだ」

　幼い記憶とはいえ、はっきりと思い出せる。

　むしろ、忘れようがないと言ったほうが近い。

「言いたくないことなら言わなくていいのよ。傷口をえぐるような趣味はないわ」

「気にするな。これから一緒に戦う仲間に隠し事するつもりもないさ」

「それで、みんな無事に亡命することはできたのよね？」

「逃げる時に、妹のリディアとはぐれて、ずっと会えないままだ……」

　何年経たっても、はっきりと記憶に刻みつけられている。

　妹の手をつかんでいた時の感触も。

　振り返り、妹がいなくなっていた時の絶望感も。

「やっぱり、つらい話のようね」

　エルザの表情にどうしても気まずさが浮かぶ。

　けれど、ニコラにとって、これはそんなに後ろ向きな話ではない。

「この〈統一戦争サクセツシヨン〉はチャンスなんだ」

「どういうこと？」

「アチェロが勝てば、リディアに会えるかもしれないからな」

　ニコラは妹が無事でいると信じている。

　そして、国境さえなくなれば、再会がかなうとも。

「だから、俺はアチェロの使徒シビリエの一人として〈統一戦争サクセツシヨン〉に全力を尽くす」

　馬の手た綱づなを握る手にニコラは力をこめた。
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　二人がアチェロの首都カサビアに着いたのは、夜も明けて、人が働き出す時間だった。

　堀にかかる桟さん橋ばしを渡り、城門での検問も無事に終わった。

　カサビアは「セレンディア島の星」と称される。その謂いわれは街を覆う高い壁が何箇所も外側に突き出て、☆ほしの形をしているからだ。

　突き出た部分からなら、堀の外を攻撃しやすい。そんな防衛上の理由のためだ。

「長かったわね……。ふあ……やだ、あくびも出てきたわ」

　街に入るなり、エルザは大きなあくびをかみ殺す。

　夜通し馬で走ったせいで、もちろん睡眠はとれていない。

「疲れたか？　けれど、泊まるほどの距離じゃないし」

　その言葉を聞いて、エルザは面白いことを思いついたというような顔をした。

「もしかして、私がいるから泊まりづらかったのかしら？」

　ニコラをのぞきこむようにして、エルザが尋ねる。

「思いっきり、刺客に襲われたんだぞ。うかつに宿になんて泊まれるか……」

　と言いつつ、初対面の美しい少女と宿に入るのに気後れしたというのも事実だ。

　街を馬で歩いている間も、見とれている通行人がいるほどだ。

　桃色の髪と大きな真珠のような瞳ひとみはよく目立った。

「ごきげんよう」

　見つめる通行人のほうに、エルザは笑顔で手を振った。

「あまり目立つようなことはするなよ……と言っても無駄だな」

　生まれながらの気品というか、そこにいるだけで空気を変えてしまう力がある。

「国を守る使徒シビリエより目立ってしまって申し訳ないわ」

「使徒は目立たなくていいんだよ。狙ねらわれるだけ損だ」

　エルザの性格がニコラにもわかってきた気がする。眠いはずなのに、よく言うものだ。

「街にも着いたことだし、そろそろ眠りたいのだけれど。お肌にも悪いし」

「もう少しだけ辛抱してくれ。外典を持って帰ってきた報告をするから」

　街の中を北に進んでいくと、巨大な時計台が目の前に見えてきた。

「あれがアチェロ正典学院ね。アチェロの使徒が全員固まっていると聞いているわ」

「固まっているというか、固めたんだな。俺も使徒に選ばれたんで、南部の違う学校からちょっと前に転入したばっかりだ」

　アチェロ正典学院は、国内最高峰の神術師しんじゆつしの学まなび舎やだ。

　初等部・中等部・高等部とカリキュラムがあり、その上には研究機関もある。国内の優秀な神術師は大半がここで育つと言われている。

「アチェロの使徒筆頭がこの学院の出身じゃないなんて驚きね。この学院の偉い人は面白くないんじゃないかしら」

　エルザはいたずらっ子のような表情で、隣の使徒筆頭を見た。

「南のカクトゥスから亡命してきたから、アチェロの南部にそのまま住み着いて、近くの神術師の学校に通ってたんだ。さすがに首都の学院で勉強する金はなかったしな」

　亡命してきた身であれば、神術師の教育が受けられただけでも、親に感謝しないといけないところだ。

「建物がまるで貴族の邸宅みたい。ここの生徒はよほど恵まれているようね」

「正解だよ。アチェロの神術師は、大半が貴族か大商人の子供だ」

　上質の石で造られた学院は王城のようにすら見える。

「神術師が能力を最大限発揮できるのはせいぜい二十代の半ばぐらいまで。となると、幼い頃ころから英才教育が必要だけど、そんな金が出せるのは金持ちだけだ。だから、学術国家であるアチェロの使徒シビリエが正典学院に集まっているのも、当然と言えば当然だな」

　馬で進んでいると、だんだんと通行人の顔が若くなっていくのがわかる。このあたりは、学校が密集しているエリアで、学院の生徒や、近くにある大学の学生が住んでいる。

　学院の入口にある厩きゆう舎しやで二人は馬から降りた。ニコラは慣れた調子で、エルザは恐る恐る、

「あっちが講義棟で、あの奥に学生寮が並んでる。俺もその一つに住んでる」

「案内は明日でいいわ。今ほしいのは、お布団だけよ」

「まず、会長のとこに行って、エルザの寮の部屋をもらうことにする」

「あら、新しい部屋を用意していただかなくてもいいのだけど」

　悪わる巧だくみのような表情がエルザに浮かぶ。

「どういうことだ？　宿代があるってことか？」

「ニコラの部屋で寝ればいいんじゃないかと思って」

　猫のようにエルザが笑う。

「ダメだって。男女は別々の部屋ってルールなんだよ！」

「私、眠くて、もう歩けないわ。ニコラ、部屋まで連れていって」

　ふざけてエルザはニコラの腕を抱くようにする。

　思わず、心臓が飛び出そうになった。

「お前、握手は拒んだのに、こういうことは平気なのかよ……」

「握手は特別な意味があるからよ」

　近くを歩く学生も変な目でニコラたちを見つめている。

「ちょっと待て！　周りも見てるだろ！」

「やけに拒否反応が強いのね。聖者みたい」

「聖者って、そんな偉いもんじゃないさ。俺、カクトゥスの生まれだから……」

　軍事国家カクトゥスは硬派な気風で知られている。

　いちゃつく男女を人前で見ると、見知らぬ通行人が怒鳴るような国だ。

「なるほどね。だから、聖者なんだ」

　エルザは納得がいったという顔で小さくうなずいた。

「ああ、ご理解ありがとな。聖者は言い過ぎだけど」

「うん、私、人の苦しみはわかるタイプだから」

「ところで…………わかったら、そろそろ離れてくれないか？」

「苦しみはわかるけど、離すとは言ってないわ」

　文句を言うのも疲れたように、ニコラはため息をついた。
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「あ～、緊張するな……」

　生徒会長の執しつ務む室しつの前まで来て、ニコラは落ち着かない顔をしている。

「なんで私より緊張してるの？　自分の学校でしょう？」

「俺、転入して間もないからよそ者気分は抜けてないし、それに……ここの生徒会長はある意味、政府より権力を持ってるんだよ……」

「政府より？　それはさすがに大げさじゃないの？」

「それが本当なんだ。ほら、〈統一戦争サクセツシヨン〉に出られる使徒シビリエがこの学院にすべて固まってるだろ。それで、その生徒を動かす権力を持ってるのが、学院の生徒会。だから、生徒会には政府も逆らえないんだ。会長は使徒の一人でもあるしな」

「なら、使徒シビリエが参戦を拒むと、この国はおしまいってことね」

「あと、個人的な事情もいろいろとあってな……」

「部屋の前で悩んでも無駄よ。ほら、善は急げよ」

　エルザのほうが勝手に扉を開けた。やむなく、ニコラも入る。

　生徒会長の少女は、入ってちょうど正面の席で書類に目を通していた。

　まだあどけなさすら残している、穏やかな表情。使徒と生徒会長を同時にこなしているような生徒にはとても見えない。

　生徒会長のすぐそばには、青い髪の少女が無表情で寄り添うように控えている。

　その顔は生徒会長を飾る宝石のようで、落ち着いた美しさをたたえている。彼女は秘書なのだが、背も高いせいか、生徒会長を見守る姉のようにすら見えた。

（この部屋、何度入っても苦手なんだよな……）

　しかも、今回はさらに厄介な要素があった。

「あら、単独行動をとった使徒のニコラ・フォン・リッター君」

　仕事の手を止めた、小柄な生徒会長は楽しそうに言う。

　声にトゲはないが、内容にはしっかり毒がこもっている。

「あの、無事に……外典を持って戻ってまいりました……」

「あら、まあ」















　ぽんと生徒会長の少女は手を叩たたいた。

　見た目が幼いこの少女は感情表現が少し派手だ。その分、おっとりしている。

「さすがですね、生徒会を無視して、外典を取りにいくという単独行動に走ったニコラ君。一人でも行く、とは言ってましたけど、本当に飛び出すとは考えていませんでしたよ」

「あっ、やっぱり根に持たれてる……」

　生徒会に顔を出すのは気まずいこと、この上ない。

「会長……時間は有限です。なのに、この国は議会の審議を経ないと何事も決定できない。〈統一戦争サクセツシヨン〉で外典を受け取らない意味なんてないのに……」

　外典アポクリフアを受け取るのが他国と比べて遅れたのも、この議会制のせいだった。

　アチェロの法律では外典の所持は認められていないため、議会で話し合う必要があるというのだ。今の制度は、あまりにも融通がきかなすぎるとニコラは思う。

「そうですねえ。ですから、わたしたち生徒会は、外典を受け取ることを国の判断を仰あおがずに決めたんです。お父様の了承も得ましたしね。たしかに使徒シビリエ筆頭のニコラ君が外典の受け取り人にもなっていました。議会も国の命運が学院の使徒にかかっている以上、邪険には扱えませんからね。で・す・が」

　生徒会長の丸い大きな瞳ひとみがニコラをのぞきこむ。

「予定日を五日も前倒しにして、しかも一人で勝手に取りにいくというのは、いただけませんねえ。ニコラ君が代表して受け取るからといって、一人でやっていいという意味ではありませんよ。せっかちさんですねえ」

「すみません……反省はしてます……」

「お嬢様、やり口が陰湿ですよ。ニコラ様も困惑しています」

　横にいた秘書をつとめる少女がたしなめる。言葉は主人に対するような丁寧なものだが、あまり遠慮はないようだ。

「冗談ですよ。わたしも、ニコラ君が動いてくれて手間が省けたくらいです」

「そう言ってもらえると助かります……」

「で・す・が」

　生徒会長がにっこりと幼さの残る顔で微笑ほほえむ。

　この生徒会長が怒ることはない。けれど、むしろその笑みが怖い。

「無事に戻ってきたからいいようなものの、一人でいくのは危険です。使徒シビリエとして国を背負っているという意識を少しは持って下さい。もし、旅先で命を狙ねらわれたらどうするんですか？　点数をつけるとしたら百点中八点ぐらいの行動ですよ」

「実は……刺客に襲われました」

「ふふふ、最悪ですね。さらに半分にして四点です」

　笑顔で言われたので、余計にグサっときた。

「安全のためにも、クラスメイトで、同じ使徒シビリエでもあるシャンファさんと行くべきでした。なんなら、わたしも生徒会業務を休んででも、同行しました」

「でも、シャンファも会長も女の子じゃないですか。スクデラは遠いから、長旅で泊まることもありえたし……。男女で泊まるのはまずいっていうか……」

「ニコラって本当に紳士で聖者なのね。国の存亡がかかっているのに、女の子の外聞を考えているのだから感心するわ」

　エルザが横でうなずいた。自己紹介も済んでいないのに、落ち着き払っている。

「ところで、外典はどこにあるんですか？」

　ニコラが横目でエルザを見た。生徒会長にはっきり紹介するには気が引けた。

　そのニコラの視線に気づいたエルザが、面白そうに微笑ほほえむ。

「私が外典です、と言ったら皆さんはどうお思いかしら？」

「あの、驚かないで下さいね、会長……」

　ニコラは事の経緯を説明した。

　また生徒会長は「あら、まあ」と手を叩たたく。

「そんなことがあったんですねえ。外典さん、わたしはこの学院の生徒会長をつとめます、イーリス・フォンテと申します。よろしくお願いいたします」

「私はエルザ・パッサートよ。よろしく」

「会長のフォンテ家はアチェロの大貴族で、親父おやじさんは現在、この国の宰さい相しようだ」

　立場上、ニコラは仲介役として説明を加えた。

「そんなに大層なものではありませんよ。ただ、運良く三十四代続いてきただけです」

「お嬢様、正式には三十六代です」

　秘書の少女が無表情のまま、訂正した。

「たいして土地も持っていない家なんですから、いいじゃないですか。土地所有制限の法案が可決されても、何の影響もないぐらいなんですよ。半分ほども土地を失う家すらありますのに」

「お嬢様、貴族の価値は、所領の広さだけではありません。歴史も大切な価値です」

「まったく、トルマリーナはうるさいですねえ」

　へそを曲げたように言って、すぐにイーリスは笑顔に戻る。

「ああ、トルマリーナもごあいさつなさい。この子は我が家の家令の一族なんです」

「イーリスお嬢様の秘書のトルマリーナ・グロアです、よろしく」

（ある意味、フォンテ家が生徒会も学院も仕切っているようなものだよな）

　ただ、悪い人選ではないとニコラは思う。

　学院は神術師しんじゆつしがらみで国との折衝の必要もある。宰相の娘なら都合がいい。

　生徒会が議会の承認も得ずに、外典アポクリフアの受け取りを決められたのも、宰相であるイーリスの父親の後ろ盾があったからである。

　生徒会長の選挙も公正なもので、学院内での反発もなかった。

「それで、会長、エルザの部屋を用意してもらいたいんですが」

「ですねえ。外典さんが学院と学生寮を使うことを特例として許可いたしましょう」

　あっさりとイーリスはうなずく。

　ただ、お目付け役のようなトルマリーナが口をはさんだ。

「お嬢様、念のため確認いたしますが、事件も解決していないのに、身元不明の人物を寮に入れるということでよろしいですね？」

（そりゃ、トルマリーナが気になるのも当然だよな）

　ニコラもその意見がわからなくはない。

「ねえ、ニコラ、事件って何？」

　エルザももちろん尋ねてくる。

　ためらいがちに、ニコラは口を開く。

「使徒シビリエが二人、行方不明なんだ」

　どうしてもニコラの視線が下がる。

「すでに使徒に選ばれた五人のうち、男二人がやられた」

「えっ？」

「俺の先輩のリカルド・キンデイと、後輩のフラン・メイランだ」

　この話をする時はいつも暗い気持ちになる。

「生徒会長として、ニコラ君が来る前のことを話しておきますね。リカルドさんが何者かに襲われて、収容先の病院からいなくなったんです」

「それで、俺は同じく使徒シビリエだったフランのルームメイトにされたんだ。使徒が固まってれば、敵もうかつなことはできないだろうって。だけど……」

　顔の見えない敵に対する怒りがニコラにこみあげてくる。

「フランも突然いなくなって……」

　詳しいことはわからないが、おそらくフランも他国に襲われたのだろう。

　フランの失しつ踪そうでアチェロの使徒は三人だけになってしまった。

〈統一戦争サクセツシヨン〉の規定で、最初に選ばれた使徒以外の者が戦いに参加することもできない。

　ニコラは下がっていた視線をエルザのほうに戻した。

「この国には使徒が残り三人しかいないんだ。俺が焦ってたのもわかるだろ」

　使徒同士の公式の戦いがはじまる前から、アチェロは不利な状況に陥っている。

（エルザがこれで怒って帰るだなんて言い出さないといいんだが……）

　だが、エルザは顔色を変えることもなく、自分の髪を右の手でもてあそんでいる。

「そうなの。では、残り三人の使徒と私で勝てばいいのね」

「あれ……。思ったより平然としてるな」

「その二人は幸運だったわね」

「おい、行方不明のどこが幸運なんだよ」

　そっけないエルザの言葉にニコラは違和感を覚えた。

「使徒シビリエは他国の精鋭と命懸けで戦わないといけないんでしょう。残念だけれど、あっさり不覚をとるような人は公式の戦いでも生き残れないわ」

「あっ……」

　エルザの言葉は皮肉が利いてはいたが、筋も通っていた。

（フランの神術もかなり強力だったけど……）

　使徒同士の公式の戦いの場では一度負ければ死につながる。

「だから、そこまで気にする必要もないわ。注意するべき点があるとしたら、二人を襲った敵が不明なことぐらいね。次々にアチェロの使徒が襲われて、私しか残らないなんてことになったら大変だわ」

　堂々とエルザはそんなことを言ってのける。

「むしろ、敵もよほどばれない自信があるのでしょうね。刺客を放ったという事実がはっきりすれば、自分の国が窮地に陥りかねないわ」

「まあ、実際、敵の尻尾しつぽもつかめてないぐらいだったしな……」

　くわえて、ニコラを襲った連中も、どこの国の人間かわかっていない。

　敵も慎重に動いているようだ。

「そうですね。敵のしぼりこみだけならできなくもないんですけどねえ」

　イーリスは人差し指を思案げにくちびるにつけた。

　その言葉にニコラの目が見ひらかれた。

　敵に心当たりがあるのだろうか……？

「むしろ、疑心暗鬼が増すだけ、よくないと思いますよ」

「どういうことですか、会長……？」

「ニコラ君、外典を自分だけで取りにいくという話、誰だれかにしました？」

「生徒会役員の全体会議で言っただけですけど……」

　その時に、自分が使徒シビリエ筆頭として先に外典アポクリフアを取りにいくとニコラは言い出したのだ。

　もちろん止められたし、イーリスも本当に一人でいくとは思っていなかったようだが。

「だから、生徒会役員と使徒である俺とシャンファしかいませんでした」

「でしたら、ニコラ君が外典さんを受け取る時に敵に襲われたということは、あの場にいた人の中に内通者がいたということになりませんか？」

　イーリスがやんわりととんでもないことを言う。

　言葉の調子とは裏腹に、部屋の空気が寒々としたものに変わる。

「もちろん、推測ですよ。敵の正体がわかったわけでもなんでもありません。それにこの推測だと、わたしも有力な内通者候補になってしまいますし」

「お嬢様、口は災いの元です。おたわむれもほどほどに」

　またトルマリーナが硬い表情のまま、苦言を呈した。

　イーリスはそんなトルマリーナの声を待っていたように、彼女のほうに振り返って、

「こうしたわけですから、今更外典さんまで疑いをかけていてもきりがないでしょう？　トルマリーナ、ご理解いただけましたか？」

「私は一言も反対とは言っておりませんよ、お嬢様」

「それともトルマリーナが敵の内通者だから、〈統一戦争サクセツシヨン〉に参加する人数が増えるのは困るのですかね？」

　その声には、かすかに毒がこめられている。

「私が敵なら、まずお嬢様のお命を狙ねらっておりますので」

　淡々と平板な声でトルマリーナがやり返す。

　どちらかというと、ニコラのほうがそのやりとりを怖こわ々ごわと見ていた。

「──というわけです。外典さんが寮に入るのは認めますよ。学院の講義もどうぞ、生徒のように出てもらってかまいません。参加は自由です」

「〈統一戦争サクセツシヨン〉という緊急事態の割に学院の講義はいつも通りなのね」

「戦争に参加する使徒シビリエはすべて揃そろっても五名ですし、戦時体制もとりようがありませんからね」

「そうね。それじゃ、学生寮を借りるお返しに一つ仕事をしようかしら」

　おどけたようにエルザは言った。



「使徒襲撃の敵を見つけてみせるわ」



　声は力強いわけでもなんでもない。

　けれど、そこには確かな自信がにじみ出ていた。

「奇襲を繰り返すだなんて人間として上品な行為とは言えないわ。そんな人間がどんな顔をしているのか、引きずり出して見てみたいと思ったのよ」

「お前の表現もトゲがきつすぎて、上品とは言いがたい気がするけどな」

　ただ、敵は放っておけない。

　まして、敵の内通者が学院にいるかもしれないとなれば、なおさらだ。

「では、お願いしますね、外典さん。わたしたちも敵の正体を突き止めるのに全力をあげますから」

「あなたたちが敵の内通者でないことを祈ってるわ」

（悲観的な空気にならなくて、よかったな）

　結果的にエルザの態度がいいように転んだ。

　ニコラもほっと胸を撫なで下ろす。心配事が一つ減った。

「さて、外典さんのお部屋ですが、ニコラ君と相部屋ということでお願いしますね」

「あ、はい、会長、もちろ──ダメですよ！」

　思わず勢いで同意しかけた。

「フランさんがいなくなったあとも、二人部屋を使っているわけですから、人数的には問題ないかと思いますが」

　イーリスはゆっくりと含めるように言う。

「それに、外典さんも〈統一戦争サクセツシヨン〉に参加されるのですから、使徒シビリエと一緒にいるべきですよ。わたしたちは外典さんのことをただの本だと思っていたので、部屋の用意もできていませんし」

「それはそうですけど、年とし頃ごろの男女が同じ部屋で寝泊まりするのは風紀的に──」

「別にかまわないわよ。契約上、私は受取人であるニコラのものでしょう？」

「外典さんは納得していらっしゃるようですが」

　ニコラは頭を抱えた。

「お前も変なこと言うなよ」

「変なことではないわ。だいいち、ニコラの立場からしても、早く私と信頼関係を結ばないとまずいでしょう？　一緒に戦うことになるんだから」

「お前の言ってることもわかるんだが、俺は武人なんだ。そんな軟弱な──」

「私としては、ニコラまで襲われてしまったら困るもの」

　また、人を食ったようなことをエルザは口にする。

「敵が怖くて使徒シビリエができるか」

「そうね、それは認めるわ」

（あれ？　あっさり認めた）

「あなたが怖いのはむしろ女の子と同どう棲せいすることでしょう？」

　そっと、エルザはニコラの手をとった。

　その感触は、剣の修練で硬くなったニコラの手と同じものとは思えない。

「よ、余計なことしなくていい……」

「あら、どうしてさっきから目をそらしているのかしら。ご心配なく。あなたと見つめ合ったからといって、恋に落ちたりはしないわ」

「お前といると恋より先に地獄に落ちそうだよ……」

　恋はしなくても、妙な気持ちになるのは事実だ。不可抗力だ。

「ニコラ君、生徒会としては、彼女はあくまでも『外典という書物に過ぎない』という扱いにしたいんです。でないと、特例を認めてあとあと各方面から蒸し返されて面倒なことになるかもしれませんからね。わかっていただけますか」

　イーリスも、一つずつ丁寧に説明を加えていく。外堀から埋める気だ。

「なので、部屋に本が一冊ある、そう思って下さい」

「私は本よ、本。ほら、よく見て」

　ニコラの隣では、にっこりとエルザが微笑ほほえんでいる。

　ようやく、ニコラも目を合わせた。

（本、本……ただの本……）

「ほ、本でも、やさしくしてね……乱暴にしないでね……」

　いかにもとってつけたように、エルザは不安げに顔を赤らめた。

「本だなんて思えませんよ！　どう見ても人間ですよ！」

　と、イーリスの瞳ひとみが黒光りした。

「そこまで言うなら、外典さん用にもう一部屋借りるということにしましょう」

「勝った……。会長のゴリ押しに勝った……」

　この生徒会長は物腰こそ柔らかいが通すところはきっちり通してくる。

　ニコラが主張を勝ち取ることなど奇跡と言っていい。

「では、一年分の寮費を前払いしていただかないといけませんので、三日以内に七十五万ヘーゲル払っていただけますか」

「え……？」

「亡命貴族で、前の学校でも自分の寮費すらアルバイトしながら支払っていたニコラ君の羽振りがそんなによくなったとは知りませんでした。わざわざ経済的にも負担の少ない相部屋方式を提案したのですが、それも不要でしたね」

（ダメだ、このままではハメられてしまう）

　ニコラは必死に打開策を考える。

「会長、何かがおかしいです。外典はあくまで一生徒の判断を超えた、国家的な案件なので俺が寮費を負担するというのは──」

「国家的な案件をわたしたちは生徒会の意向に変えました。そこから、さらにニコラ君が独自判断をされたのですよ」

　ニコラの口がぴたっと止まった。

　そこを言われると強く出られない。

「ニコラ君、わたし、生徒会の面子めんつをつぶされて、少しだけ腹が立っているんです。使徒シビリエ筆頭として、外典の受け取り人として独断で行動したのなら、その管理も責任を負うのが筋ではありませんか？」

「あの……その…………すみません……」

「しかも、外典さんは『ニコラのもの』とおっしゃってます。所有権はニコラ君にあると認めざるをえないでしょう。ね？」

「しかし、俺がよくても寮の奴やつらが納得しな──」

「だ・め・で・す・か？」

　一瞬、イーリスの背後に黒いものが見えた。

「…………わかりました」

　がっくりとニコラは頭を下げた。

「生徒会長、感謝するわ。あなたとは気が合いそうね」

　エルザが丁寧にお嬢様然としたおじぎをした。わざとやっているのかもしれない。

「いえいえ。お互い様ですから」

　エルザとイーリスは顔を見合わせて、微笑ほほえみ合う。

　ニコラは二人が手を結んだように見えるのに、一抹の不安を覚えた。自分がどんどん追い詰められていく気がする。

「報告はこれでおしまいね。早く、部屋に行きましょう。私も眠いし。それに──」

　また、からかうようにエルザはニコラに笑いかける。

「早く、ニコラの部屋も見たいしね」



　　　◇



　学院の寮は、廊下の窓も大きく、全体的に開放的な雰囲気だ。

「なかなかこぎれいな建物みたいね」

「生徒の大半は金持ちだからな。建物も部屋もちゃんとしてる」

「ニコラにはふさわしくないかもね」

「わざわざルームメイトを貶おとしめるなっつうの」

　ニコラは疲れたようなため息をついた。というか、実際疲れた。徹夜で学院まで戻ってきて、生徒会室でやりとりをして、もう昼前だ。昼食を抜きにしてでも、まだエルザへの部屋の説明が残っている。

　一階の一番奥が、ニコラの部屋だ。

　ニコラがドアを開ける。普段はカギをかけてない。元々は二人部屋なので、かなり広々としている。しかも、ベッドが一つしかないから余計にそう感じる。

「フランがいなくなってから、ベッドを一つどかしてるんだ。また入れてもらうよう、会長に手配するから──」

　エルザは部屋の前から奥まで視線を走らせ、

「怪しいのはあそこかしら」

　ベッドの下をのぞきこむ。

「ん？　刺客が潜んでないか見てるのか？　さすがに気配でわかるぞ」

「こういうところに、いやらしい本を隠す人が多いというから」

「隠さねえよ！」

「何もなかったわ」

　どこか、つまらなそうな顔で、エルザがのぞくのをやめた。

「当然だ。俺はこう見えても真面目まじめだからな」

「ニコラって聖者なだけだと思ってたのだけど」

「お前、やたら俺を聖者、聖者って言うな……」

　どこか引っかかるものを感じた。

　とくに今の発言は意味がよくわからない。

　外典アポクリフア受け取りの際に持っていったポケット天境国語辞典を開く。



　せいじゃ　聖者──俗語で童貞の意味。



「お前、さりげなくバカにしてただろ！」

「気にしすぎよ、ご主人様。ほら、セレンディア島の共通語でしゃべってるじゃない。方言じゃないわよ」

「確実にしらばっくれてるだろ、お前……」

　いいように扱われている。最低でもご主人様だとは絶対に思っていないだろう。外典アポクリフアの主人として振る舞えと言われても、それはそれで困ってしまうが。

「ベッドもなかなか上物ね」

　エルザはベッドに腰かけて、ばねの弾力性を確かめている。

　心なしか、エルザの態度がやわらかくなっている気がした。共用とはいえ、自室に入って落ち着いたのだろうか。横おう柄へいなのはあまり変わりないが。

「家族以外の人の部屋は新鮮だわ。私の一族、閉鎖的だったから、ほかの家の人ともあまり交流がなかったのよ」

「お前の性格の問題じゃないのか？」

「失礼ね。私は性格が良いと言われていたわ──姉妹の中ではね」

「ほんとか、それ!?」

「どういう意味かしら。姉と妹の性格と比べたら、私なんてかわいいものよ」

　嫌なことを思い出したのか、エルザの顔が曇る。

「妹はものすごく疑うたぐり深いし、姉さんはものすごく冷徹だし……。同じ両親から生まれてきたかと思うと、それだけで気分が悪くなってくるわ……」

「そこまで嫌なのか……。話題変えるか……？」

「そうね。せっかくだし、少しだけ、ご主人様のお話、聞かせてくれないかしら？」

「いいぜ。そんなことでよければいくらでも」

　机から椅い子すを出してきて、ニコラも腰かける。

「ニコラの聖せい遺い物ぶつって何なの？」

　正面からの質問にニコラは面食らった。

「普通は、聖遺物の存在は他人に教えないんだけどな……」

　聖遺物とは、正典カノンの灰や断片が含まれた神術を使うために必要なアイテムのことだ。どれだけ技量があろうと、聖遺物がなければ神術を使うことはできない。普通はほかの誰だれかに明かすものではない。

　エルザの天境国での生活が閉鎖的だったというのは、本当らしいなとニコラも思う。

　何が聖遺物か尋ねるだなんて、一般的な神術師しんじゆつしの常識がエルザには欠けている。

「──でも、いいか」

　協力してくれるはずの外典アポクリフアの少女まで疑っては何もできない。

「これだ、この剣だよ」

　ニコラは大振りの剣を構える。

「改めて見ると、ずいぶん大きいわね。これ、ファルシオンという名前かしら」

「お前も剣を使うだけあって詳しいな。そう、先祖伝来の業わざ物ものだ」

　カクトゥスの貴族は武器を代々継承する。それが一族の誇りであり血統の証明になる。

「大きくて不便そうだけど」

「その代わり、武器として強力だろ。カクトゥスの人間は剣技も習うからな」

「正典使いフオーミユラはすべて神術だけで戦うと思っていたけれど、違うのかしら」

「俺は例外だよ。でも、やっぱりメインは雷撃──天てん精せいスーの力を借りる神術だ」

　エルザは右の人差し指をくちびるにあてて、正典カノンの神を思い出そうとする。

「天精スーって、正典の最高神アダンに仕える七しち精せいの一体だったかしら。自然現象の神術を扱う正典使いフオーミユラは、七精の力を借りるのよね？」

「そうだな。最高神アダンは正典の記述が抽象的すぎて神術になり得ない。正典使いフオーミユラの大半は、七精の加護を受けて神術を使う。だからエルザの外典の神術を見た時、とんでもない異端に感じたんだ」

「外典は古代人が正典から徹底的に排除した魔章経典ってだけよ。それに、セレンディア島の一般住民からすれば、神しん暦れき語ごで書かれた正典も異端神暦語で書かれた外典も、同じ神術に違いはないはずよ。神暦語なんて、勉強しなきゃ読めないわけだし」

　エルザは自分の神術を異端だと言われることが気に食わないのか、少しむっとした表情になった。

「まあ、俺の生まれ故郷のカクトゥスじゃ、外典の資料なんて持ってるだけで死刑だし、アチェロでも犯罪者扱いだからな。見るチャンスすらなかったんだけど」

「ふあぁ…………」

　エルザはあわてて、口に手でふたをした。

「徹夜明けもそろそろ限界みたい」

「そうみたいだな。お前のほうが慣れない場所で疲れてるだろうし、ベッドで寝てくれ。俺は床でいいや」

　意外そうな顔で、エルザはニコラのほうを向いた。

「ニコラって、そういうところは思いのほか、よくできているのね」

「か弱き者を優先する、武人なら当然のことだ。お前の場合、か弱いか微妙だけど」

「あっ、そうだ」

　何かを思い出したように、エルザは両手を合わせた。

「悪いけれど、寝る前にシャワーを浴びたいんだけど……ある？」

　エルザが困ったような顔になる。

　たしかに女子だと気にしないというわけにはいかないだろう。

「大丈夫だ。金持ち仕様の寮だから、設備は整ってる」

　洗面所の横に風ふ呂ろ場ばの引き戸がある。

「火か精せいリィンの神術を使う連中が水を温めてて、お湯が出るようになってる」

「そのあたりはさすがにアチェロで一番の学院ね。褒めてあげてもいいわ。あと、念のために言っておくけど……」

　疑惑の目がニコラのほうに注がれる。

「の、のぞかないでね……」

　表情でわかる。

　本気で警戒している目だ。

　これまでのおちょくるような表情と明らかに違う。

「同どう棲せいはどうということもないわ。でも、男に裸を見られるのは私の国で最大の恥辱なの」

「心配するな……。アチェロにも裸を見られてＯＫなんて文化はない」

「見ないでね。場合によっては、真っ黒焦げにするから」

「命を懸けてまで見ねえよ……」

「下手をすると、妹に永久に会えなくなるわよ」

「マジで殺す気かよ！」

　手心を加えるつもりもないらしい。

「そこまで気にするなら、最初から違う部屋にしたらよかったんじゃ……」

「あなたが外典の所有者である以上、同じ部屋で寝泊まりするわ。国の命運がかかっているのよ。照れくさいだとか言ってる場合ではないでしょう」

「そういうところは真面目まじめなんだな」

「それに、使徒シビリエであるあなたのそばにいれば、敵と遭遇する可能性もあがるもの」

　エルザがにやっと笑う。

「内通者は必ず見つけ出すわ。私が来たからには好き放題にはさせないから」

「威勢がいいのはありがたいけど、見つけるだけじゃなくて倒さないと意味が──」

「私が見つけた敵を取り逃がすとでも思ってるの？　必ず叩きつぶすわ」

（ああ、俺とは性格は違うけど、こいつも攻撃に特化した神術師しんじゆつしだな）

　ニコラはエルザの勝ち気な性質を見た気がした。

「それじゃ、シャワーを借りるわね。聖者はのぞいたりしないって信じてるわ」

「そこは紳士に訂正しろ！」

「あれ……この扉、カギがついてない……」

　エルザの顔が曇る。

「この部屋、男子用だしな。風ふ呂ろ場ばにカギまでかけることは想定されてないんだ」

「確実にのぞかれちゃう……」

「だから、のぞかないから心配するな！　その程度の自制心は俺にもあるよ！」

「わかったわ……。そうよね、のぞかれたところで命を奪われるわけじゃないし……」

「のぞかれる前提で考えるのやめろ！」

「のぞかれたら、焼き尽くせばいいだけの話だし」

「危害を加える前提もやめろ！」

　結局、相当に疑ってから、ようやくエルザは風呂場に入った。

「ふぅ……。やっと入ったか……」

　一人の時間ができると、ニコラは長らく開いてない神術の教科書を出した。

「七しち精せいは地ち精せいギア、水すい精せいウェル、火か精せいリィン、風ふう精せいフス、樹じゆ精せいティル、天てん精せいスー、闇あん精せいヴァス……」

　正直な話、気分をまぎらわせたかった。

　前の国内南部の学校からずっと男子寮暮らしだった。

　妹のリディアとはぐれて以来、家に女っ気もなかった。

　そのため、ニコラは女子に対する免疫があまり高くない。

　というか、同世代の男子の平均よりもかなり低い。

　なので、自分の部屋に女の子が来て、入浴までしているだなんて信じられない。

　風呂場の壁はあまり厚くない。

　服を脱いでいるらしい衣きぬ擦ずれの音すら、しっかり聞こえるレベルだ。

「神しん格かく観かん想そうとは、神術使用時に加護を受けている神格を具体的に脳内で思い描く行為である。具体的に想像すればするほど威力は増す。なお、高位の術者になると、神格が語りかけてきたりする場合もあるという……ぶつぶつ……」

　適当にめくった教科書のページを音読する。

（これで乗り切れるはずだ）

　シャワーだから長くても十五分耐えればいい──



「きゃあああああ！　出たわ！」



　エルザが風ふ呂ろ場ばから飛び出してきた。

　素っ裸で。

　ニコラの脳が思考停止した。

　何が起きたのか、まったく意味がわからない。

「で、出たって何が……？　お前が出たことはわかるんだが……」

　エルザのほうもニコラの顔を見て、しばらく思考停止した。

　ただ、その間にもエルザの顔は着実に赤くなる。

（熱湯でタコをゆでるとこういう色に……）

「ひゃあああああ……！　見ないで！　見ないで！　ヘンタイ！」

「むしろ、お前が見せてるんだろ！」

「この童貞！」

「お前、やっぱり『聖者』もそっちの意味で使ってただろ！」

　早く隠してくれと思うのだが、そんな考えにまで至らないらしい。

　不可抗力で直視してしまっているが──

　着やせするタイプ──でもないらしく、胸のふくらみもつつましいし、成長の途上なのかもしれない。

　だからといって、魅力がないというわけではなく…………。

「み、見られてる……。会って間もない男に見られてる……」

「待てっ！　完全に逆ギレだ！　俺は部屋にいただけだろ！」

「…………そうね、ニコラの言うとおりね。あなたの言い分は正しいわ」

「そうか。わかってくれたのならよか──」

「けれど、あなたの存在を消せば、正しかったかどうかも検証不可能ね」

「待て待て待て！　さらりと殺すようなことを言うな！」

「調伏乃炎熱我ちようぶくのえんねつを、千虐乃罪人仁せんぎやくのざいにんに、一いち億おく八はつ千せん万まん乃の毛け穴あな仁に迄まで流なが志し入い礼れ……」

（マジかよ。ほんとに詠唱をはじめたぞ！）

　黒い炎のようなものがエルザの背後から立ち上っている。

（まずい……早くどうにかしないと殺される……）

　大至急、エルザの気をそらさなければ命に関かかわる。

「ほら！　そんな暇あったら、早くバスタオルで隠せ！　バスタオルで！」

「そ、それもそうね！」

　やっと気づいてくれたらしい。

「これで、どう！」

　エルザはバスタオルをかぶせた。

　ニコラの顔に。

「あれ、何かおかしくない……？」

「これで、見えないでしょ！　万事解決ね！」

　たしかに視界は閉ざされている。

　厳密にはバスタオルが見えているのだろうが、それは見えているとは言わないだろう。

「いや、お前の体を隠せよ……というか、これって……」

　バスタオルは、当然ながら──湿っている。

　つまり、これでエルザが体を拭ふいていたということだ。

　そのバスタオルで顔が覆われている。

　直視してしまった裸体が脳内情報として再生される。

　真剣にまずいとニコラは思った。

（最悪の場合、鼻血を出すというような事態になりかねん……）

　恥ずかしい上に、明白な証拠が残る。

　ここは、教科書の内容を思い出すしかない。

「ええと……古代、まだ神と人間が直接交流していたとされる伝説の時代の暦を神しん暦れきと言う……。この時代にすべての正典は書かれ、編へん纂さんされたと考えられており、正典に使われている言語は神暦語と言われる……ぶつぶつ……。なお、外典の記述に使われたとされる言語は異端神暦語という特殊なものだったらしいが、現在はほぼ散逸し、全体像は不明であり……ぶつぶつ……」

「どうしたの？　試験でもあるの？」

「お前は服を着ることにだけ専念してくれ」

　必死で頭をリセットする。

　あんな黒い炎をぶつけられたら火傷やけどどころか、寮が焼け落ちる。

　──ただ、その炎のことで少し引っかかる部分があった。

（あいつ、神術を出せるようなもの、持ってたっけ？）

「はい。もう、大丈夫よ」

　やっと目隠しを外された。

　エルザはパジャマに着替えていた。天境国から持ってきた服だろう。

　それで、ようやくエルザがあわてた原因に頭がいった。

「あのさ……出たって言ってたけど風ふ呂ろ場ばでいったい何が出たんだ……？」

「お風呂場にぷにぷにしたものがいることに気づいて……」

　何かと思って、ニコラが確認してみると──

「ああ、妖液物ウーズか」

　風呂場にゼリー状の生物がいた。

「初等部の生徒が失敗した時に出てくるんだ。正典使いフオーミユラが召喚しちゃう唯一の生物だ」

　妖液物ウーズが神術の失敗時に出てくる原理はよくわかっていないらしいが、おそらく体内の水分と神術が結合するせいであろうと言われている。

「たまにどっかから紛れこんでくるんだ。害はないから気にしなくていいぞ」

　窓を開けて、ニコラは妖液物ウーズを捨てた。

「私、こういう生物、苦手なの……。生理的に……」

　エルザは風呂場のことを思い出したのか、おびえるような顔になる。

「ぬるぬるしてるものや、ぷるぷるしてるものは昔からダメで……」

「お前の力のほうが百倍恐ろしいだろ。しかし、よく気づいたな」

　妖液物ウーズは半透明だし、ニコラだったら、おそらく気づかないまま出ていただろう。

「嫌な予感がしたの。何か自分の同類がいるような感覚。それで、体を拭ふいてる時に振り向いたら……いた」

　エルザは顔をしかめて、口元を右手で軽く押さえた。

「じゃあ、お前は妖液物ウーズの親しん戚せきか何かか？」

「…………焼かれるか、燃やされるか、どっちがいい？」

　エルザの目が据わっていた。

　どうも本気でイラっとすると、笑みすら消えるらしい。

「今のおすすめは骨すら残さない高温なんだけど」

「謝るから炎の神術はやめてくれ！　火事になる！」

「ニコラが主人たるに値しないと判断した時点で焼き払うつもりだから、覚悟しておふぃなふぁい……あっ……」

　また、あくびが出て、きまり悪そうに、エルザは口を手で覆った。

「お昼ごはんはいいから、寝ることにするわ。今日は限界……」

「ああ、そうしろ。俺もシャワー浴びて寝る」

　そこで、またエルザの顔が曇る。

「寝てる間に、変なことしないでね……」

「お前も部屋の主を少しは信用しろよな」

　むしろ、意識してしまうので余計なことを言わないでほしかった。

「まあ、ニコラは童て──聖者だし問題ないはず」

「今、言い直したな！　たしかに言い直したな！」



　どこまで本気で警戒していたかわからないが、エルザはニコラがシャワーから戻ってきた時にはすでに眠りに落ちていた。

「相当疲れてたんだな」

　その寝顔を見つつ、ニコラもタオルケットをかぶって床に横になる。ベッドを運んでくるのは面倒だし、明日でいい。睡眠欲に応こたえるほうが先決だ。

　──と、ベッドからこんな声が聞こえた。

「お母さ……ん……」

　その寂しそうな声に、思わずニコラは体を起こした。

「寝言か……」

　体をくの字に曲げて、エルザは眠っている。

　その姿はあまりに華きや奢しやで、とてももろそうに見えた。

　毛布をぎゅっと抱きしめる様子も、身を守るためであるかのよう。

　そのせいで体は毛布からはみ出してしまっている。

　春なのに、その姿はどこか寒々しく見えた。

　外典アポクリフアとして、よく知らない国に一人でやってきたのだ。

　いくら破格の力があったとしても──

「そりゃ、不安にもなるよな」

　少しでも自分が知っている人にそばにいてほしい。そんな理由で、エルザはニコラと一緒の部屋に決めたのかもしれない。

　もし、妹が身近にいたら、エルザのように成長しているだろうか。もっとも、ここまで美しく育っていたらできすぎかもしれないが。

「俺でよかったら頼ってくれよ、外典様」

「ニコ……ラ……」

　はっとして、ニコラはエルザの寝顔を確かめるように見つめた。

　まさか寝言で呼ばれるとはニコラも思わなかった。

「夢の中で俺は活躍してるか？」

　自分のタオルケットを一枚、ニコラはエルザにかけた。

「『女にやさしく』が武人の生き方だからな」

　ニコラは腕を伸ばして、床に横になった。



　　　◇



　夜、エルザは一度、目を覚ました。

　月明かりで照らし出された時計は、九時を指している。

「頭が重い……」

　まだ寝たりないほどだが、変な時間に寝たせいで目覚めてしまった。これも慣れない徹夜をさせられたせいだ。

「ニコラはまだ寝てるわよね──あれ」

　毛布と違うタオルケットが自分にかかっている。

　ニコラは床で何も体にかけずに眠っていた。

「堅かた物ぶつだけど、無粋ではないようね」

　エルザはそのタオルケットをニコラにやさしくかけてから、

「おやすみなさい、ご主人様」

　もう一度、眠りについた。










２話　水の神術師



　少年は、暗く深い森の中を駆けていた。

　強く少女の手をつかんだまま、全力で。

　もうすぐ、国境を越えられる。

　自分たちは助かるんだ。

　二人は兄妹きようだいで、物心ついた頃ころから一緒だった。

　だから、離れるだなんてことは考えたこともなかった。

　これからもずっと、ずっと一緒だ。

　森林の中の険しい上り坂が下りに変わる。

　前を行く父が「峠を越えたな。アチェロ領に入ったようだ」と静かに言った。

　父の隣で息を切らしている母にも、安あん堵どの笑みが浮かんでいた。

　自分たち家族は追手から逃げきれたのだ。

「リディア！　助かったんだよ！」

　少年はほっとして、少女のほうを振り返った。



　その手は誰だれの手もつかんではいなかった。



　どこかでつながりは絶たれていたのだ。

　失ったことにも気づけなかった。

　途端に、人生で初めての喪失感が少年を包む。

　じっとしていると目に見えない力で、押しつぶされてしまいそうになる。

　リディアを助けなければ。

　少年は来た道を引き返そうとする。

　そんな少年の腕を父は強くつかんだ。

「ニコラ、お前は戻ってはいけない」

「どうして？　リディアはあっちにいるんだよ！　男なら女を守らなきゃ！」

「戻っても、殺されるだけだ」

　父がどうしてそんなひどいことを言うのか理解できない。今こそリディアを助ける時じゃないか。さんざんそう自分に教えたじゃないか。

　けれど、父の顔を見て、少年も言葉を飲みこんだ。

　厳格な父が泣きそうな顔で、必死に感情を押しとどめている。

　見てはいけない父の表情を見てしまった気がした。

「リディアが死んだと決まったわけじゃない。今は耐えろ……」

「じゃあ……どうしたら助けにいかせてくれるの？」

　少年にも意地がある。ここですんなりとは引き下がれない。

　妹一人救えなくて何が男だ、何が武人だ。

「お前が……強くなったら……」

　父は言う。

　強大な敵と戦えるだけの力を手に入れることができたら。

「お前も私の子、つまり武人の子だ。必ず強い男になれる」

　ニコラはくちびるを噛かむ。

　弱いせいで、妹を救えないのだ。

「わかった。神術師しんじゆつしの勉強をする。強い男になる！　セレンディア島で一番の男になる！」

　少年は誓った。

　どんな敵にも負けない男になって、リディアを助けると。

「必ず迎えに行くからね、リディア」



　　　◇



「久しぶりに見たな……」

　朝の光はまだ弱い。昨日エルザと自分の境遇の話をしたせいだろう。

「おはよう、ご主人様」

　エルザが椅い子すに座って、ニコラを見つめていた。視線的には見下ろしているといったほうが近いか。

「何時に起こすべきかわからなかったから、待っていたの。人の寝顔を眺めるのも面白いものね。飼っていた犬を思い出すわ」

「俺は主人じゃなくて犬かよ……」

「うなされていたようだけど、悪い夢でも見ていたの？」

　エルザは気がかりなことがあるように、ニコラの顔を見た。

「ああ、たまに見る」



　　　◇



　その朝、寮の食堂は騒然としていた。

「これ、穀物粥がゆね。天境国では食べたことのないものだわ」

　女子がなぜか男子寮にいる。

　しかも、さも当たり前のように学院の制服を着て、着席して食事をしている。

　ニコラの席の隣で。

「粥と一緒にパンも出るのね。ジャムの種類も多いわね」

　食事を楽しんでいるエルザの横で、ニコラはため息をついている。

「イチゴのジャムもおいしいわ。食卓に色味があるというのはいいことね」

「朝からよくしゃべるな」

「ええ、ぐっすり眠れて爽そう快かいだわ──ニコラのベッドで」

　ほんの一瞬だけ、エルザが「すべて計算どおりよ」という顔になった。

「お前！　その表現は誤解を──」

　殺気が一斉に襲ってきた。

　食事中の男子寮生の視線がニコラに集まっている。

　ニコラの学生生活の経験上、寮生というのは結束が強い。

　それがありがたいこともある。ニコラは新参者ながらすぐに受け入れられたし、同室のフランも勝手のわからないニコラにいろいろと世話を焼いてくれた。

　そんな結束が、今は「ニコラ、これはどういうことだ。いつ彼女ができた？　というか、ここ男子寮だぞ」という無言の問いかけとなっている。

　しかも、学院に在籍していたなら、必ず噂うわさになるレベルの美少女。

　桃色の髪に、その色素が移ったみたいにほんのりと淡く赤い頬ほお。意志の強さと気品に満ちた大きな瞳ひとみ。そして時折見せる穏やかな笑み。ここまで優雅な振る舞いができる女子はいないだろう。

　どうして、そんな少女がニコラのベッドで眠っていたのか。

「みんな、よく聞いてくれ。話せばわかる。この子は実は──」

「待って、ニコラ」

　エルザがニコラの手を引っ張る。

「な、何だよ……」

　それから、耳元でぼそぼそしゃべる。

　かかる息がくすぐったいが、これはこらえるしかない。

「今、外典と言おうとしたでしょう？　使徒シビリエ襲撃の敵もわかってないのに、私が外典であることを公言するべきではないわ」

「それもそうか」

「だから、ここは誤魔化すわ、任せなさい」

　ただ、何か嫌な予感がしたので──逆にエルザに耳打ちした。

「恋人だなんて言うなよ。どっちみち寮から追い出されるぞ」

「ニコラ……察しがよくなってきたわね」

「危ねえ……。お前、悪ノリが過ぎるところがあるからな……」

「任せなさい。これで別の部屋に移ることになったら、ニコラの困ってる顔が見られないじゃない」

　エルザは不純な動機の割に、いい笑顔でうなずいた。そこは大丈夫なのだろう。

「皆さん、私はエルザ・パッサートと申します。これから仲良くして下さいね」

　今のところ、まともな説明だ。

「おそらく、皆さん、こう思われているんじゃないかしら。どうして、女子が男子寮にいるのかって。そこで、少し説明をさせていただきますね」

　ぽん。

　ニコラの肩にエルザの手が置かれる。

「私、ニコラの婚約者なんです」

「ぶっ！」

　ニコラは思わずむせた。

「ニコラの家とは昔からの付き合いで、二人は幼おさな馴な染じみなの。そうよね、ニコラ？」

　エルザが、すっとしなだれかかってくる。

　国の風習の違いか、肌が触れ合うのはエルザはなんともないという。

　それと同時に、殺気と羨せん望ぼうの視線が寮生からニコラに注ぎこまれる。

「そういうの、本当にやめろ……」

「ニコラが学院で上う手まくやれているか気になって、押しかけてきちゃったの。婚約者なら男子寮の相部屋でもかまわないと、会長からもお墨付きをもらったわ。しばらくの間、お世話になります。はい、ニコラもあいさつして」

「ああ、こいつとは幼おさな馴な染じみで──って、そうじゃねえよ！　お前、ウソは……」

「まあ、ウソだなんて……。ニコラ、これまでずっと私をもてあそんでいたの？」

　エルザはニコラの胸に飛びこむ。

　理由は明白だ。ウソ泣きの顔を隠すためだ。

　今度はエルザを泣かすなという無言の抗議と羨せん望ぼうのまなざしが同時に来た。

「せっかくニコラのために、大好きなミートパイの作り方も覚えたのに……。ニコラ、おいしいって言ってくれたのに……」

（次から次へと口から出まかせを……）

　もし、許されるなら、ニコラもふざけるなと文句を言ってやりたい。だが──

　敵の正体もわかってない以上、エルザ一人を女子寮に移すわけにもいかない……。

「み、みんな、俺の幼馴染をしばらくよろしくな……」

　何か大きな力にニコラは屈した気がした。

「ありがとう。私たちはずっと一緒よ」

　エルザはニコラから顔を離して、演じているにしては上手すぎる、愛らしい笑みで言った。

「ニコラ、私はあなたのものよ。しっかり受け止めてね」

　それから、ぽつりと付け加えた。

「あなたのものでも、従うかは別だけれど」

「そこは痛いほどよくわかってるよ……」



　　　◇



　食事が終わり、講義棟に向かう途中──

「やっぱり、ついてくるんだよな」

　なかば諦あきらめながらニコラがため息をつく。

「ええ。いろいろと見て回らないといけないから」

　非常事態とはいえ、学院の講義がなくなるわけではない。ニコラも都合があえば極力顔は出している。

「それに、この国で戦う外典として、チェックしておきたい人もいるしね」

「え、誰だれだ？」

「使徒シビリエの一人よ。ニコラと同じクラスなんでしょ？」

「ああ、そうだな。一緒に戦うことになるわけだし」

「顔はわからないから、紹介してね」

「賭かけてもいい。あいつは、すぐわかる」

「さすが使徒だけあって、オーラが違うということかしら」

「いや、そんな次元ではなく、本当にすぐわかる」

　講義棟の大きな教室に入るなり──

「ニコラ、遅いですわよ！」

　高い声が飛んできた。

　奥のほうから、ウェーブのかかった長い髪の少女がやってくる。

　制服は新調されたように、折り目もきれいに整っている。

　頭には銀と水晶をあしらった髪飾り。

　その装身具だけでも、良家のお嬢様ということが一目でわかる。

　けれど、あまり友好的ではなさそうだ。腰に両手を当ててニコラをにらんでいる。

「まったく、授業開始の三分前に入ってくるだなんて、使徒としてたるんでいますわ。わたくしなんて三十分も前に教室にいましたのに」

「いくらなんでも早すぎだよ。どうせ教室、お前しかいなかっただろ」

「でも、もしニコラが早目に来たら……二人きりの時間になるなって思いまして……」

　少女の怒りのテンションが急激に下がった。

「だから、ニコラももう少し早く来てくれたらうれしいですわ…………って別にうれしくないですわ！　ニコラは顔を合わすのも憎らしい不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵同士ですわ！　だ、だから毎日やっつけてやりたいので、ほ、放課後、い、一緒に帰りませんか……？」

「なんだか、怒ったり赤くなったり、忙しいわね」

　エルザもだいぶあきれていた。

「エルザ、こいつがシャンファ・バンディエーラ、残る三人目の使徒シビリエだ」

　バンディエーラ家は国の沿岸部に土地を有する大貴族だ。

　そのせいか、使徒で、他国の貴族の出でもあるニコラを目の敵にしている。

「ニコラ、わたくしはあなたの弱点を探したいのですわ。だ、だから……朝も一緒に登校してよろしいでしょうか……？　ほら、寮までは迎えに参りますから──あら？」

　シャンファの目がニコラの隣にいった。

　どう見ても、一緒に登校してきましたという立ち位置にいる少女に。

「もしかして、あなた、エルザ・パッサートですの？　イーリスから伺いましたわ」

「そうよ。あなたがシャンファね。よろしく」

　エルザがシャンファに笑いかける。そこだけ切り取れば、まごうかたなきお嬢様だ。

「あなた、ニコラと……同どう棲せいしているっていうのは本当ですの？」

「ええ、そうよ」

「きょ、今日は一緒に登校してきたわけですわね……？」

「学院内の寮から出かけるのも、登校というのかしら。ほんの数分の道のりよ」

　シャンファが小さく舌打ちした。

　何か許せないところがあったらしい。

「はあ、外典が人間で、しかも、こんな小娘だなんて……」

　わざとらしく、シャンファは両手を開いてお手上げのポーズをとる。

「おい、シャンファ！　外典であることは秘密に……」

　シャンファがあっさりエルザの正体を言ったので、ニコラは焦った。

「あら、初対面からケンカを売るだなんて、お里が知れるわよ」

「少なくとも、あなたよりは名家の生まれですから、ご安心なさい。まあ、余よ所そ者もののあなたには、ニコラの隣でぼうっとしてるのがお似合いですわ」

「あなた、私を愚ぐ弄ろうするつもりなの」

「…………いえ、全然お似合いじゃないですわ！　むしろ、わ、わたくしのほうが似合っていますわ！」

「な、何なの……？　バカにしたのか、そうじゃないのかよくわからないわ……」

　エルザも怒ればいいのか、あきれればいいのか、判断に困っていた。

　その横で、ニコラは「またはじまったか」という顔をしている。

（シャンファって、やたらライバル、ライバルって俺に突っかかってくるからな）

　それなら、そばにいるエルザもライバルと認めてもおかしくはない。

「す……少し混乱してきましたわ……。わたくしが言いたいのは……」

　こほん、とシャンファが空から咳せきをした。

「…………ニコラのそばから離れてほしいということですわ」

「いまいち論理がよくわからないのだけれど……わかりやすく説明してくれる？」

「ええとですね……わ、わたくしとニコラは前世から定められたライバルですの」

「おい、前世からだなんて話、初耳だぞ！」

　ニコラが口をはさんだが無視された。

「なので、そのそばにいられると邪魔なのですわ」

「意味だけなら理解できたけど、それは無理よ」

　また、エルザはニコラのそばに寄り添う。

「私、ニコラのものだから」

　クラスがざわめく。

　寮と違って、こっちは遠慮なく声があがる。うらやむようなものだけじゃなく、面白がるような女子の声も含んでいた。

「これは国も認めていることだから、どうすることもできないわ。まして、そのニコラの身を守るには片時も離れず、そばにいないといけないでしょう？」

「あ、あ、あ…………」

　シャンファがふらつきながら、はかなげな声をあげた。

　よほど絶望的な経験をしたような表情だった。

　つつつ。

　エルザはニコラの胸元を人差し指でなぞる。

「そういうこと、やめろって……」

「やめてほしいのなら、もっと堂々としていればいいのよ」

「まあ、お前が俺を困らせるためにやってるのはわかるけどな」

　だからといって、平静ではいられない。ほんのりと、エルザから髪の香りが漂ってくる。本当にエルザが自分のものじゃないかと勘違いしそうになる。

　シャンファはそんな二人を見て、髪が逆立ちそうなほど、いらだっていた。

「許せませんわ、エルザ・パッサート！」

　親の仇かたきでも見るような目でシャンファがエルザをにらみつける。

　怒りが最高潮に達しているのか、こめかみもぴくぴくしている。

「あなたに許しを乞こうことなんて一つもないはずだけど」

「いいえ！　あなたがニコラのそばにいるのがふさわしいか……わ、わたくしが見極めてあげますわ……」

「見極める？　あなたが私を？」

「ニ、ニコラのライバルとして……その義務が……ありますから……」

　エルザもその言葉を聞いて、まんざらでもないという顔でうなずいた。

「そうね。使徒シビリエの力を見るにはちょうどいいかもしれないわ」

「そんなことはどうでもいいんですわ！」

　その発言にニコラがびっくりした。

「おい、どうでもいいことないだろ！　国がかかってるんだぞ！」

「これは決闘を申しこまれたものと受け取ることにするわ」

　エルザは鞘さやに入ったままの細身の剣をシャンファに向ける。

「私の炎は黒いから、普通よりもっと黒焦げになるわよ」

　シャンファも、人差し指をエルザに向けて突き出す。

「水すい精せいウェルに誓って、叩たたきのめしますわ。放課後にお待ちしていますから」

　完全に決闘の流れだ。クラス中がどよめく。

　もっとも、空気には楽しそうな野次馬的なものが混じっているが。

　使徒シビリエの決闘など、そうそう見られるものではないからだ。

「おい、二人ともやめろ……。大切な戦力なのにつぶしあうな……」

「ニコラ、黙ってちょうだい。賽さいは投げられたのよ」

「こんなうらやましい女は放っておけませんわ」

「え？　どの要素がうらやましいんだ？」

　またシャンファのよくわからない回答が来た。

「え、あ……違いますわ！　うらやましくなんてありませんわ！　憎たらしいですわ！　やっつけてやりますわ！　そして二度とニコラにべったりくっつかないようにさせますわ！　あ…………だって、ニコラのそばにいると、わたくしがニコラを攻撃する時にケガさせちゃうかもしれませんから……そういうことですわ……」

「シャンファって成績もいいのに、言動だけはいっつも混乱してるよな」

「これもあなたのせいですわ！」

　うらめしそうな目で文句を言われた。

　ニコラとしては、なんだか理不尽だと思うのだが──

「まあ、そうだよな」「ニコラ君が悪いよね」「ニコラの責任だね」

　クラスは「ニコラが悪い」説が多数派になっている。

　腑ふに落ちないものの、クラスを敵にもまわせないニコラだった。















「そうですわ……この女も悪いですけれど、一番悪いのはニコラですわ……」

　結局、講義開始までニコラはシャンファにぶつぶつと愚痴を言われた。

　講義中も、席からうらめしそうな視線を送られた。



　　　◇



　放課後、学院は騒然としていた。

　中庭の中央には二人の女子。

　その周囲には多くのギャラリー。

　さらに外周には生徒会長とその秘書。

「あの、どうして会長まで来てるんですか？」

　イーリスの横に立つニコラが尋ねる。

　知らないうちに、さらに話が大きくなっていた。

「シャンファさんと外典さんの決闘とあふぇば生徒会とふぃて放っておけまふぇん」

　と言いつつ、イーリスは仮設のテーブルセットでワッフルをほおばっている。

「お嬢様、本日のハーブティーでございます」

　秘書のトルマリーナも、ポットでお茶を注いでいる。テーブルも椅い子すも器材もおそらく彼女一人で用意したのだろう。

「放っておけないのなら、決闘自体を止めてもらえればうれしかったんですけど」

「で・す・が、外典さんの力を見るちょうどいい機会だなと思いましてね」

　イーリスの瞳ひとみに一瞬、黒い光が宿る。

　のんびりしているようで、この生徒会長はいろいろと先を読んでいるらしい。

　普段のやわらかい雰囲気すら相手を油断させるためかと思うほどだ。

「外典さんの力はいずれ確認する必要があります。でも、たんなる練習と公式の戦いでは緊張感が違いすぎますし、本来の力はわかりません。かといって、未熟な生徒と本気で戦わせれば、生徒が大ケガをするでしょう？」

　たしかに使徒シビリエが相手となれば、エルザの実力をはかるのに不足はないだろう。

　使徒を前にして、どこまでこの少女が戦えるのか、興味は尽きない。

「しかし、お嬢様、これで彼女が天境国からアチェロに与えられた外典という事実は知れ渡ってしまいましたね。シャンファさんが隠す気もなく、外典、外典とおっしゃっていました。口止めをちゃんとしておくべきだったかと」

　トルマリーナが冷たい目で指摘した。

　決闘の話が盛り上がるうちに、エルザの情報も拡散してしまったのだ。

「おや、まあ」

「『おや、まあ』ではありません。エルザさんまで刺客に狙ねらわれますよ」

「トルマリーナ、あなたもワッフル、いりますか？」

「お嬢様、秘書を懐柔しようとしないで下さい」

（やっぱり会長はのんびりしているだけかな……）

　どこまでが素で、どこからが演技なのか、ニコラにはよくわからない。

「二人とも、ケガするなよ。両方、大ケガで〈統一戦争サクセツシヨン〉に参加できないなんてことになったら笑えないぞ」

　ニコラとしては、無事に終えてほしいところだ。

　ただし、危なくなってくれば、入ってでも止めるつもりだった。

　使徒シビリエの決闘を止められるのは、同じ使徒ぐらいしかいないだろう。

　一方、当事者はやる気満々だった。

「逃げずにここまで来たことだけは褒めてあげますわ」

　余裕の笑みでシャンファは手で髪を梳すいた。

　使徒としてのプライドが表情からも見てとれる。

「逃げるわけないでしょう。だって、この体は私だけのものではないのだし」

　エルザは剣を持たないほうの手を胸に当てる。

「あら、アチェロのために命懸けで戦う心づもりはできていますのね」

「私は外典としてニコラに与えられた。この体はニコラのものでもあるから」

　シャンファの顔が青ざめた。

　ニコラの顔も青ざめた。

「あ、あなた！　はんれち……はれちん……破は廉れん恥ちな言動は慎つつしみなさい！」

「そうだ！　変な発言するな！　あと、シャンファ、噛かみすぎだ！」

「私への侮辱はニコラへの侮辱でもあるわ。そうである以上、無視はできないの。おめおめ逃げられないわ」

「なんだ、そういうことですのね……」

　危うい発言が少し中和されて、シャンファはほっとしたらしい。

「ところで、あなた、ニコラを目の敵にしすぎではないかしら？」

　少し不思議そうにエルザが尋ねる。

「わたくしはニコラが転入してくるまで、学院一の神術師しんじゆつしと言われていましたわ。でも、そこに使徒シビリエ筆頭に選ばれたニコラがやってきて……。これで、心穏やかでいろと言うほうが無理でしょう？　わたくしはまだ認めていませんわ！」

　そんなシャンファをエルザは鼻で笑った。

「ずいぶんと、つまらないことにこだわっているのね。さあ、来なさい」

　エルザはフランベルジュを構える。

　細く、波打った形状の剣で、その姿は女性的なたおやかさを思わせる。しかし、屈曲した刃が斬きりつけた際の傷口を広げる、極めて攻撃本位の剣だ。

「アチェロの大貴族様、実力の違いを思い知らせてあげるわ」

「その言葉、そっくりお返ししますわ──水すい精せいウェル、その怒りは即すなわち停滞、即ち枯こ渇かつ、即ち壊え死し、即ち腐敗、即ち凍結」

　シャンファは、さらさらと流れるように、呪じゆ文もんを詠唱する。

　その様子は、まるで一流の歌手が口ずさんでいるように、優美な印象を与える。

　動いているのは口だけではない。

　その間に両手を複雑なパターンで組み合わせては解き、組み合わせては解く。

　まるで、二本の手で行われる舞踏だ。

「シャンファのやつ、印いん徴ちようを徹底してやってるな。俺じゃ、あそこまでは無理だ」

　通常の詠唱以上に神術の威力を高める方法は、いくつかある。

　たとえば、神術師しんじゆつしに加護を与える神の姿を具体的に頭に思い描く神しん格かく観かん想そう。

　そして、シャンファが使う印徴もそのうちの一つだ。

　手や全身を動かし、体で神術のための陣を作り出すのだ。

　いわば、身振りで行う詠唱。神術の威力の底上げや、特殊な効果の追加ができる。

　ただし、詠唱を行いながらの印徴はかなり難しく、神術師で使いこなせる者は少ない。

「凍いてつきなさい、異端の神術師！」

　シャンファの足下を起点に、巨大な氷の橋が走る。

　途中で氷は二手に分かれ、エルザを左右から挟みこむように合流する。

　その勢いは人間が走る速度の限界をはるかに超えている。逃げきることもできず、全身が氷漬けにされて終わりだ。

　だが──エルザは落ち着き払っている。

　氷が襲ってくる直前に、エルザは剣を、さっと一薙ぎした。

　次の瞬間、巨大な黒い炎の膜がエルザを包んだ。その炎の膜を氷の刃が切り裂こうとするかのように、直撃した。二つの力がぶつかり、轟ごう音おんが場を包む。

　氷が勝つか、炎が勝つか──

　けれども、見守る間もなく──氷は一瞬で蒸発した。

「なかなかの威力だったわ。一音ごとの発音もとても美しかった」

　炎の膜が消え、ゆっくりとエルザは姿を現す。

　周囲がどよめく。

「印徴もミスがなかった。詠唱の緩急もよかった。きっと、いい神術の教師になれるわ──でも、一つだけミスがあったわ。戦う相手を間違えた」

　シャンファは手を抜いたわけではない。

　詠唱も、印いん徴ちようも、神術の威力もすべて申し分ない。

　減点法で採点すれば、どんな試験官も満点を与えざるをえない。

　文字通り、非の打ち所がない。

「さすがですねえ。シャンファさんは今でも学院一理知的な神術師しんじゆつしと呼ばれていますから」

「そうですね。緻ち密みつさなら、シャンファの右に出る者はいないと思います。俺も神しん格かく観かん想そうがないと、あれほどの威力は出せないです」

　ニコラもイーリスの言葉を認めた。

「なのに、そんなシャンファさんの神術を外典さんはあっさりと流してしまいましたね」

　エルザは、剣を振っただけにしか見えないというのに。

　神術は暗唱によって唱えることもできるが、威力が大幅に落ちるため、普通は使い物にならない。なのに、エルザは暗唱だけで、シャンファの一撃を食い止めてしまった。

「異端の神の加護を受けているというのは、本当のようですわね……」

　炎をつかさどる神格は火か精せいリィンを筆頭にいくつかある。勉強熱心なシャンファは自分が使わない神術にも精通していた。

　それでも、こんな黒い炎の神術は聞いたこともない。

「正典使いフオーミユラにわかるわけがないわ。これは、外典の炎の神によるものよ。あまりに古いせいで、名前も伝わっていないけれどね。ただ、蠍サソリの形をしているとだけ、外典には記されているわ」

　くすくすと、エルザは楽しそうに笑う。

「優等生が最も苦手とするのは不良生徒よね。規則の外側にいる者は縛れないから」

「い、今のは様子見ですわ！　──水よ、総すべての不ふ遜そんなる者を奔ほん流りゆうのもとに飲みこめ。細胞の一つ一つにまで浸ひたり、二度と戻れぬまで変形せしめよ！」

　濁だく流りゆうがシャンファの背後より立ち上った。

　その太い水の柱はあっという間に校舎よりも高いものになり、しなやかなヘビのように折れ曲がる。

　そして──エルザという標的に向けて一挙に襲いかかる。

　思わず目を伏せる観衆もいた。あんなものを食らえば、水圧で骨は砕けてしまう。

「その神術なら、この程度で十分かしら」

　エルザはまたも詠唱せずに細身の剣を一いつ閃せん。

　そこから黒い「何か」が飛び出す。それは周囲の空気を陽炎かげろうのように揺らめかせた。

　炎の一種だと周囲が認識した頃ころには、闇やみのような火炎が水流に直撃していた。

　その黒い炎は水の力を奪い、蒸発させたところで、役目を終えたようにかき消えた。

　小こ雨さめのようなものがエルザの頬ほおに一滴かかった。

　これが水の柱の成れの果てだ。

「〈黒い蠍スコルピオ〉、蠍サソリの神の基本的な神術よ。あなたの水の神術も筋は悪くないわ──なんて使徒シビリエに言うのは失礼に当たるかしら？」

　まだ、両者は敵の攻撃を受けてはいない。その点では互角だ。

　けれど、シャンファは本気なのに──

　──エルザは遊んでいるようにすら見えた。

「あらまあ。どうやらわたしの目もく論ろ見み違いだったようですねえ」

　きょとんとした顔でイーリスは言った。

「これじゃ、外典さんの本気がわからないままですよう」

「暗唱程度はしていたでしょうが、それでも正しい詠唱の神術を相そう殺さいしましたね」

　落ち着いていられたのはその場でイーリスとトルマリーナのみ。

　ニコラもその場で固まっていた。

「外典が禁止されたわけだな」

　こんなものが世界中で使われたら、どんな国土も一瞬で灰になる。

「アチェロの使徒筆頭にして最強とも噂うわさされているニコラ君」

「あてつけみたいな表現はやめて下さい、会長」

「ニコラ君は、外典さんに勝てると思いますか？」

　ニコラはエルザをじっと凝視してから、イーリスに目を戻した。

「きっと、俺の神術の威力との差なら測定できないと思いますよ」

「あら、それはどうしてですかね？」

「一定のレベルを超えた威力なら、雷撃を受けた者が死ぬからです。天てん精せいスーの神術っていうのはそういうものです」

　単純に神術の効果の範囲を広げるだけなら別だが、目の前の敵を倒すだけなら延々と雷撃の威力を高める意味はない。

「ただ、エルザがシャンファより神術の威力で勝ってるのは明らかでしょうね。対になる炎と水の関係だから、その力の差が露骨に出る」

「そこは、わたしも同意見ですねえ」

　イーリスはうなずいて、ワッフルを思い出したようにほおばった。

　もう、周囲は勝負が決したと思っていた。

　使徒シビリエだろうと、国の代表だろうと、シャンファはエルザに勝てない。

　だが、勝負を諦あきらめていない者が一人だけいた。

　──シャンファだ。

　彼女の目はまだ負けを認めていない。

　焦りはどこにもない。むしろ、冷静に勝つ方法を探し出そうとしているようにすら見えた。

「なるほど。単純な力の差では勝てませんわ」

「そのようね。でも、恥じることはないわ。勝者がいれば敗者も生まれるだけのことよ」

「ですが、どうすれば勝負に勝てるかはわかりましたわ」

　初めてエルザの表情から薄笑みが消えた。

「これ以上やっても、悔やむことになるわよ」

「付け入る隙すきを見つければ、わたくしの勝ちですわ」

　シャンファ・バンディエーラの目は確固たる自信に満ちている。

　その自信が恐怖も絶望も抑おさえこんで、勝利への筋道を作り出す。勝利への可能性だけは少なくとも生み出してくれる。戦場で最も必要な力の一つをシャンファは持っている。

「どうやら、たんなるお利口な優等生というわけではないみたいね」

　エルザも相手の反応を見て、笑みが戻った。

「一息であなたのふところまで飛びこみますわ」

　至近距離で神術を使えば、防がれる前に決着がつく。

「本気で死にたいようね」

「バンディエーラ家の家訓では、勝てる勝負で背中を向ける者は名を捨てることになっておりますから」

「名誉のために命を懸けるつもり？」

「名誉を汚されるなら死んだほうがマシですわ。何のためにバンディエーラ家の名を背負せおっていると思っていますの？」

（これ以上続けるのはまずいな）

　直感的にニコラは感じた。

「そろそろ、止めておいたほうがいいですねえ」

　イーリスもお茶を飲む手を止めた。

「危険です。お嬢様、即刻、会長の名で中止を宣言し──」

　しかし、その前にシャンファは動いた。

　倒れるように、シャンファは体を傾ける。

　自然と、右足が前に出る。

　それがスタートだった。良家の子女とは思えないような速度と殺気で、シャンファはエルザまでの距離を詰める。

　その間に、高速かつ丁寧な発音で詠唱を行っていく。

　印いん徴ちようも走りながら、指を複雑に動かして、見事に組み上げていく。

　距離がゼロになった瞬間、神術をエルザに叩たたきこむつもりなのだ。

　エルザも迎撃態勢で臨む。

「よく間に合うだなんて妄想ができたわね」

　波打った形状の剣がシャンファに向けられる。

（待てよ！　それじゃ、どっちも殺やられる！）

　ニコラは咄とつ嗟さに二人のもとに止めに入ろうとする。

　だが、その直前に、シャンファの正面に突然思いもよらない者が現れた。

「きゃぁっ！　何ですの!?」

　いや、人ですらない。合わせて五体。

　沼獣インプ──湖沼に棲すむ醜悪な精霊だ。

　ぬめぬめとした魚類のような肌。背中には不格好な羽。目は充血したように赤く、口は不自然なほど裂けている。

　そんな異形の者たちがシャンファに襲いかかる。

「どういうことなの……？」

　エルザもあっけにとられる。

　沼獣インプ自体はどうということはない。沼地の近くで飛び交う沼獣インプを見たことはあるし、勝ち目がないほど恐ろしいとも思わない。

　問題なのは──

「どうして、こんな街中に出てくるのよ……？」

　深い森の沼しよう沢たく地ちならともかく、街中で沼獣インプが出てくるなんて──ありえない。

　沼獣インプの肌はよく見ると、うっすらと透き通ってゼリー状のようにすら見える。街に棲せい息そくしているせいで、沼沢地に棲すむ種と異なる性質が付け加わったのだろうか。

　棲息条件による理由でないとすれば──神術のせいだ。

　ただし、異形の存在を呼び出す正典カノンの神術など存在しない。古代には召喚の神術もあったらしいが、正典からは除外された。現在、正典で何かが生み出されるとしたら、神術の「失敗」による妖液物ウーズの出現ぐらいだ。

　だとしたら、この沼獣インプを呼び出したのは──

「まさか……………………外典使いデイナイアルの仕業なの？」

　エルザの顔も引きつる。正真正銘の非常事態だ。

　シャンファは沼獣インプに不意を突かれ、体のバランスを崩し、倒れこんだ。

「なんですの、これは？　ここは学院の中ですわよ？」

「決闘どころじゃないわね。邪魔者を倒さないと」

　エルザも剣を構えなおす。炎熱をぶつけることぐらいは造作もない。

「どこから湧わいて出たのか知らないけど、真っ黒焦げにしてあげるわ」

「待て、エルザ！　そこで神術を使ったら、シャンファも巻き添えになる！」

　ニコラの叫びがエルザの手を止めた。

「そうね……」

　エルザの神術の威力は強すぎる。沼獣インプだけを焼き払うことなんてできない。

　猶ゆう予よはない。沼獣インプはシャンファをつかんで、空を飛ぼうとしている。遠くに行かれたら、追いかけようもない。

「放して下さいまし！　わたくし、武術のたしなみはないのですわぁ！」

　シャンファの悲鳴だけが中庭にこだまする。

　そこに──割り込みが入る。

　今度は一人。

　ニコラだ。

「どけ！」

　沼獣インプたちの群れに肩から飛びこむ。

　ただし、剣も鞘さやに納めたままで。

　シャンファをつかんでいたのは二体だけ。

　それぐらいなら、素手でもどうにかなると踏んだ。

「俺は神術師しんじゆつしでもあるけど、その前に武人なんだよ！」

　肘ひじ打うち、次いでもう一体を激しく蹴けり上げる。剣はあえて抜かない。

　なぜなら──シャンファを抱きかかえて離脱するのに二本の手が必要だったからだ。

　腕に収まったシャンファと目を合わせる。

「シャンファ、ちょっとゆっくりしてろ」

「え……あ、はい……」

　ニコラは沼獣インプの群れからすぐに距離を置く。

　まずはシャンファの身を守ることが第一だ。

「これ以上、仲間をやられてたまるか！」

　沼獣インプから離れてしまえば、何も怖くない。

（よし、鞘にファルシオンは入ってるな）

　ニコラはみずからの聖せい遺い物ぶつの存在を確認する。

　神術師の聖遺物は、手元にありさえすればそれで力を発揮する。

　それが剣の形をとっていようと抜刀する必要はない。

　すでに頭では天てん精せいスーの経典が高速で「暗唱」されている。

　天精降こう臨りん賛さん歌か第一──天精が山中の巨木に降り立つさまを謳うたったものだ。天精が破壊の存在だけではなく、万物生成の力も持つことを示し、最後は落雷で二本に裂かれた巨木から新芽が生まれるところで幕となる。

　暗唱による神術は威力が落ちるので、実戦向きではないと言われている──が、ニコラは例外だ。

　ニコラは経典の呪じゆ文もんを「高速」かつ、「二重」に読むことができる。

　頭の中で最初の暗唱を開始させた直後に、それを追いかける暗唱をスタートさせる。

　それにより、通常の暗唱の倍、いや数倍にもおよぶ威力の神術を扱える。

　声に出さない分、正規の詠唱よりはるかに速く、神術を使うことも可能だ。

　──ただ、ニコラも敵に引導を渡す言葉だけは告げることにしている。

「吹き飛びやがれっ！　〈龍タツ雷ライ霆テイ〉！」

　空が光ったかと思うと──剣のような落雷が大地を揺るがした。

　その地響きと轟ごう音おんにシャンファも思わず悲鳴をあげた。

　次の瞬間には、ニコラとシャンファを追ってきた沼獣インプたちはうめき声をあげる暇もなく、消滅していた。

　あとには、黒くなった地面だけが残っている。被害といえば、それぐらいだろう。

「無事に済んだな」

　周囲にも、だんだんと安あん堵どの感覚が広がってゆく。

「ケガはないか、シャンファ？」

　両腕の中にあるシャンファに声をかける。

「あ、あ……ありがとうございますわ……。まさか、あんな……」

「びっくりしたよな。けど、無事でよかった。こんなところでライバルにケガされたら、俺も困るからな」

　使徒シビリエの、仲間の危機を救えた。ニコラの顔にも自然と笑みが浮かぶ。

「あ、ニコラ……」

　ぽかんと腕の中でシャンファはニコラの顔を見つめていた。

「い、今の格好って、お、お姫様抱っこですわね……」

　赤い顔でシャンファがつぶやく。

　その言葉でニコラも大それたことをしていることに気づく。

　そういえば、手にはふとももの確かな感触が……。

「悪い、非常事態だったんだ！　大目に見てくれ」

「いえ、いいんですわ……。むしろ、このままのほうがいいかも──」

　だが、ニコラはすぐにシャンファを降ろしてしまった。

「…………ニコラ、あなた、乙女の心の機き微びというものがわかっていませんわ」

「あれ、降ろしたあとのほうが不機嫌になってないか？」

「もう、いいですわ……」

　そこに、むすっとした顔のエルザがやってきた。やけに腹をたてているのが雰囲気からわかる。

「ニコラ、人助けとはたいしたものね。さすが私のご主人様」

「その割には目が冷たいんだが……」

「だけど、シャンファの抱きかかえ方からすると、ただ、恋人を守りたいというだけのことだったのかしら？　たんなるライバルには見えないのだけれど」

「違うって！　あれは勢いだ！」

「それなら、よくわきまえた行動をとることね。私はあなたのものなのよ」

「だから、誤解を招くような言い方するなよ！」

　エルザはまだむすっとしたままだ。

「私の時はいつも嫌がるくせに、シャンファは自分から抱くのね」

「お前のは、イヤガラセだろ！」

「しかも、照れる様子もなかったわ。普段の関係の延長線上ということかしら」

「それは、非常事態で頭がまわってなかっただけで……」

　エルザは納得がいかないという顔で、知らず知らずのうちに目を吊つり上げている。

「ニコラには私のご主人様にふさわしい教育が必要のようね。これからは厳しくしつけていくことにするわ。誰だれを大切にしなければならないか、心より先に体で覚えこむほどにね」

「頼むから、言葉を選べ！」

「あ、あなたたち、まさかそういう関係でして……？」

「シャンファも的確に誤解するな！」

　エルザは諦めとあきれが混ざったような顔で、ため息をついた。

「邪魔が入って興ざめだわ。決闘は中止にしましょう」

　少し不服そうではあるが、エルザが切り出した。

「そうですわね……。いまいち気持ちが入りませんわ」

　シャンファも中止を了承した。

「あなたの使徒シビリエとしてのプライドだけは認めてあげる」

「わたくしはバンディエーラ家の名を守るために生きる、それだけのことですわ……」

　シャンファはためらいがちに、右手を差し出した。

「わたくしも……あなたの力は認めますから」

「馴なれ合うつもりはないのだけど──まあ、和解に握手は必要かしらね」

　エルザはシャンファの手をぎこちなく、握った。

（よかった、落ち着くところに落ち着いたようだな）

　結果論ではあるが、ケガ人も出ないまま終わってくれてよかった。

「いやあ、とんでもないことになりましたね」

　そこにイーリスの声が入る。

「まだ、非公式に使徒をやっつけようとする困ったさんがいるようですねえ」

　その場の全員の表情が引き締まる。

　このタイミングでアチェロの使徒であるシャンファが狙ねらわれたのだ。

　二人の使徒シビリエを襲った敵と同一犯である可能性が高い。

「ですが、困ったさんが失敗してくれたおかげで情報は増えましたね」

　などと言いながら、イーリスは食べ残していたワッフルに食いついた。

「ふぁんにんは、やはり学院の内部でふ。内通者がいたとは考えていまふぃたが、今の襲撃で確信が持てまふぃたよう」

「お嬢様、重い話はせめて食べ終えてからなさって下さい」

「ふぁい、ふぁい」

　イーリスはワッフルを飲み下してから──

「もちろん、学院の警備は厳重にしていますが、不審者がいたという通報は一件もありません。だとしたら──学院に敵が紛れこんでいたと考えるのが自然です」

「内通者なんて信じたくありませんが、そう考えたほうがよさそうですわね……。しかも、もう一つ厄介なことがありますわ」

　シャンファが困惑した顔になる。

「なんだよ、厄介なことって？」

「沼獣インプがこんなところにいるわけがありませんわ。だとしたら、エルザの言うとおり、敵は沼獣インプを呼び出した外典使いデイナイアルということになりますけど……外典使いデイナイアルの生徒なんて学院にはいないことになっていますもの」

「たしかに名簿から割り出すのは無理だよな。誰だれかが力を隠してるとしても、どうやって見つけたらいいんだ……？」

「念のため聞いておきますけど、エルザ、あなたではありませんわよね？」

　どうしても唯一の外典使いデイナイアルに疑惑の目がいく。

「私じゃないわ。あんな悪趣味なもの、呼び出せないし、呼び出さない」

　だが、エルザの表情から不安は抜け切ってはいない。

「沼獣インプを呼び出す外典使いデイナイアルなんて知らないわ。だけど……」

「そういえば、あなたが天境国の正式な外典という証拠はありますの……？」

　もし、エルザが偽の外典アポクリフアだとしたら……？

　想像するだけでも恐ろしい事態だということはわかる。

「そのことでしたら大丈夫ですよう。外典さんは本物です」

　エルザの代わりにイーリスが答えた。

　イーリスは羊皮紙をふところから取り出す。

「これは、ニコラ君が単独行動をとったのと行き違いに天境国から届いた書類です。容姿の特徴まで書いてありますし、たしかに外典さんと一致します」

「じゃあ、俺がスクデラから戻ってきた時には知ってたんですか、会長！」

　イーリスが執しつ務む室しつでエルザを見て「あら、まあ」と驚いていたのは、芝居だったらしい。

「ごめんなさい、少しおふざけがすぎましたかね。なので、外典さんは本物ですよう」

「だとしたら、会長……まだ学院の中に」

「──困ったさんが隠れているということです」

　ニコラの言葉をイーリスが接ついだ。

　すでにアチェロの状況はかなり危うい。

　刺客の恐怖も払ふつ拭しよくできないのでは、他国の使徒シビリエと公式の戦いで争うどころではない。

　かといって、また使徒が欠けるなんてことになれば、勝利はいよいよ遠のく。

「しかも明日は休日ですしねえ。各人が単独行動をとるとなると格好の的ですよう」

　ニコラも妙案が見つからず、渋い顔になる。

「そ・こ・で、提案なのですが」

　ぽん、とイーリスは両手を叩たたいた。

　当然、注目が集まる。

　生徒会長ならこの難局を切り抜けられるかもしれない。

「明日はみんなで買い物にでも行きませんか？　新しい服も買いたいですし」

　急に空気がゆるんだ。

「会長、こういう時にふざけるのは勘弁して下さい……」

「意味はありますよ。使徒全員で固まっていれば敵も襲いづらいですよ。城下に怪しい人がいないか調べる必要もありますし。それに、防衛上の観点からも外典さんにも街には慣れてもらっておいたほうがいいですしね」

「たしかに筋は通ってますね」

「そうね。敵に協力している人間が潜伏している可能性もないとは言えないし」

　エルザもまんざらではないらしい。

「買い物もしたいですしね」

「会長、そこはどうでもいいです」

「さて、ワッフルを食べたら眠くなってしまいました。トルマリーナ、執しつ務む室しつに戻りましょうか」

「お嬢様、もう、お夕飯も近いですし、ここは我慢なさって下さい」

「わかりました。その代わり、夕飯のあとにはデザートを出して下さいね」

「では、お嬢様の好物のパンケーキをお作りいたしましょう」

　二人はすたすた退散していった。

　エルザも一人で寮のほうへ、先へ先へと歩いていってしまう。

　何か、頬ほおに人差し指を当てて、考えこんでいるようだった。

「俺たちも行くか」

「そうですわね」

　シャンファとニコラは並んで、エルザを追いかけるように歩いていく。

「あの、ニコラ、ちょっとよろしいですか？」

　シャンファの表情はいつもと違って、思いつめたようなところがある。

「あの……沼獣インプが出てくる時、何かおかしなところに気づきませんでした？」

「いや、何も気づかなかったけど」

「得体の知れない外典使いデイナイアルとはいえ、あの程度のことで遅れをとるだなんて恥ずかしいですわ……」

　シャンファは悔しげに下を向いていた。

　先ほどのシャンファは沼獣インプたちに何もできなかった。

　それから、視線をニコラにはっきりと向けた。

「また敵が誰だれかを襲うことがあったら、お逃げなさい」

「おい、縁起でもない──」

「敵が得体の知れない外典使いデイナイアルなら、下手をすれば、あなたがやられていましたわ」

　ニコラは反論できなかった。

　沼獣インプの力が弱かったからよかった。

　だが、飛びこんだ時点で敵の力量をはかれていたわけではない。

　使徒シビリエとして簡単に敗れるつもりはないが、冷静さを欠いた戦いは危険もはらむ。

「敵の刺客はおそらく、また現れますわ……。ニコラは自分よりほかの誰かを守ることを優先する節がありますから……」

「親父おやじからはそう教育されたからな」

　苦しんでいる者を助けるために剣を振るえ。

　それが父の──いや、フォン・リッター家の教えだ。

「あなたがわたくしの身代わりになっても、ちっともうれしくありませんもの……。一生供養の日々を送らないといけない身にもなって下さいまし……。あなたを倒すのはわたくしですから……」

「わかった」

　軽く、シャンファの肩を叩たたいた。

「あっ……」

「俺は死なない。その代わり、お前も絶対に生き残れよ」

「約束ですわよ」

　シャンファは顔を赤らめながら、ニコラの目を見つめた。

「ああ。だから、お前も無茶はするな。傷つくお前なんて見たくないからな」

「そ、そんな心配は……余計なお世話ですわ…………」

　シャンファはぼそぼそと恥ずかしげに言葉尻じりを濁した。



　　　◇



　ニコラとエルザは寮の部屋に戻ってきた。

「部屋に敵が入った様子はないな。まあ、物盗とりじゃないし、当然か。夕飯まではのんびりしてようぜ。新品のベッドも、届いたしな」

「…………」

　エルザは部屋に入るなり、棒立ちになっている。

「おい、エルザ、エルザ！」

　真正面にまわりこんで、言った。心ここにあらずといった感じだ。

　エルザにしては無防備すぎる。

「…………っ！　びっくりさせないでよ！」

「お前、昼の決闘のあとからなんか考えてるだろ。何があった？」

「外典の神術が使われていたんだから、考えもするわよ」

「そういえば、外典使いデイナイアルに心当たりはないのか？」

　考えこむようにエルザはくちびるに手を当てながら、

「あるわ」

　と、ゆっくりとうなずいた。

「ただし、沼獣インプを自由に使う力は持ってないと思うけどね」

「それでもいい。その心当たりを聞かせてくれ」

「わかったわ。意外な相手でもないし」

　気まずそうにエルザはニコラから目をそらしながら、



「──私の姉さんか妹かもしれない」



　考えてみれば、自然なことだった。エルザは外典アポクリフアを受け継ぐ「一族」なのだから。

「姉妹揃そろって外典使いデイナイアルなのか」

「ただの外典使いデイナイアルどころか──」

　エルザはニコラから視線をそらしたまま、

「姉さんはカクトゥスに与えられた外典で、妹はフラゴラに与えられた外典よ」

「まさか、三姉妹が三国に分かれて争ってるのか……？」

　気分のいい話ではない。エルザは力なくベッドに腰掛ける。

「まだ姉妹の話はしてなかったわね。近いうちに話さなきゃいけないとは思っていたけど、なかなか気が進まなくて。聞きたい？　昨日、ニコラに昔話をしてもらったお返し」

「お前がつらくないならな」

　エルザは小さく首を横に振った。

「姉さんは残忍で妹は極端に疑うたぐり深いわ。方向性は違うけど、性格はどちらもいいとは言えないわね」

「前に聞いたけど、お前よりタチが悪いらしいな」

　ムッとした顔になって、エルザはニコラをにらんだ。

「本当に失礼ね。天境国で私は無む垢くな天使のようと言われたわ。『姉妹二人と比べた場合に限る』という補足がついたけれどね」

「その姉妹とはどちらも会いたくないな。〈統一戦争サクセツシヨン〉で、嫌でも会うんだろうけど」

「その話を、まずしておくべきだったわね」

　エルザはニコラの目を確かめるように見た。

「〈統一戦争サクセツシヨン〉は、三国のどこが覇権を握るかの戦いと認識してるわね？」

「ああ。統一はあくまでも帝国にぶつかる前の覇者を決めるためでしかないけどな」

「だけど、天境国からすると、もう一つの意味合いを持っているの」

　国の代表を決めるだけなら、禁忌とされる外典アポクリフアを天境国が渡す意味はなかったはずだ。

「パッサート家は、天境国内の外典をすべて管理する権利を持っているの。世界中で外典が禁止となって残っていない現在、全世界の外典を管理していると言っても過言ではないわ。私たちの一族は天境国の中でも、影の部分を担ってきたから」

　淡々と、エルザは言葉を紡ぐ。

「そして、今回の戦いは、誰だれがパッサート家を継ぐか、〈統一戦争サクセツシヨン〉で一緒に決めることになっているのよ」

　姉妹が国ごとに分かれれば、国の命運と共に決着は確実につく。

「だけど、お前、自分のことを後継者って言ってなかったか？」

「そうよ、私はお父さんから正統なパッサート家の後継者として指名されてる」

　それなら、何の問題もないはずだが──

「権利を放棄することはできるし、後継者がいなくなることもあるわよね」

　ニコラの顔に緊張が走る。

「お前の姉妹は後継者の権利を譲らせようとか、お前を殺して自分のところに跡継ぎの座をまわそうとしてるってことか」

　エルザは静かにうなずく。

「本来なら後継者になる権利のなかった二人は、〈統一戦争サクセツシヨン〉に参加することでそのチャンスを与えられたの」

　あまりにも救いのない話だ。

　妹を捜しているニコラよりもはるかに。

　ニコラは口の中が乾いていることに気づく。

「セレンディア島が大変な時に、お前の一族も大変だな……」

「ニコラたちにとっても他人事ではないけれどね」

「何がどう影響するんだ？」

「外典が今、出回っていないのは現在のパッサート家の当主──私のお父さんが外典の秘密を守ろうとしているからなの。私もそのつもりだし、だからこそ、後継者に指名された」

「あれ、経典として外典は残ってないんじゃないのか？」

「そんなもの、いつだって作れるでしょう？　知識はここに入っているんだから」

　エルザは自分の頭を指差した。

「これまで、どうして外典を編へん纂さんしなかったのか。簡単なことよ。外典の神術が広まれば多大な混乱を引き起こすからよ」

　天境国の、従来からの方針だ。

「でも、姉さんや妹は、違う考え方を持ってる。姉さんはすぐれた力は誰だれのもとにも開かれているべきだと考えているし、妹は自分の身を守るためなら、周囲の人間に外典の知恵を授けようとするわ。そうなれば、必然的に──」

　ニコラは思わず、息を飲む。

「恐ろしい力を持つ人間が一気に増えるってことか」

「外典はいわば兵器。他国を奪えるというなら、喜んでその力を使おうとするでしょうね。ある意味、帝国が侵略してくることより危険かもしれない」

　これからのことを想像し、ニコラは表情を曇らせた。

　将来、外典使いデイナイアルが各国に何十人も何百人も出て、争うことになったとしたら……。

「もちろん、まずは帝国撃退が先よ。資質や血筋の要素が強いから誰でも使えるものでもないし、習得に時間もかかる。だけど、使用者が増える危険はあるし、もしも外典が広まったら、そのあとのセレンディア島はあまり幸せなものにならないでしょうね」

　ニコラはエルザの目を見ながら、その話を聞いていた。

「この戦い、負けられないな……」

「負けられないというより、負けるわけにはいかないの」

　重いものがエルザの小さな両肩にはかかっている。ニコラとはまた別の重圧だ。

「なあ、お前は姉妹で戦いたいのか」

　妹を捜しているニコラにはそれが気になった。

　家族の欠落もつらいが──

　──家族同士で争うのだって、苦しいに違いない。

　エルザは、静かに首を左右に振った。

「そうだよな。変なことを聞いて悪かった」

「でも、心配しないで」

　これまでの空気を吹き飛ばすようにエルザは微笑ほほえむ。

「私は手を抜いたりはしない。姉妹で戦うのは、〈統一戦争サクセツシヨン〉の規定を定めた時から決まっていることよ。私はニコラにも厳しいけれど、同じぐらい自分にも厳しいつもり」

「わかってる」

　エルザがそんなところで生き真面目まじめなのはニコラにも伝わってくる。

「でも、本当にきつかったら、きついって言えよ。それができないのがお前の弱いところだと思う」

「…………どういう意味？　ニコラのくせに生意気ね」

　不服そうにエルザはニコラの目を見る。

「生意気でもいいだろ。俺は一応お前のご主人様ってことなんだからさ。その代わり、お前がつらい時は俺が支えてやる」

　エルザは下を向き、それからギュッと手に力をこめた。

　ほんのりと頬ほおが紅こう潮ちようしている。

「か、格好つけたことを言っても似合わないんだから……」

「こんなこと言ったら気を悪くするかもしれないけど、こんな状況になったからには俺にとってお前は家族みたいなもんなんだよ。神術は強力だろうけど、やっぱりどこか放っておけないっていうか、心配でさ」















　自分の力で道を切り開くエルザは頼もしいけれど、不安にもなる。

「どっ、どちらかというと、ニコラのほうがはるかに心配なんだからね……」

　エルザは顔を朱に染めながら、つっかえ気味に言う。

　いつもの人を食った態度と比べると、どこか幼く見える。

「なんだ、俺の実力じゃ不安か？」

　エルザの実力ははっきりと目撃したが、ニコラはそれが手の届かないものとまでは思っていない。

　誰だれよりも強いと己を信じることができなければ、使徒シビリエなどつとまらない、そうニコラは考えている。

「最初はそれもあったけど、それとは違うこと」

「あったのかよ……」

「アチェロは軍事力で有名な国ではないもの。使徒の能力もたかが知れているかもと覚悟をしていたわ。でも、ニコラにだって、私の手伝いをする程度のことはできるでしょう」

「お前なりに認めてくれてるって受け取るよ。それじゃ、俺には何が足りないんだ？」

「ニコラはやさしすぎる……」

　エルザは、そうっとニコラの目を上目づかいで見て、そして、すぐに視線をそらした。

「我が身を顧かえりみないで危険な目に遭いそうね」

「似たこと、シャンファにも言われたな」

「シャンファにも……!?」

　エルザの顔がなぜか一段と赤く染まる。

「シャンファと同じ思考回路になってるなんて、すごく嫌……」

「やっぱり、お前ら、仲悪いんだな……」

「これは男にはわからないことよ。とくにニコラにはね」

　ニコラの鈍さにため息をつきつつ、エルザはかすかに安あん堵どの表情をにじませた。

「エルザと話してると、時々なつかしい感じがするんだよな」

　無意識のうちに妹のリディアのことを思い出してしまうのかもしれない。

「それと、お前、ふざける時に引っついてくるけど……今は離れてくれてるし」

　あれは反則だ。どうしたって、ニコラも平然としてはいられなくなる。

「だ、だって……今やったら、冗談じゃなくなっちゃうかもしれないもの……。不用意に近づきすぎてはいけない雰囲気の時もあるのよ……」

　余計なことに気づいてしまったというように、エルザはまごまごしている。

「私の故郷には、ニコラみたいにやさしくしてくれる男の子はいなかったし…………」

　だんだんとエルザの言葉尻じりがあいまいに濁っていく。

「私ったら何を言ってるのかしら……。こんなことぐらいで……」

　エルザは目をつぶって、何かを否定するみたいに小さく首を横に振った。

「エルザ、落ち着かないみたいだけど、大丈夫か？」

　ニコラは不思議そうにエルザの様子を眺めていた。

「これはある意味ニコラのせいよ……認めたくもないけど……」

「え？　なんで俺が犯人にされてるんだ？」

「はい！　この話はおしまい！　今は明日のことを考えましょ！」

　気恥ずかしさを誤魔化すように、エルザは話を切り替えた。

「明日のことって？」

「もう、忘れたの？」

　今度ははっきりとエルザはいつも通りの調子に戻った。

「買い物よ」










３話　カサビアの休日



「本当によく晴れたわね。雲も見えないわ」

　寮を出るなり、エルザは額に手を当てて、楽しげに空を見上げていた。

　春もはじまったばかりで、暑くも寒くもなく、ちょうどいい気候だ。

「私の日ひ頃ごろの行いがいいせいかしら」

「どこからその自信が湧わいてくるんだ……？」

　買い物に出かけるのにちょうどいい天気なのは確かだ。

「アチェロは今いま頃ごろが一番いい季節だもんな」

　ニコラも、羽を伸ばしたいところだった。

　ただ──

「女子と買い物なんて経験ないから落ち着かないな……」

　人ごみで埋め尽くされた街の雑踏には慣れていないし、まして女の子と出歩くことなんてなかった。それこそ、幼い頃に妹のリディアと過ごした時までさかのぼる。

「また、聖者の発言をしているわね」

「人を傷つける言葉を使うな。というか、お前、そんな服持ってきてたんだな」

　エルザは春物の白いワンピース姿。ベルトのような飾りのせいで、ミニスカートをはいているようにも見える。そこに黒のハイソックス。

「女の子なんだもの。服ぐらい、何着も用意しているわ」

「そういうものなのか」

　エルザの剣であるフランベルジュが違和感を出してはいるが──

（聖せい遺い物ぶつがないまま動くのは危険すぎるしな）

　聞いてはいないが、あのフランベルジュが聖遺物なのだろうとニコラは推測する。

　神術師しんじゆつしは聖遺物がないと神術を使えない。ニコラももちろん聖遺物の剣を肩に提げていた。服装はおしゃれをしているエルザと違って、制服姿だ。

　エルザの表情を盗み見る。どことなく朝からそわそわしているというか、今日のことを楽しみにしているように感じた。笑ってしまいそうになるのを、無理に我慢しているというか。

（性格を抜きにすれば、天に祝福されてるよな。外典アポクリフアの変な神の祝福かもしれないけど）

　外出用のはなやかな服装のせいか、少女らしいかわいさが余計に引き立っている。

　もとの素材がよいのだから、ずるい。昨日だけで寮生十人以上に「うらやましい」「俺と替われ」「死ね」と言われた。

　──そんな相手と街に繰り出すのだ。

「親父おやじが見たら怒り出すだろうな。軟弱になったとか言って……」

　ニコラの父は、若い頃ころは高名な正典使いフオーミユラで、頑固一いつ徹てつの武人肌の人間だった。

「もし同どう棲せいなんてばれたら、言い訳もなしに殴られるな……。うん、絶対殴る……」

「待ち合わせ時刻より少し早く着いたわね。集合場所はあそこかしら」

　エルザが指差したのは、学院正面にある、大噴水。

　二百年前の戦争で、学院の生徒が活躍し、それを記念して造られたものだという。

　現在は学院内でよく使われる待ち合わせスポットだ。休日だけあって、今もカップルが二組いた。ただし、みんな、噴水から少し距離を置いたクヌギの木の下あたりにいる。

「ちょうど、噴水の前が空いているわ」

「あ、その噴水には、近づくな！」

「遠慮することはないでしょう、公共の場所なんだし」

「その噴水は危ないんだ！　目印にはなるけど、近づきすぎちゃダメなんだ！」

「心配しなくても、刺客が潜んでいたりはしな──」

　その時、噴水の水が一気に噴き上がり──

　──エルザの頭のあたりに大量に落下した。

「ひゃあ！　何よ！　これ、どうなってるの!?　びしょびしょじゃない！」

「その噴水、水量の調整がおかしくて、たまに周囲に水が飛び散るんだよ」

　待ち合わせも少し離れた木の下にするのが鉄則になっていた。

「そういうことは先に言ってくれないとわからないわ！」

「俺の話、聞く前にお前が突撃した──」

　ニコラは言葉に詰まる。

　水に濡ぬれたせいで、白いワンピースがかなり透けていた。

「……今、見てたわね……。お風ふ呂ろの時に続いて、また……」

　エルザも惨状に気づき、手で胸のあたりを隠す。

　その目は不平でもあるように、ニコラをじぃっとにらんでいる。

「むっつりなんだから……。下げ卑びた欲望をぶつけるような視線はやめてほしいわ……」

「これも事故だろ！　あと、そんな目で見てるわけじゃない！」

「今日のところは大目に見てあげる。むしろ、乾かすのが先決だし」

「乾かすって、部屋戻って服替えたほうが早いん──わっ！」

　エルザの前で黒い炎がたちのぼり──すぐに収束した。

　だが、炎が見えなくなっても、火傷やけどしそうなほどの熱風が残る。風が打ちつけるように走り、木々の葉をがさがさと揺らした。

「水分は蒸発させたわ。髪も乾いたでしょ」

　なんでもないことのように、エルザは言った。

　待ち合わせ中のカップルはいきなりの黒い炎に引きつった顔をしていた。

「お前、危なっかしい乾かし方をするな……」

　──と、そこに先ほどと対照的な春の微風が流れた。

　エルザのワンピースが少しめくれる。

（たしかによく乾いてるな。ちゃんとめくれた──って変なことを考えてしまった……）

　ニコラはすぐ目をそらす。赤いものが見えたようだが、気のせいだ。

「ニコラ、今、ぱんつ見なかった？」

　にやにやしながらエルザが聞いてきた。

「見てない……天に誓って何も……」

「残念。今日は大人の黒だったのに」

「赤だっただろ！　ウソつくなよ！」

「やっぱり見ていたのね。たいした動体視力ね」

　にやっとエルザがからかうように笑う。見事にはめられた。

「その服がいろいろと短いから悪いんだよ……」

「こんなに晴れているのに、動きにくい服装をしてどうするのよ」

「まあな。けど、お前、その……下着は見られてもいいんだな」

「私の故郷では、布を見られるのはどうでもいいの。肌を見られているわけじゃないんだから。布を見られて怒るだなんて、布を見て興奮するぐらい、おかしなことよ」

「まあ、わからなくもない」

「ニコラも布ごときで興奮はしないわよね。それじゃ、赤い布に向かう闘牛よ」

「あ、ああ……当然だ。武人だからな……」

「でも、むっつりなニコラのことだから、牛になりたい時もあったりするのかしら？」

　エルザがスカートをたくしあげるような仕草をする。

「からかっても無駄だぞ……」

　いつものようにニコラをもてあそぶエルザだった。

「同じセレンディア島の中でも価値観がずいぶん違うもんだな」

　おそらくニコラの生まれ故郷であるカクトゥスが一番厳格で恐ろしい。

　アチェロは、男女の仲にはさほどうるさくはない。デートぐらいは普通だ。

　三国の一つである海洋国家フラゴラは、港町が多く開放的な性格だ。愛人が数人いても驚きもしないらしい。とくに船乗りは港ごとに愛人がいるとか。

「やけにうるさいですわね。みっともないですわ……」

　そこにシャンファがあきれながらやってきた。

　思わずニコラが目を見張るような、紫を基調にした見事なドレス。

　ただ、足元は靴がはっきりと見えるし、上半身も薄手で、歩きやすいものにはなっている。アクセントは腰の後ろにある大きなリボンだ。

　それと、制服と異なるせいか、やけに目につくところがあった。

（シャンファの胸、大きいとは思ってたけど……）

　胸がそのまま服を押し上げているように見える。

「ニコラ、あのリボンをほどいたらどうなるんだろうって思ってたでしょう？」

　ジト目でエルザがにらんでいた。

「思ってねえよ！　冤えん罪ざいだ、冤罪！」

「な……。そんな、い、いやらしいことを考えているんですの……？」

　びっくりしてシャンファは胸元を押さえた。さらに胸元が強調されるが、わざわざ注意すると、見ていたと言っているようなものだし、指摘できない。

「大丈夫だ！　全然そんなことないから！」

　出発前から信用を失うのは洒落しやれにならない。

「しかしまた、豪華ないでたちだな」

「着付けに時間がかかってしまって。一時間前に来る予定だったんですが……」

「どうして予定時刻の一時間前に来る必要があるんだよ……」

「だ、だって……ニコラと話せる時間が長くなるかもしれませんもの……」

「お前、そんなに俺と話したいことでもあるのか？」

「ライバルのことを知りたいだけですわ！　勘違いしないで下さいまし！」

　シャンファが顔を赤くして怒った。ニコラとしては使徒シビリエ同士、仲良くしたいのだが、まだまだこの様子では難しそうだ。

「わかってたことだけど、シャンファってきれいだよな」

　頭の髪飾りは制服よりもドレスのほうが似合っている気がする。

　まさに「お姫様」という感じだ。大貴族の娘だから、そう外れてもいない。

「き、きれいだなんて……。そ、そんな言葉で誤魔化してもわたくしがあなたのライバルということは変わりませんからね……」

「そんな意図はないって。本心だ、本心」

「ああああああ……ありがとうございます、いえ、あなたなんかに……お礼なんて言いませんわ…………あああああ…………」

　シャンファは顔をさらに真っ赤にして、近くの木にもたれかかった。

「おい、大丈夫か……？　ふらついてないか……？」

「ニコラ、卑ひ怯きようですわ……。こんな手を使ってくるだなんて……」

「え、どうして俺が卑怯者に……？」

「本当に卑怯ね。しかも無自覚なところが最低だわ」

　なぜか冷たい目でエルザもダメ押しにきた。

　エルザとシャンファの両方から非難されて、ニコラは戸惑う。

「もう、地獄に落ちてこんがり焼かれてしまえばいいのよ。むしろ私が焼いてしまおうかしら。そうね、それがいいわね」

「どうして、エルザまで怒ってるんだよ……？」

「そんなに胸が大きいのがいいのかしら……。愚かで、いやらしくて、最低だわ。ただ、巨大なものをむさぼろうとするなんて、精神の自殺よ。知性というものが感じられない。それならメロンでも愛めでていればいいのよ」

「もしかして、お前、胸のこと、気にして……」

　たしかにシャンファと比べると、一回り、いや、二回りは小さいが……。

「ふざけないで……。そんなものに劣等意識を持つだなんてありえない……。私への冒ぼう涜とくだわ……」

　恨めしそうな顔で、にらまれてしまった。

「だから、二度とそんな発言はしないこと。これは必ず守ってね」

「わかった。厳守する……」

　もし、守らなかったら、何をされるかわかったものじゃない。

「皆さん、お待たせいたしました」

「すみません、お嬢様が遅いので、時間がぎりぎりになってしまいました」

　そこに、ゆっくりとイーリスとトルマリーナがやってくる。

　トルマリーナは日傘を差す役だ。この二人はいつもセットで行動している。

　イーリスは薄い水色の春物のワンピース姿。

　トルマリーナはピンクのワンピース姿。

　派手さはないが、かなり高そうな生地に見える。

「では、お買い物に参りましょうか。今日は刺客のことも忘れて楽しみましょう」

「お嬢様、それは忘れてはいけませんよ」



　　　◇



　カサビアは典型的な城壁都市だ。街の周囲が高い壁で囲まれ、それがさらに深い堀で守られている。

　たいていの場合、城壁都市は小規模なのだが、首都だけあって、都市が壁に覆われていることを市民が忘れそうになるほどに広い。

　その中でもアチェロ正典学院などの学術施設は、カサビアの北東に集中している。

　待ち合わせ場所の噴水から学院を出ると、その先には広い公園や美術館がある。休日の散策にはちょうどいい雰囲気だ。この文教地区を過ぎると、街の南側にある、おめあての商業地区に入っていく。

「なかなかきれいな街ね、カサビアって。ニコラには不似合いなぐらい」

　エルザは街を褒める時にも余計なことを言わないと気がすまないらしい。

「そりゃ、首都だからな。国の威信をかけて整備するだろ」

「今のアチェロの国会議員には、このあたりの地区出身の名士が多いのですわ。だから、なおさら環境には気を配ってるのだと思いますわ」

　シャンファが横から説明を補足する。

「もっとも、そのせいか、地方のことを忘れているという批判もありますけれどね」

「シャンファって政治に詳しいんだな」

「これぐらい、常識ですわ。遠い親しん戚せきには議員もいますし」

「そうですねえ。昔は政治家といえば貴族でしたから。今は大学出身の方の割合が高くなってきたようですが」

　イーリスは宰さい相しようの娘だけあって、ごく自然に政治の話題に入ってくる。

「いわゆる官僚層ですわね。この三十年で官僚出身の議員が増えてきたという話をお父様がしていましたわ」

「王の手足になる官僚層を増やして中央集権化を進めるというのが、今の流れですからねえ。その官僚を議会にも加えようということですね。昔は貴族の合議制のようだった議会も、官僚層の議員が増えて、王の力が相対的に強くなりました」

　会話の最中に、ふあ～あとイーリスはあくびをする。イーリスは、いつもマイペースだ。

　その頭には、常にトルマリーナの日傘の影がかかっている。

「残念ながら、わたくし、今の議会は上う手まく機能していないと思いますわ。外典の受け取りの時のように、審議に時間がかかりすぎるのは大問題ですもの」

「本当は、待っていられない案件は王の判断で即決できるんですけど、今の王は少し議会に任せすぎですからねえ」

　王は王で、国の危機を前にして自分で判断を下すのを恐れた。

　結果、使徒シビリエをかかえるアチェロ正典学院の生徒会長イーリスは自分たちで外典アポクリフアを受け取ることに決めた。使徒筆頭のニコラ以下が外典を取りにいくと議会に通達したのだ。

「た・だ・し、独断専行も困るんですけどね。生徒会が決めた日程も待てなかったニコラ君のようなのも問題です」

　自分と関係ない話だとニコラが思っていたら、グサっときた。

「まあ、過ぎたことは仕方ないな……うん」

「ニコラ君、春用の服を買いたいのですが。そうですか、ありがとうございます」

「ちょっと！　どうして罪滅ぼしで服を買う流れになってるんですか！」

「お嬢様、ニコラ様が困っているではありませんか」

　トルマリーナが首をかしげる。

　それに合わせて、日傘も少し傾いた。どことなくかわいらしい所作だ。

「トルマリーナ、ありがと……。助かった……」

「ところでニコラ様、私もそろそろブーツを新調しようかと思っているのですが」

「だから、俺が買う流れにするな！　どうせ高いんだろ！」

「私のものはお嬢様のものほどではありません。この靴も八万ヘーゲルです」

「ぶっ！」

　その値段にニコラは思わずむせる。

「俺の寮費、水道・食費・管理費込みで一か月四万ヘーゲルだぞ……」

　亡命貴族のフォン・リッター家ではそれでもぎりぎりなのだ。

「今日も制服着てきたし、靴も三千ヘーゲルのだ」

「ニコラの家も貴族ですのに、いつもお金がないと言ってますわね」

「俺の家みたいに亡命してなくたって、元からカクトゥスの貴族は質素なんだよ。というか、貴族の定義が違うんだ」

「定義？」

「カクトゥスの貴族はつまり武人なんだ。体を鍛え、先祖伝来の土地を命懸けで守る。尊敬はされるが、八割の連中がやりくりに苦労してるし、所有している土地だってアチェロの貴族にも全然かなわない。その分、アチェロの十倍は貴族がいる」

「つまり、貴族と呼ばれる範囲が広いということですわね」

「そういうこと」

　アチェロに来て、貴族と呼ばれる人間の贅ぜい沢たくぶりに、度肝を抜かれた。

「つまり、俺の価値観は庶民的ってことで──いてて！」

　エルザがニコラの腕をつねってきていた。

　表情もむすっとしていて、つまらなさげだ。

「どうしてつねるんだよ！」

「ニコラ、あなた、自分の“〝持ち物”〟の管理もできないのかしら」

「何の話だ。もっと、わかりやすく説明してくれ」

「ニコラは私の主人なのよ。二日前にカサビアに来たばかりのレディのために、少しは街のエスコートをしたらどうなの？」

「エスコートって言っても、俺もちょっと前にカサビアに引っ越してきたばかりでそんなに知らない──いてっ！」

　エルザのつねる力が大きくなる。

「外国から来た女の子を置いて、国の政治の話を進めるなんて……マナー違反よ」

「ああ、話に入れなかったことをすねてるのか──いてて！」

「これだから、聖者はダメなのよ。気遣いのかけらもないんだから！」

「つねるのはともかく、その言葉はやめてくれ……」

「聖者って何ですの？　何かの専門用語ですの？」

　聞き慣れない言葉なので、シャンファが不思議そうに尋ねてくる。

「シャンファ様、天境国では童貞のことを聖者と呼ぶそうです」

　トルマリーナが淡々と説明し──

「なっ……」

　それを聞いたシャンファは思わず赤面した。

「み、身持ちが堅いってことなんだ！」

　ニコラは開き直ることにした。

「トルマリーナは詳しいですねえ。あるいはムッツリですねえ」

「お嬢様、変なことをおっしゃらないで下さい」

「おや、これは貴重ですよう。トルマリーナが恥ずかしがるだなんて、一年に一回ぐらいしかありませんよう」

　ニコラには何も変わっていないように見える。

「あの、どのあたりが恥ずかしがっているんですか？」

「どう見ても普段と違っているではないですか」

「え、どこが……？」

　顔を近づけて、見てみる──が、やはりわからない。

　しかし、ほかのところで気づいたことがあった。

「トルマリーナって、きれいだな……」

　これまで意識していなかったけれど、思わず見とれてしまう。

　派手な印象はないが、清せい楚そな大人の美しさがある。

「あまりじろじろと見ないでいただけますか。珍しい顔でもありませんよ」

　それでもトルマリーナ自身は平然としている。

　──と、先ほどつねられた以上に強い痛みが走った。

「痛い、痛い、痛い！　ねじりすぎ！　ありえないぐらい曲がってる！」

　再び、エルザがニコラの腕をつねっていた。さっきよりねじり方が激しい。

「大切なレディの案内を忘れて、ほかの女性の顔をじろじろのぞきこむだなんて信じられないわ」

「そ、そうだな、悪かった……」

　だが、そこでニコラに助け船が入った。

「わ、わたくしは、身持ちが堅い生き方も、男らしくていいと……思いますわ……」

「え……そうか？　シャンファ、ありがと……」

「むしろ、そんなことを嘲あざ笑わらうのが恥ずかしいことですわ。もちろん、天境国では聖者なんてさげすみの対象だというのなら、その価値観を否定するつもりはありませんけど」

　なぜか、勝ち誇った顔でシャンファはエルザを見た。

「こんな冗談、本気にしないでもらえるかしら……」

　と、エルザは頬ほおをふくらませて、そっぽを向いた。



　学生街をしばらく歩くと、次第に商店の数が増えてくる。

「このあたりがカサビアで一番にぎわっているところのはずだ」

　中核をなす商店街の大通りは端から端まで歩くのに三十分はかかる。その前後にも細い通りが網の目のように張り巡らされ、商店がひしめきあっている。

「あの、ニコラ、よかったら、わ、わたくしと見てまわりませ──」

「ニコラ、今日はちゃんと私を案内しなさい」

「わかってるって」

　ここで一人にしておくとまた機嫌が悪くなりそうだし、ニコラは素直にエルザに従う。

「では、皆さん、はぐれない程度の距離で、買い物を楽しみましょうか」

　イーリスがそう提案し、シャンファも仕方なく、個別に店をのぞくことにした。シャンファは、なぜかしょんぼりと肩を落としていた。

「すごい人ね。ここはいつも、混こみ合っているの？」

「今日は休日だからな。学生が買い物に来るから、さらににぎわってるんだと思う」

　カサビアには正典学院以外にも、国立のカサビア大学など学舎が集中している。そういう学生を見越して、休日に特売日を設ける店も多いのだ。

「私のいた天境国は人口が少ないから、こんなにぎわいはお祭りぐらいしかないわ」

　エルザは店舗を一つ一つ興味深そうに眺めている。

　その手にはニコラをつかんだままで。

　途中からエルザはニコラの手をとるようになった。

　そうしないと「エスコートを忘れるから」だそうだ。

「ニコラ、この店は何？」

「ここは薬屋だな。苦い薬がたくさん売ってる」

「私には関係のないものね。あちらは何かしら」

「あれは楽器屋だな。弦楽器から笛の類たぐいまであるぞ」

「ふうん」

「お前、全然興味ないんだな……」

　手当たり次第質問されても、それはそれできりがないが、そっけなく通りすぎてばかりなのも悲しいものがある。ニコラに案内役を頼んだのはエルザなのだから。

　あきれるニコラのことはおかまいなしに、エルザは商店を冷やかしている。

　ふと、エルザの足が止まった。

「ここは果物屋さんね。天境国になかったものが、たくさんあるわ」

「カサビアはそこまで海から遠くないんで、港経由で変わった果物も入ってくるんだ」

　エルザはカゴに入ったカラフルな果物を端から順番に、じぃ～っと見つめている。

　明らかに、これまでの店舗と真剣さが違う。

　そこに、店主が奥から「かわいいお嬢ちゃんにはサービスな！」と小さく切ったフルーツを出してきた。鮮やかな黄色い皮のついた果物が数切れ載っている。

「それはマキーヌだな。なかなか甘くて美味いけど、けっこう値が張る」

　ニコラの解説を聞いてから、エルザはひとつ手で取り、口に運ぶ。

「本当に甘いわね。それも、飽きのこない自然な甘さ」

「よかったな。たまにマキーヌは渋いのもあるから──」

「ニコラ、ほかに試せる果物はあるかしら？」

「図々ずうずうしいぞ、試食なのに……」

　だが、そこは向こうも商売人だ。試食用のトレーをいくつも持ってきた。

「へえ、これもなかなか……。こっちも果汁がみずみずしいわ。こういうのもあるのね。そう、果物はこれでいいのよ。もう一切れもらおうかしら」

（言葉はそっけないけど──顔は正直だな……）

　食べているうちに、だんだんと表情がゆるんでいく。お菓子を食べる幼児でもこんなにうれしそうな顔にならないぞというくらい、満足そうだ。

「あら、これも思った以上に甘いのね」

　また、皮のついた柑かん橘きつ類るいのぶつ切りを両手でつかみながら、かじりつく。かじるというよりは、そっと口にふくむとでも言ったほうがいいように上品ではあるのだが。

　店主もその笑顔に心が動かされたのか、採算度外視でいろんな果物を持ってくる。

「私、今なら世界中の愚かな人たちにもやさしくなれそうな気がするわ」

「いちいち、『愚かな』とかつけるなよ」

「はぁ、ニコラ、もし、隠し事があるなら今のうちに言っておいたほうがいいわよ。今なら果実の味に免じて許してあげるかもしれないわ」

「心配するな。俺は誠実に生きているつもりだ」

「果物はいいわね。目にもあざやかで、見ているだけでも楽しいわ」

「…………なあ、エルザ、一つ聞いていいか？」

「何？　こちらが食べ終わるまで待って。エチケット違反よ」

　気のせいだと思うが、エルザのサイドテールの髪が犬が尻尾しつぽを振るみたいに左右に動いているように見えた。かなりご機嫌らしい。















「お前、実は食いしん坊だろ」

「…………まさか。何を証拠に」

　試食用のトレーの上はかなり減っていた。

「食いしん坊というのは、心外だわ。私は甘いものが好きなだけよ。けれど、お砂糖の多いお菓子は太る原因になるでしょう？　だから──」

「果物は好きだってことだな？」

　エルザは小さくうなずいた。

「天境国って山岳地帯であまり果物の種類もないから……」

「だけど、果物って甘いだけじゃな──ああ、それ、まだ食べてないよな？」

　トレーの隅にある小分けされた果物に目をやる。皮はあざやかな赤だ。

「それ、食べてみろよ。目が覚めるぞ。果物の幅広さがわかる」

「どういうことよ？」

「食べてみればわかる」

　かじったエルザが目を丸くさせた。目がかすかにうるむぐらいに。

「す、酸っぱい……涙が出そうなほど酸っぱい……」

　恨めしそうにニコラのほうを見るエルザ。

「騙だまし討ちだわ……。あんなに甘そうな色をしてたのに……バカ……」

「果物は酸っぱいのもあるんだよ。奥深いだろ」

　エルザはすねたように、少しだけ頬ほおをふくらませた。

　そんなエルザを見て、ニコラはふっとこんなことを思う。

（リディアがいたら、こんな感じなのかな）

　今日のエルザは活発なせいか、幼い頃ころに離ればなれになった妹にだぶる。

（こんなに人を食ったような奴やつにはなってないと思うけどな）

「何か言いたそうね。言ってもいいのよ」

「報復が来るだろ、きっちりと」

「報復ではなくて、しつけよ。私の所有者がダメだと恥ずかしいから」

　やっぱり口では勝てないと思いつつ、ニコラは銀貨を出す。

「おっちゃん、マキーヌを三つくれ」

「え……どうしたの、ニコラ？　風邪でも引いたの……？」

「それだけおいしそうに食べてるの見たら、買おうって気にもなるさ」

「そうなの。なら、いただくとするわ。何か餌え付づけされているようで癪しやくだけれど」

　どこかきまり悪そうな顔でエルザは「ありがと……」と答えた。

「どういたしまして」

　エルザの態度を見て、ニコラは思わず笑ってしまう。

「お嬢ちゃん、彼氏とデート中かい？　はい、マキーヌ三つな」

　店主が袋を持ってくる時に冷やかしてくる。商店街はたいていこんな空気だ。

「そんなんじゃないわ。たんなる主従の関係よ」

　心外だとばかりにエルザがむくれた。

（戦争なんて忘れてしまいそうだな）

　アチェロも学院も危機的な状況だが、その影響はまだ街には現れていない。

　──そう考えていた。

「カクトゥスの正典使いフオーミユラは無茶苦茶強いうえに、残虐だそうだ。そりゃ、戦争に出るのは使徒シビリエだけで俺たちには直接関係ないけどよ、カクトゥスが戦争で勝ったあとに、接収だとかいって略奪にこなきゃいいけどな……」

　不意に耳に嫌な話が入ってきた。

「早くフラゴラと組むべきだ。そうすりゃ、カクトゥスでも倒せるさ」

「だけど、フラゴラとは、海洋貿易で対立してるだろ。手を結べるか？」

「それしかないだろ。アチェロの使徒は最弱って噂うわさだぞ」

　商人風の男たちが店の前で噂話をしている。

　その向かいからも「あそこ、有事に備えて店を畳むんだ」という話が聞こえてくる。

（危機は着実に近づいている……）

　平和だと感じたのは、知ろうとしなかったからだ。

「別に暗くなる必要はありませんよ」

　いつのまにか、イーリスがニコラの正面に立っていた。

　そして、学院一の権力者に似合わない穏やかな笑みを作る。

「今のわたしたちは目の前の仕事を一つずつこなしていけばいいんです」

「たしかに悲観的になっても意味がないですよね」

「というわけで、仕事を一つ片付けますよ」

「え？」

　イーリスの視線の先に女物の服を売る店があった。シャンファも店の前にいた。

「仕事ってそれですか！」

「でも、外典さんも興味津々のようですよう」

　たしかにエルザも目を輝かせていた。

　前かがみになって、果物と同じぐらい、じぃ～っと店頭の商品を見つめている。

「天境国にはこんなお店なかったわ……。姉さんはやけに高いものを買ってたけど、お金に物を言わせた特注品だったし……」

「ここは女子の中でもとくに人気の高いお店ですわ」

　店の説明をするシャンファも心なしか表情がやわらかい。

　ニコラにはわからないが、何か女性陣の心に響く部分があるのだろう。

「さあ、ニコラ、入りましょ」

「俺は外で待ってる。果物を売ってるおっちゃんと世間話でもしようかな」

　腕を引っ張られた。

「ニコラは私の案内役でしょ。私の買い物に付き合うのは当然の義務よ」

「まあ、お前の金で買うなら止めはしな──」

「天境国とアチェロでは通貨が違うから使えないの。ニコラ、お金を出して」

「おかしい……エルザの所有権で損失ばかり発生している気がする……」

　結局、そのまま、女性向けの店に引きずりこまれた。

　女性陣四名は各人、ああだこうだといろんな服を見ている。

　その中で、ニコラだけが申し訳なさそうに隅っこで小さくなっていた。

「小さい頃ころ、親父おやじにイタズラがばれて、蔵に閉じこめられた時よりもきつい……」

　客は全員女子である。彼氏連れすらいない。

　その中で男が一人。

「嵐あらしの大おお海うな原ばらに投げこまれた気分だ……」

　神術の研究書でも持ってきていれば時間をつぶせるのだが、無論そんなものはない。

「お客様、何をお探しでしょうか？」

　そこに女性店員が現れた。

「いえ……お気遣いなく……」

「当店はメンズ商品はございませんが、ここから五軒離れた姉妹店には──」

「人を待ってるだけですから！　大丈夫です！」

「彼女さんへのプレゼントなら、あの奥に小物が──」

「彼女いません！」

「え、あ……申し訳ありません……」

「い、いえ、気にしてないですから！　大丈夫ですから！」

　女性店員との会話だけで急速に消耗した。

「もし、今、敵が来たらヤバいかもな」

　こういう空気はダメだ。感覚が変になる。

「というか、そろそろ、終わらないのか？　かなり時間経たってるぞ」

　と、すぐ近くで声がした。

「う～ん、どうかしら……でも、あまりかわいくないかも……」

　近くの試着室からの声だ。

「決まりそうか？」

「あ、ニコラね」

「そうだよ……。早く決めてくれないか」

「待って。今、とても重大な選択を迫られているの……」

　しばしの沈黙。

　悩んでいるのはなんとなくわかった。

「…………ニコラ、ちょっと見てほしいの」

「それじゃ、出てこいよ。ここじゃ見えない」

「…………ニコラが入ってきて」

「え……？　男が入っていいのか……？　というか、二人で入っていいのか？」

　思ったより試着室は広そうなので、入れなくもなさそうだ。持ちこんだ服が多くて、いくつも見てほしいということだろうか。

「わかった。でも、俺の意見を参考にする代わりに早く決めてくれよ」

　熟考が続くと日が暮れてしまいそうだ。思い切って、ニコラは試着室に踏みこんだ。

　思わず、ニコラは息を飲んだ。

　そこには下着姿のエルザがいた。

　煽せん情じよう的な、熱情を呼び起こすような黒。

　その上に薄く透き通った布がかかっている。

　おそらく、ベビードールという種類だろう。

　服のせいかエルザが一気に妖よう艶えんに映る。

　さらに恥ずかしげに頬ほおを赤らめているから、余計にそれが加速する。

「ど、どうして……下着なんだよ……。というか、下着って試着していいのか？」

「静かにしてよ。ここは下着も試着できるお店なの。高級品も扱ってる店だから」

「そういう問題じゃないだろ……」

「でも、イーリスやシャンファをこの場で呼ぶわけにもいかなかったし……」

　たしかに大きな声で、試着室から知り合いを呼ぶのははばかられるだろう。

「お前、こういうのが趣味なのか？」

　目をそらそうとするが、どうしても胸元のあたりに目がいってしまう。

「あの、ニコラ……これで胸が……魅力的に見えるかしら？」

　すがるような目でエルザはニコラを見る。

「もしかして、胸のこと、ずっと…………」

　朝にシャンファと会った時、やけに突っかかっていたが……。

「勘違いしないで。胸が大きければいいだなんて思ってはいないわ。けれど、胸が魅力の一つになるなら、大きさ以外で補ってもいい。そう考えただけよ……」

「そうか……意図は理解した……」

「それでどうなの……？」

　どう答えていいかわからないが、黙っているわけにもいかない。

「あ、ああ、いいんじゃないかな……」

　かすかに、エルザの口元がほころんだ。

　ふざけて作ったのとは違う、大人の色香のようなものがあった。

　いつものエルザが見せる表情とは違うせいで、どきりとする。

「か、かわいいぞ……。ただ、かわいいというより……その……まずい……」

「かわいいんだ、これ。へえ、ニコラはこういうのが、かわいいんだ……」

　エルザは自分の胸元のあたりに、そっと視線を落とした。

「そういうのが趣味ってわけじゃないぞ。下着だし。そもそも、見る機会がないし……」

「これ、パジャマとして着てもいいらしいわ」

　ニコラが思わず、むせた。

「ちょっと……外に聞こえるでしょ……」

「こんなの、風ふ呂ろあがりに着て出歩いていいわけないだろ……」

　いくらニコラが冷静に振る舞おうとしても限界がある。

　しかも、へそのあたりがちらちらと見えたり、見えなかったりで……。

「寮の中を歩いたりはしないわ。でも、部屋ならニコラしかいないし」

「俺がいるからダメなんだよ……。というか、肌をさらしたらダメなんだろ……？」

「一応、服は着てるから、問題ないわ」

「朝、噴水の水がかかって、服が透けて怒ってなかったか？」

「透けていないものが透けるのとは意味も心の準備も違うわ」

「俺としては、肌が透けて見えるほうが直接見えるよりさらにダメなんだけど……。どうしても色っぽくなるし……」

　ちょっとめまいがしそうだ。足がふらつく。

「ニコラ、今、なんて言ったの？」

　エルザも戸惑い気味なのか、顔は赤いし、目は泳いでいる。

「変な意味はないんだ。ただ、そういう透ける服のほうが色っぽいなって」

　エルザは決心を固めるように、右手で胸をなでおろした。

「このベビードール、買うことに決めたわ」

　距離が近すぎるので、どうしてもエルザの表情が上目づかいになる。

「私、こういうレースのついたかわいい下着、あこがれていたの。天境国にはなかったし」

「一人部屋ならともかく、男がいる部屋でそれは……」

「そうね。ニコラの戸惑いもわかるわ。でも、心配する必要はないわ」

「なんで、そんな結論になる……？」

「カクトゥスの貴族は女性を守るものよね。ならば、ニコラが変な気を起こすこともありえないということになるわ。ねっ？」

　甘く囁ささやくようにエルザが微笑ほほえむ。

　まるで、男にとり憑つくサキュバスみたいな表情で。

「女性にあまりに不届きなことをしたカクトゥスの貴族はどうするの？」

「不ふ埒らちな振る舞いを行った者は、は、腹を切って自害……」

「そうらしいわね。ニコラも命は惜しいだろうし、間違いは犯さないでしょ」

「あ、ああ……そうなるな……」

　まずい、このままでは押し切られる。

「だけどな、お前みたいな慎つつしみあるレディは……」

「お願い、ご主人様」

　エルザはニコラの腕をとって、そっとかき抱いた。

　これに変な意図はないのだ。あくまで天境国でのスキンシップのはずだ。

　ニコラは心を削られていたが。

（こんな格好のエルザを毎日見ていたら絶対に自分は、軟弱になる……）

　ここは心を鬼にしてでも断らなければ──

「ダメ……？」

　上目づかいのエルザと目が合った。















　その瞳ひとみにはうっすらと涙がたまっている。

　捨てられた猫が浮かべるような、寂しげな表情。

「ちょっとふざけちゃったけれど、ほしいのは本当なの」

「やっぱり、ふざけてもいたんだな……」

「私、同年代の男の子からかわいいって言われたことなんてないから……たとえニコラの言葉でも、ちょっとうれしくって……」

　それは閉鎖的な環境で育ったせいだろう。学院にでも通えば毎日かわいいという声が聞けると思う。そこまではニコラも照れくさいから言わないが。

　しかし、エルザの目までうるんでいるのは、とにかく事実だ。その声はいつもニコラをからかっている少女と同じものとは思えない。

　カクトゥスにはこんな言葉がある。

　──男は、女を泣かせるな。

「わ、わかった……買えばいいんじゃないか……」

　負けた。

　何に負けたかわからないが、ニコラはそう思った。

「ありがとう……ご主人様」

　くすくす笑ったつもりだろうが、エルザの笑みはいつもよりぎこちない。

「これから、胸は大きさだけじゃないということを少しずつ教育していくわ」

（出発点は、結局そこなんだな……）
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「ニコラ、どうして肩で息をしてますの……？」

　不思議そうにシャンファが尋ねた。

　剣技の練習試合を十連続でこなしても、ここまで弱った姿は見せないだろう。

「いろいろあったんだ……いろいろとな……」

「ニコラには、女性向けのお店は水が合わなかったのよ」

　他人事のようにエルザが言う。本当に他人事と思っているのかもしれない。

「そうだな、全然合わなかったよ……」

　一方、エルザはニコラから力を奪い取ったみたいに、生き生きとしている。

「さて、そろそろランチの時間ね。どこのお店がいいかしら？」

「それなら、わたしの行き付けのお店がありますよう」



　イーリスの行き付けの店は大通りから外れた隠れ家的な高級店だった。

　一歩入るなり、ニコラは店の雰囲気に圧倒される。店内には金銀をあしらった調度品がさりげなく置いてあり、レストランというよりは美術館のようだ。

　ニコラはいつも五百ヘーゲルで済む店しか使わない。それも街に出た際の特例で、普段はタダで食べられる寮の食事で終わらせている。こんなお店に入ったことなんてない。

「ここって割り勘ですよね……？　俺、手持ちが……」

　エルザの買い物の分もあり、財布に余裕がなくなってきている。

「ランチですから、そこまで高くはありませんよう。一人、三千ヘーゲル程度です」

「それもけっこうな額ですよ！」

「もう！　小さいことばかり言わないでほしいですわ」

　少しわざとらしく、シャンファは空から咳せきをした。

「わかりました。今日はわたくしがおごりますわ。好きなだけ食べなさい」

「それって、エルザの分もおごってもらえるのか？」

　図々ずうずうしく二人分にされたせいか、シャンファの顔が少し引きつった。

「わかりましたわ……。一人も二人も大差ありませんから」

「…………あれ、シャンファ？　いや、女神か？」

　尊敬のまなざしでニコラはシャンファを見た。

「この程度で女神だなんて現金ですわね。ライバルがひもじいのは悲しいですもの」

「シャンファ、やっぱりお前は女神だ。どうりで神こう々ごうしいと思った」

「あ、あんまり軽口を叩たたくと、氷漬けにしますわよ……」

　だが、シャンファの表情はまんざらでもなさそうだ。

　小声で「女神ですわぁ」とつぶやいたりしている。

　食事は鳩はとと羊のコースからどちらかを選ぶというもの。

　ニコラは迷ったすえ、普段は口にできない鳩にした。

「鳩は、アチェロでは平和の象徴ですが、それを食べるというのも皮肉ですわね」

　羊を注文したシャンファがそんなことを言う。

「そんな深い意味はないって……」

「ニコラ……羊も一切れ食べてみます？　おいしいですわよ」

　シャンファが羊の刺さったフォークを近づける。

「じゃあ、遠慮なくもらうぞ」

　ぱくっと、ニコラはフォークから羊をいただく。

「おお！　羊もいいなあ！　噛かんでると味がしみ出してくる！」

「よかったですわね……。あっ…………これは、か、かんせつ……きす……」

　フォークを持ったまま、シャンファは硬直していた。

　目は、ぼうっと、フォークのほうに向いている。

「いえ、な、何でもありませんわ！　わたくしはおかしくなんてありませんわ！」

「シャンファ、食欲ないのか？　こんなにおいしいのに」

「そうですわね……。このフォークで、羊をもう一切れいただきますわ。はむっ」

　羊をフォークごと口に入れて、シャンファは至福の表情を浮かべた。

「ああぁ……最高ですわ……」

「お前でもそんなに感動するほどの店なんだな、ここ」

「シャンファ、あなた、場をわきまえなさいよ……」

　エルザが嫌なものを見るような目でシャンファに注意した。

「どうした？　シャンファのテーブルマナーに変なところでもあったか？」

「テーブルマナーとしては正常よ。でも、ほかのところが異常なの」

「ほかのところって……？」

「ニコラは知らなくてもいいことだわ」

　話は完全にそらされてしまった。

　メインディッシュを食べ終え、お茶が運ばれてきた頃ころ──

「今日は楽しかったですねえ」

　イーリスがまとめるように言った。

「生まれて初めて都会を体験したわ。騒がしいところも、たまには悪くないわね」















　エルザも満足しているようで、買ってきた紙袋を抱き締める。

「あら、外典さんは何を買ってきたんですか？」

「ええと、たしか名前はベビード──」

「会長！　今日は何が面白かったですか？」

　不吉な予感がしたのでニコラが話題を飛ばした。

「そうですねえ」

　イーリスはなんでもないように、ニコラの目を見て、

「街にずいぶん敵のスパイがいるとわかったことでしょうか」

　場の空気が一瞬で変わる。

　ただ、イーリスの表情は変わらぬままだ。音をたてずに、お茶に口をつける。

「街中で、やけに〈統一戦争サクセツシヨン〉の悲観論が多いと思いませんでしたか？　気になって、トルマリーナに探らせてみました」

「はい、敵の末端に近そうな者にお金を握らせたら、しゃべりました。フラゴラに降伏する空気を作れ、そう命じられたと」

「街の中まで、敵の手が入ってるのか……」

　ニコラはイーリスたちの手際のよさに驚く。

「生徒会長たるもの、情報収集が大事ですからねえ」

　いつもと変わらぬ調子で、イーリスはお茶請うけのクッキーをかじった。

「まったく……。卑ひ怯きよう者ばかりですわ……。どうして正々堂々とは戦えませんの……？」

「いえ、これが正しい戦争のあり方ですよう。むしろ、この国がぬるすぎるのです」

　一言しゃべるごとにイーリスはお茶をすする。

　ティーカップが空になったのを察したのか、トルマリーナが二杯目を注ぐ。

「ふふ、こちらのお茶はちょうどよい熱さですね」

　と冗談を付け加えてから、

「これはフラゴラの産地のものですね。たしか、関税が吊つり上げられて去年の倍ほどの値段になっていたはずですが」

「そんなところまで圧力をかけてきてるのか」

　アチェロはいろんな方向から追い詰められている。

「規定では『各国は神術師しんじゆつしより選ばれた五名の使徒シビリエ、および中立国たる天境国が譲渡する外典のみを使い、公式の戦いに参加させることができる』とありますね。でも、それは規定にあるように、公式の戦いの場だけです。すでに二人の使徒が襲われたように、〈統一戦争サクセツシヨン〉の裏で、敵が攻めてくることぐらい、いくらでもありますよう」

　なんでもないことのようにイーリスは言う。

「昨日、シャンファさんが沼獣インプに襲われましたが、フラゴラが一連の事件の黒幕でしょうね。日を置かないうちにまた使徒シビリエ襲撃が起こると思いますよ」

「イーリス、根拠は何ですの……？」

「フラゴラはもちろんアチェロとカクトゥスの二国に勝たねばならない。そして、前評判ではカクトゥスのほうが強いということになっていますね。シャンファさん、あなたならどちらと戦いたいですか？」

「どうせ、どちらとも戦わないといけないのなら、同じ気がしますわ……」

「では、ニコラ君と外典さんは？」

「いきなり、カクトゥスとやるのは気が引けるな……」

「私は弱いほうかしら……？」

　イーリスは全員の顔を見やる。

　まるで教師と生徒の関係のようだ。

「わたしなら、相手国が戦う前から降伏するよう、手を尽くしますね」

　それは「どちらと戦いたいか」という答えから、はみ出ている。

　まさにその戦略のせいで、アチェロは危うい状態になっている。

「フラゴラにとって一番おいしいのは、残り二国がぶつかって共倒れになることです。けれど、残り二国は動かない。かといって自国が連続で戦うのは問題外です」

　二国を相手に戦うとなれば戦力を消耗するだけ、一方的に不利になる。正式な手続きを踏んだ戦いがなかなかはじまらない理由もそれだ。

　だが、正式な手続きを経なくても、他国が降伏すれば、自国の勝利に違いはない。

　ならば、どんな戦略をとるか。

「わたしなら、弱そうなほうを戦う気も起きなくなるまで叩たたきます」

　アチェロが被こうむっている状況だ。

「こちらは使徒シビリエが二人も行方不明でした。しかし、外典さんが加わり、四人になった。フラゴラにとってはわたしたちの士気が上がるのは困るわけです。だから、外典さんが増えた直後にもう一人を消そうとした。戦意を喪失させるために」

「お嬢様の補足ですが、もしこの国がフラゴラかカクトゥスに降伏するとしたら、確実にフラゴラでしょう。政治的にも文化的にも近いので、協力のしようがあります」

　トルマリーナはイーリスの考えを代弁するように付け加えた。

「考えたくないけど、俺も二者択一なら、フラゴラに降伏するな……」

　フラゴラがセレンディア島を統一するなら、妹を見つけるというニコラの目的は果たせるかもしれない。一家で亡命した身としても、カクトゥスの支配を受けたいとは思わない。

「犯人がカクトゥスなら、残りの二国が合体するような手を進んで打つわけがありませんよね。以上から、刺客はフラゴラの可能性が高いというわけです。今日のお買い物はなかなか収穫が多かったですねえ」

　満足したように、イーリスは二杯目のお茶を飲み干す。

「それで、イーリスはどうするつもりですの……？」

　シャンファのお茶は口もつけられず、もう湯気も立っていない。

「何の話ですか？」

「すでにアチェロは追い詰められていますわ。では、これ以上追い詰められても戦うのか、それとも降伏するのか。どうしますの？」

　たしかに、工作を行う敵国が読めたところで事態は何も解決していない。

「言うまでもありません」

　イーリスが笑みを浮かべながら話す。

「フラゴラもカクトゥスも二国ともやっつけますよ」

　そこにあるのは圧倒的な自信。

　だが、誰だれも違和感は覚えなかった。イーリスはあくまで自然なのだ。

「わたしたちには、まだ勝機があります。一見、戦力が足りなくても、わたしも最低二人分は戦えますしね」

　その見事な口上に次の言葉をつなごうとする者はなかなか出てこなかったが、

「イーリス、あなたは立派な指導者のようね」

　エルザはやさしく、目を閉じてうなずいた。

「アチェロの状態はいいとは言えないわ。使徒シビリエは二人もやられてるし、まだ襲撃犯も内通者も見つかっていない。だけど、あなたたちは誰しも、戦うために最も大切なものを持っている」

　敬意を示すようにエルザはテーブルを見まわした。

「あなたたちには誇りがある。もちろん、外典としてアチェロに遣わされた私にもね」

「外典さんも何か、この戦争で背負っているものがあるようですねえ」

「一族の次の後継者の地位が、かかっているの」

「そういえば、外典さんからお聞きしておきたいことがたくさんありました。追加のお菓子でも頼みましょうか」

「ごめん……その前に……」

　もじもじとエルザが手を挙げた。

「少し、野草を摘みに行くわ……」

　天境国の隠語で「トイレに行く」の意味だ。



　　　◇



　勝てるかもしれない。

　手を洗いながら、エルザは思う。

　仲間を二人も失いながらも、アチェロの残る三人の使徒シビリエは、誰だれもが自分は負けない、と信じている。

　その気持ちの強さがどうしても必要だ。きっと、姉も妹も人間の心を砕こうとしてくるのだから。

　エルザを恐れず、危険も顧かえりみず、誇りを持って立ち向かおうとしたシャンファ。

　のほほんとした表面とは裏腹に、底知れない雰囲気と恐ろしさを秘めているイーリス。

　そして、堅かた物ぶつだが、誰かのために行動するやさしさと強さを持ったニコラ。

　仲間となる正典使いフオーミユラを頼ってもいいかもしれない。

　洗面所の備えつけのタオルで丁寧に水気をとる。敵が潜んでいるかもしれないと思い、愛用のフランベルジュも身につけてきたが、いくらなんでも気にしすぎのようだ。ここは大貴族であるイーリスの行き付けの店だし、怪しい者は入れないだろう。

　だが、トイレから出ようとしたところで──

　──一匹の蜂はちがエルザの視界に入った。

　大型のスズメバチだ。

　換気用に窓が開いていたので、そこから入ってきたのか。

「嫌なものを見たわね」

　エルザにとって、スズメバチは見慣れたものだ。

　ただし、見たくもないという意味では、ほかの人間と同じだろうが。

　エルザにだけわかる合図を含む特殊な飛び方で蜂は言葉を紡ぐ。



ひとりできて



　疑いが確信に変わった。

「間違いなく、ヘラの仕業ね」

　これはフラゴラに派遣された外典アポクリフア──エルザの妹ヘラが使役するスズメバチだ。

　使徒シビリエ襲撃はイーリスの推測通り、フラゴラが元凶だったか。

　そこまでは予想の範はん疇ちゆうだが──油断していた。

　刺客のほうから乗りこんでくることはあると構えてはいた。

　しかし、呼び出してくる刺客がいるとは思わなかった。



ついてきて



　蜂はさらに飛び方を少し変えて、メッセージを付け足した。

「犯人はわかったけれど……素直に喜べないわね」

　エルザにできる選択は二つ。

　蜂はちに素直についていくか、すぐにニコラたちに知らせるか。

　心からアチェロの使徒シビリエを信頼できていれば、後者を選ぶこともできただろう。

　ただ、まだ頼りきれない。

　もし、今、妹が全力で向かってきたら──

　──アチェロの正典使いフオーミユラたちでは勝てない。

　彼らの力を完全に見極められているわけではないが、自分が相手をしなければ、きっと無理だ。

　仮にエルザが命令に従わなかったのであれば、妹はさらに卑劣な手を使うかもしれない。

「どうやら、敵の退治は私一人の手柄になりそうね。ついていくわ。案内しなさい」

　蜂は窓から外へ抜けていく。

　エルザも窓から店の外に飛び出た。

　表の通りと違って、湿って暗い路地裏だった。










４話　パッサード家の三姉妹



「デザートのお菓子一つが昔の俺のバイトの時給より高い」

　メニュー表を見ながら、ニコラは暗い気持ちになった。

「俺と会長たちとの経済格差は何なんだ？　革命でも起こすしかないのか？」

「こんな時期に革命が起きたら、確実に他国の手がまわっていますわ」

　渋い顔でシャンファが言う。それも、もっともだ。

「ううむ、タルトがおいしそうだな。でも、こっちのムースも、捨てがたいしな……」

「ニコラ君、こういうのは決断が鈍いですね。普段は即断即決タイプですのに」

　イーリスは生徒会長の立場上、生徒の性格や成績なども軒並み把握しているという。

「俺もそう思います……。慣れない要素が入ると頭が働かなくて……」

「その様子だと、外典さんと暮らすのは苦労しそうですねえ」

　他人事のようにイーリスは言う。

「わかっているなら、違う部屋にして下さいよ」

「ですが、それは少し危うい気がしたんですよねえ」

「危ういって何がですか？」

「ほら、外典さんは孤高というか、あまり他人を信用していないように見えましたから」

「あっ…………」

　ニコラに対する人を食ったような態度も、そう言いかえるとすんなりと理解できる気がした。きっと、自分の力だけを頼りにして、これまで生きてきたせいだろう。

「そういえば、あいつ、姉妹で一族の後継者を争ってるって言ってたし……誰だれかの力を借りるなんて発想、ずっとなかったんじゃ……」

　だが、その発言に疑問が入った。

「そうでしょうか？　わたくしが見る限りでは、とくにそうは見えませんでしたわ」

　シャンファは腑ふに落ちないという顔をしている。

「それはニコラ君と一緒にいて角かどが取れたのでしょう。それとも、ニコラ君が外典さんの角をとってあげたんですかね」

「まさか、ニコラ、あの子と何かあったんですの!?」

　シャンファが身を乗り出してくる。

「ないない！　本当に普通に接してただけだ！」

「接するというのは……その……お互いの肌を重ねて……とか、そういうのじゃありませんわね……？」

　あらぬことを考えているのか、シャンファの顔はのぼせたように赤くなっている。

「あのな……俺の親父おやじはそういうの、本当にうるさいんだ。もしも何かあったら……即日エルザと婚約宣言してるよ……。でなきゃ、俺が親父に十回は殺される……」

　ふう、とシャンファがため息をつく。

「な、なら……いいですわ……」

「あと、あいつの角が取れてたとしても、俺は何もしてないぞ。どちらかといえば、バカにされてるだけだ」

「ニコラ君は自分を過小評価していると思いますけどねえ。けれど、これでわたしたち使徒シビリエと外典さんの結束も強くなりそうですね。休日の成果としては十分ですよう」

「会長、すみません、買い物が目当てなだけだと思っていました……」

　街中で行った敵のスパイの調査も含め、何重にも意味がかぶせられていた。知らないうちにすべてイーリスの手の内で踊らされているんじゃないかと思うと、空恐ろしくもある。

「デザート、どれもおいしそうですねえ。追加しましょうか」

「ニコラ様、お嬢様は買い物が一番の目的で間違いございません」

　イーリスの秘書のトルマリーナが淡々と告げる。

「あの、ところでニコラ、エルザとは感情的な部分でも、とくに何もないのですわよね……？　その、お互い、惹ひかれあっているだとか……」

　隣の席に座っているシャンファがつっかえながら聞いてくる。

「恋愛小説の読みすぎじゃないのか？　俺はウソつくの嫌いだし、つき通せるほど器用じゃない。というか、なんでそんなに気にするんだよ？」

「わたくしのライバルが好色だったら気持ち悪いと思っただけですわ……」

　赤くなって、シャンファが弁解するように言う。

「胸のつかえが一つとれましたわ……」

　そう言いつつも、シャンファの顔は冴さえない。

　そこに「ご注文はお決まりでしょうか？」と店員が来た。

「ニコラ君も決まりましたか？」

「ああ、俺はこのムース…………そういえば、エルザはまだ？」

　壁にある時計を見ると、十五分は過ぎている。

「そうですねえ……。トルマリーナ、様子を見てきて下さい」

　席を立ったトルマリーナは、一分も経たたずにあわてた足取りで戻ってきた。

「顔色が悪いですよ。どうしました？」

　ニコラにはいつもと同じようにしか見えないが、主人のイーリスにはわかるらしい。

「エルザ様は、いらっしゃいませんでした」

　ニコラの肌に寒気が走った。

　ただでさえ使徒シビリエが襲撃されている中で、エルザまで前触れなく消えてしまったのでは洒落しやれにならない。

「いないって、どういうことだ!?」

　そんなつもりはなかったのに、怒鳴るような声になってしまった。

「扉にカギはかかっておらず、廊下の窓は開いたままでした。中が荒らされた様子はありません。状況から判断すると、窓から出ていかれた可能性が濃厚かと」

「窓から出ていったって、どういう理由で……？」

「それがすぐにわかったら、苦労はしませんわ」

　隣の席のシャンファが、ニコラの肩に手を置く。

「今、熱くなれば、敵の思うつぼですわ」

　シャンファはエルザの席のほうを何かを確かめるように見た。

「剣はありませんね。幸い、帯剣はしていたようですわ。だとしたら敵とは戦えるはず」

「敵が襲ってきても、何もできないって事態は防げるか」

「ニコラ、エルザが向かった場所に心当たりはありませんの？」

「まったくない……。カサビアの街の中を歩くのも今日が初めてのはずだし……」

「誰だれかに連れ出された可能性もありますわ。手分けして捜さがしますわよ」

　シャンファは出ていこうとする。

「シャンファ様、お待ち下さい。単独で飛び出すのは危険かと」

　トルマリーナが凪ないだ海のような静かな表情で言う。

「敵が怖いから、固まって戦うつもりですの？　手分けして早く見つけるべきですわ！」

「シャンファさんの言うとおりです。それに──」

　イーリスは楽しげにニコラを見つめた。

「どうせ、何を言おうとニコラ君も捜さがしに出るつもりでしたでしょう？」

　もう、ニコラは大剣を背負っている。

「男なら、決して自分の仲間を見捨てるな──幼い頃ころから、親父おやじによく言われました。例外があったのは人生で一度だけです」

「例外？」

　そんな父もリディアを見失った時だけは、ニコラを行かせなかった。

「気にしないで下さい。個人的な話です」

　ここに突っ立っている時間だって惜しい。

「まったく。あれだけ俺に自分から離れるなって言ってたくせに、エルザのほうからいなくなるなんてな」

「ニコラ、あなた、やっぱりエルザのことを……」

「誤解するな、シャンファ。仲間として当然のことをしたいだけだ」

　効率を重視するために、四方に分かれてエルザを捜すことになった。

　店を出ると、イーリスが場所を指示していく。

「では、ニコラ君は西に、シャンファさんは北へ。わたしとトルマリーナは東と南を担当します」

　すぐにイーリスとトルマリーナは通りを走っていく。

　店から西へと向かおうとするニコラだったが──

「ニコラ、お待ちなさい」

　シャンファの手がニコラの腕に伸びた。

「なんだ、シャンファ？」

「あの……ニコラには言っておくべきだと思いまして……」

　決然とした顔でシャンファは言う。

「誰だれかのために命を懸けたりはしないで」

「……わかってる」

「わかってませんわ。沼獣インプの時のようなことを続けたら、いつかニコラは死んでしまいますわ。それでニコラの夢まで叶かなわなくなったら何の意味もないですから……」

　ライバルであり使徒シビリエでもあるシャンファには以前、妹のことも話していた。

　シャンファが自分のことをどれだけ大切に考えてくれているか。

　ニコラにも痛いほど伝わってくる。

「妹さんもあなたをきっと待っているはずですわ。自分が何を目標にしているのか、どうか間違えないようにして下さいまし」

「そうだな。肝に銘じておく」

　ニコラはうなずいて、

「あのさ、こんな時に聞くのもおかしいのかもしれないけど、シャンファは何のために戦ってるんだ？」

　シャンファはニコラの目を見ながら、左手を自分の胸に当てた。

「貴族としての誇りのためですわ」

　とてもシャンファらしい答えが返ってきたと思う。

　シャンファの両方の肩にゆっくりと手を置く。

「シャンファが悲しむような真ま似ねはしない」

「絶対ですわよ」

「だから、お前も絶対に死ぬなよ」

　シャンファは耐えられないように目をそらした。

　泣きそうになっているのがニコラにもわかった。

「じゃあ、またあとでな！」

　ニコラは駆けだした。

「そんな言葉をかけられたら、気持ちがぐらついてしまいますわ……。バカ……」

　シャンファは顔をぬぐい、自分の役割を果たすために走っていった。



　　　◇



「これじゃ、ヒントが何一つない宝捜さがしだな」

　街を駆け抜けながらニコラは愚痴をこぼす。

　アチェロの首都であるカサビアの人口は、三十万人にもおよぶはずだ。

　そこから当てもなく少女一人を見つけろというのは絶望的に難しい。

　かといって、自分のパートナーであるエルザを捜さないわけにもいかない。

　使徒シビリエの襲撃犯の存在を考えると、なんとしてもエルザを無事に見つけ出さないといけない。

　血眼になるニコラを嘲あざ笑わらうように、街は雑音に包まれている。

「あいつ、何かヒントぐらい残していけよな」

　走り続けても、いまだ何の手がかりもない。

　気力が萎なえたわけではないが、肺のほうに限界が来た。

　足を止めたのは、人ひと気けもない狭い通りだった。

「もっと街の外れまで行ったのか？」

　少しでも事態がプラスとなるように想像力を働かせる。

　刺客を一撃の下もとに倒すエルザ。

　華麗に刺客から逃げ去るエルザ。

　あの外典アポクリフアの力を持つ少女がそうそうやられるわけがない。

　けれど、どうしても最悪のケースが頭から離れない。

　それは過去の自分の記憶に似たところがあるから。

　ニコラは、十年前、妹のリディアを失った。

（絶対に見つけだしてやる）

「──お前さん」

　いきなり、ニコラを呼び止める声がした。

　腰の曲がった老人だ。杖つえがないのに立っているのが不思議なくらいだ。

「ちょっと、尋ねたいことがあるのじゃが」

　焦っているニコラのことなどお構いなしののんびりした声。

「悪い、じいさん！　急いでるんだ！」

「エルザという子を捜さがしておるのかね？」

　はっとして、老人をにらみつける。

　その視線をきっかけにしたように、老人の体が波打っていく。

　ヘビが古い皮を脱ぎ捨てるように。

　まさしくそれは脱皮だった。

　老人の皮を剥はいで出てきたのは、なまめかしさと妖あやしさをまとった女性だ。年格好は二十歳前後だろうか。

　ただ、そこには甘美な雰囲気よりも──

　──はるかに強い死のにおいがある。

　死線をかい潜くぐってきた強力な神術師しんじゆつしであることはニコラにもすぐにわかった。

「あんた、誰だれだ？」

「名のるなら自分から。まあ、知ってるけどね、ニコラ・フォン・リッター君」

　艶あでやかでありながら、ぞっとするほど冷たい声。

　もし、死神が姿を見せたらこんな見た目かもしれない。

「妹がお世話になってるわね。私はシエヌ・パッサート。エルザのお姉ちゃんよ」

　パッサート家の長女。

　そして、ニコラの祖国であり、敵国でもあるカクトゥスの外典アポクリフア。

「エルザに何をした？」

「ふふ、そういう目、嫌いじゃないわ。ぞくぞくしちゃう」

　にらみつけられても、シエヌはうすら笑うだけだ。

「だけど、この体を殺そうと思っても無駄よ。本物の私はもちろんカクトゥスにいるから」

　人間に擬態していたのか操っていたのかわからないが──

　──どちらにしろ、正典カノンにこんな奇妙な神術は存在しない。

「エルザに何があったかは教えてあげるわよ。でも、そのことを話したら、あなたみたいな男の子はすぐに突っ走るでしょう？　だから最後にとっておくの」

　じらされるのは気分が悪いが、この女を無視してエルザが見つかる保証もない。

「アチェロの使徒シビリエを襲ったのはあんたか？」

　次の瞬間──目の前にナイフがきらめいていた。ヘビの牙きばを思わせる鋭い刃。

　ニコラが気づかないほどの速さで距離を詰められた。

（剣を抜く暇もなかった……）

　今は二人の肌が密着した状態。

　かといって浮ついた心なんて生まれるわけがない。

　瞬まばたきをしているうちに、このナイフが体に突き刺さっているかもしれないのだ。

「次、私を侮辱したら刺すわ。どうしてそんな卑ひ怯きような真ま似ねをしなければならないのよ。私もカクトゥスの使徒も関係ないわ。もっとも、エルザとあなたが初めて会った時の刺客が、フラゴラの軍隊だということは把握してないわけでもないけどね」















「侮辱は謝罪するから、離れてくれないか？　肌が触れてるとドキドキするだろ。命の危険を感じてさ」

「イヤよ。だって、このほうが話をしやすいでしょ」

「脅しやすいの間違いだろ」

「察しがいいわね。これなら逆らう気も起きないでしょう。そうそう、エルザもやたらとあなたに肌を触れ合わせてくるでしょ。あの子は昔からさびしがり屋なのもあるけど、うちの一族の伝統でもあるの」

「伝統？」

「肌が相手に密着していれば、すぐに相手を殺せるでしょ」

　光を浴びてナイフがきらめく。

「外典を身体からだで受け継ぐってことは、文化を後世に残しましょうだなんて甘い理由とは違うの。この血を絶やそうと必死になる連中もいるしね。文字通り、必ず死ぬんだけど」

　天境国にも忌むべき外典アポクリフアの力を滅ぼそうとする者はいるのだろう。

　その圧力を乗り越え、外典の一族であるパッサート家は生き延びてきたわけだ。

　首筋にあるナイフをニコラはどうしても意識してしまう。

　気を強く持とうとしないと、恐怖に飲まれそうになる。

　死地は何度もかいくぐってきたつもりだったが、殺意を持った者のそばにいるのは初めてだ。

「それで……あんたはなんで出てきたんだ……？」

「そうね。あなたが生意気だから肝心の話を忘れてたわ」

　ふっと、耳元に息がかかる。

「エルザにこう伝えて。さっさと戦いから降りて私に飼われなさいって」

　明白な降伏勧告。

「かわいい妹にケガはさせたくないの。あなたも妹がいるから、気持ちがわかるでしょ？」

「！」

　ニコラ自身にもよくわからない感情が湧わき起こった。

「あんた、リディアを知ってるのか……？」

　冷静さを失いかけた。状況を考えずに相手に突っこもうとしていた。

　シエヌ・パッサートはカクトゥスの外典アポクリフアだ。

　リディアについて何かを知っている可能性はある。

「人質にしたりはしていないから、安心しなさい。カクトゥスはフラゴラなんかと違って、常に正々堂々としてるわ。策を練る必要もないから」

　それはウソではないだろう。

　カクトゥスの貴族は卑ひ怯きような振る舞いを憎む。もちろん神術師しんじゆつしでもそこは変わらない。

〈統一戦争サクセツシヨン〉に参加できる使徒シビリエが五名と定められた時点で、その五人と外典アポクリフアだけで小細工もなく、決着をつけるつもりだろう。

「別にフラゴラとアチェロが結託してもいいわよ。むしろ、対戦国が最高の状態を作ってから戦うのがいいわ。それがカクトゥスの回答ね」

「わかった……」

　今は自分の妹よりも、エルザのことだ。

「エルザに伝言するくらいのことは俺でもできる。だけど、それで戦いから降りるような性格じゃないだろ、あいつ」

「わかってるわよ。だからといって、かわいい妹に黙って死ねとは言えないでしょう？」

「あんたがエルザを愛しているとは、意外だな」

　軽口が過ぎたかと思ったが、ナイフは首筋から動かない。

「愛してるわよ。だから──ずっと閉じこめて出られないようにしておくの」

　あまりにも歪ゆがんだ善意がニコラに触れている。

「私は妹が二人とも大好きよ。だから、もう二度と危険な目に遭わせたりしないの。パッサート家は私が継いで、二人は美しいお人形になればいいの。それから家族で仲良く幸せに幸せに幸せに幸せに幸せに暮らせばいいのよ」

（こいつ、考えは壊れてるけど……）

　──一切の迷いがない。

　シエヌの表情はうっとりとすらしていた。

「あの子はパッサート家の人間にしては、やさしすぎるのよ。これから〈統一戦争サクセツシヨン〉が本格的にはじまるのに、その最前線に立てるわけがないわ。もっと非情で残酷でイカれてる奴やつのほうが戦争に出るには似合ってる、そう思わない？」

「同意する。だけどな、これは俺の意志でしかないけど──」

　言葉にしてみて初めて、そんな明確な想おもいが自分にもあったと、ニコラも驚く。

「──俺はあいつと一緒に戦いたい」

　エルザと一緒に、アチェロを、セレンディア島を、守りたい。

「それがアチェロの使徒シビリエとしての答えだ。もちろん、あいつが降りるって言ったらどうしようもないけどな」

「いい目をしてるわね。ぞくぞくはしないけど、嫌いじゃないわ」

　ようやくシエヌはナイフを下げた。

　距離もニコラから三歩ほど離れた。

「だけど、あなた、このまま戦えばそのうち死ぬわよ」

「死なないようにやるさ」

「みんなそう言って、たいていは死ぬものよ」

　これが脅しではなくてシエヌなりの警告だということはニコラにもわかる。

「あんたにここで命いのち乞ごいしても殺すつもりなんだろ？」

　シエヌは命乞いをしているニコラを想像したのか、吐き捨てるように、

「そんなクズ、この場で殺すに決まってるでしょ」

「だと思ったよ」

　最初から選択の余地など、どこにもない。

「そろそろ、私のかわいい妹のことを教えてあげようかしら」

　ようやく本題がやってきた。

「下の妹がつまらないことをしたみたい。ヘラは臆おく病びようなくせにこざかしい手口ばかり考えるんだから。大人しく私に飼われていればいいのに」

　妹の名前を口にして、シエヌは嫌そうな顔をした。

「下の妹ってことは、フラゴラの外典か」

「そういうことね。他国間のことには不干渉のつもりだったけど、今回はヘラが気にくわないから、特別にヒントをあげるわ」

　シエヌは指で石畳を差した。

「これがヒントね」

　なんてことのない道があるに過ぎないが。

「石畳をどけると、地下迷宮の入口が──なんてわけはないよな」

「子供のおとぎ話は卒業しなさい」

　遭遇した時ほどの殺気はシエヌから漂ってこない。

「いずれ会いましょう。あなたが生き残ってたらね」

　シエヌはニコラに手を振った。

　ほんの少し前までニコラにナイフを突きつけていた人間とは思えない。

「その時は、私が殺してあげるわ」

　シエヌの体が脈打ち──その皮がだんだんとはがれていく。

　その皮を破って出てきたのは、最初に見た老人の姿だった。

「はて……ワシは何をしておったのかの……？」

「夢でも見てたんじゃないですかね」

「うーむ、ヘビに飲まれた夢を見ていた気がするわい」

　老人の足下を小さなヘビが離れていった。黄と黒の縞しまが入った虎とらのようなヘビだ。

（あいつはヘビ使いなのか？）

　だが、大切なのはそんな考察ではない。エルザの居場所のヒントはたしかに手に入った。

「石畳？　あるいは地面……？」

　何の変哲もない、せいぜい濡ぬれているだけの石畳。

「──濡ぬれている？」

　何か細いものが、その上を這はったような跡がある。

「なんだ、これ……？」

　ともかく濡れた石畳の跡をつけて、大通りのほうに向かう。

　よく見ると、いくつかの濡れた跡が広い道のほうに集まっている。

　そして、街の外れへと続いている。

「これはヒントで間違いないようだな」

　前だけを見つめて、ニコラは加速する。

　さっきまで走ってきた疲労はだいぶ収まった。

「怖い魔女に脅されて、体も冷めたんだな」

　そこだけはシエヌに感謝しないといけないかもしれない。

　まだまだ走れそうだ。

「待ってろよ、エルザ」










５話　外典使いの正体



　蜂はちはエルザが追いかけられる程度の速さで、あわただしく飛んでいく。

　向こうも焦っているのかもしれない。

（作戦を練っていたのがヘラだとしたら、容赦はしないはず）

　パッサート家の三女──ヘラ・パッサートは手段を選ばない。

　姉のシエヌとはまた違った方向の性格破は綻たん者だ。

　シエヌは残酷だが、卑ひ怯きような振る舞いはしない。圧倒的な神術の実力から、策を用いるまでもないと考えている。

　けれど、妹はその逆だ。

　自分の身を守るためなら、勝つためなら、何だってやるのが当たり前。

　実力で自分が勝っている相手にすら、考えられる限りの謀略を行い、破滅させる。

　直接戦うこと自体が大嫌いで、そのために悪知恵を徹底して働かせる。

　それはわかっていたが、まさかフラゴラの使徒シビリエを差し置き、外典アポクリフアのヘラ自身が暗躍しているとは思わなかった。

（あの子、いつも自分は表に出てこようとしないのに……）

　道はだんだんと街の郊外に向かっていく。

「どこまで行くつもり？」

　蜂はちに問いかけるが、返事はない。

　人の数が少なくなっていく代わりに、正面に巨大な壁が見えてくる。

「城壁が近いわね」

　カサビアの街は周囲を、川のような堀と高い城壁で覆っている。

　都市そのものが巨大な砦とりでにすぐに変われるように設計されているのだ。

「街の端まで来たようね」

　さらに堀をへだてた先にいる敵を攻撃しやすいよう、城壁はトゲ状に外部に張り出している。カサビアが「セレンディア島の星」と呼ばれるゆえんだ。

　なので、街の内側から見れば城壁の張り出している数だけ袋小路が生まれることになる。

　エルザがたどりついたのも、そんな城壁の先端部分の一つだった。

　来た道以外の面は高い壁にはばまれている。

　その行き止まりに小さな箱が置いてあった。

　分厚い本を一冊入れれば埋まる程度だろうか。

　スズメバチはその前で「あけて」と合図を送る。

「罠わなにしては露骨すぎるわね」

　蜂は「プレゼント」と続けた。

「ヘラにプレゼントをもらった記憶なんて、私の人生のどこにもないはずだけど」

　もっとも、蜂の命令に逆らうわけにもいかない。

　敵はアチェロの使徒シビリエの命を握っているようなものだ。

「開けてあげるわ。でも、検査はさせてもらうわよ」

　少し距離をとり、細身の剣を振る。

　黒い炎が飛び出し──箱を包む。

　火はすぐに消えた。箱自体は何の傷もついていない。

「火薬は使ってないみたいね。だとしたら、箱を開けただけで致命傷を負う神術の罠もないはずだし──気配もない」

　人間が潜んでいる様子はない。箱を開けた途端、誰だれかが襲ってくる可能性もないだろう。

「私たちの戦力を分散させることが目的で、本命はニコラたち正典使いフオーミユラかしら……？」

　可能性としてありえなくはない。

　エルザを引き離して、残った使徒に攻撃を加えているのかもしれない。

「早くこの箱を片付けたほうがいいようね」

　とにかく、命じられたまま、自分は箱を開けるのだ。

　右手は即座に炎の神術を浴びせられる準備をしたうえで──

　──左手だけで箱を開ける。



　途端──大量のスズメバチが一斉に飛び出してきた。



「っ！　〈黒い蠍スコルピオ〉！」

　瞬時に黒い炎で蜂はちを焼き払う。

　焼かれた蜂は霧のように形を失っていく。これは、神術で生み出した蜂なのだ。

　それでも、全部を焼くことはできなかった。

　残った蜂に五箇所は刺されただろうか。すべて右腕だ。

　すぐに生き残りも焼き落としたものの、腕に鈍い痛みが残る。

　箱の中には、一通の手紙が入っていた。



大嫌いなエルザお姉ちゃんへ

一から五刺しは衰弱

六から九刺しは重傷

十刺し以上なら死亡

普通の人が刺されたら一撃で死ぬけど、お姉ちゃんならこんなもの

フラゴラのヘラ・パッサート



「見え見えの罠わなだったのだから、もっと徹底的に調べておけばよかったわね……」

　詰めが甘かった。くちびるを薄く噛かむ。

　開く際に箱を前に蹴けり飛ばしていれば、刺される前に対処できたかもしれない。

「このバカげた効能書きが信じられるなら、衰弱でとどまりそうね……。動くぐらいなら、問題なくできそうだけど……」

　右腕を押さえながら、エルザは来た道を引き返そうとする。

　スズメバチがまた目の前に現れた。

　道案内役の一匹だ。離れたところにいたので、エルザの神術を免れたのだろう。



にがさない



　それを伝えると、力尽きたのかスズメバチは粒子状になって、かき消えた。

「逃がさないって、誰だれもいないじゃない──!?」

　頭上から何かが襲いかかってきた。

　咄とつ嗟さにかわして、黒い炎を放つ直前に、その姿を視認する。

　焼き焦がすのと、それが何かを理解するのが同時だった。

「妖液物ウーズ……？」

　初心者の正典使いフオーミユラが神術を失敗した時に召喚してしまう下等生物だ。ゼリー状の体で引きずるように移動する性質を持つ。

　何かを攻撃しようという意志すらない、ただ「ある」だけのものだ。

「近くに初心者の正典使いフオーミユラでもいるのかしら。この様子だとあまり優秀ではなさそうね」

　エルザが来た道のほうからも妖液物ウーズがやってくる。

　いや、妖液物ウーズを見ていなければ、地面が濡ぬれているようにしか見えない。

　ただ、それがエルザの目の前で、組み立てられるように巨大化していき、形を成す。

　原因は不明だが、エルザに敵意を向けているらしい。

「こういうぷにぷにしたものは生理的に受け付けないんだけど、言ったって無駄よね」

　エルザは短い呪じゆ文もんを暗唱し、炎を放った。

　片っ端から妖液物ウーズを焼き尽くす。

　いくら、腕を毒どく蜂ばちに刺されているからといって、妖液物ウーズに殺されるほど弱ってはいない。

　それでも、数が多すぎた。

　倒すことはできるが、少しも道を進めない。

　前だけならいいが、時折、周りを囲む城壁の上からも妖液物ウーズが落ちてくるのだ。

「どうしてこんなに妖液物ウーズばかり襲ってくるの……？」

　ヘラがエルザの足止め用に配置していたのだろうか？

　早くニコラたちの元に戻らなければいけないのに。

　きっと、みんな、急に店からいなくなった自分を心配しているから。

「ああ、ここにいましたのね！」

　なじみのある声が聞こえた。

　シャンファだ。エルザのほうに駆け寄ってくる。

「みんなで捜さがしてましたのよ。無事……ということでよろしいですか？」

「なんとかね……。刺客はフラゴラから来ていたわ……。ヘラっていう私の妹よ」

「それにしても、頼りにならないですわね」

　シャンファは腰に手を当てて、あきれている。

「奇襲を受けたけど、少し、蜂に刺されちゃっただけよ」

「こんなていたらくなら、最初からわたくしに任せればいいんですわ。スズメバチぐらいで倒せる相手ではないんですから」

　エルザの体に寒気が走る。

「……どういうことかしら？」

　そういえば、シャンファが近づいてくるのに──

　──妖液物ウーズはまったく彼女を狙ねらおうとはしていない。

「ヘラは強力な外典使いデイナイアルでしょうけど、それでも限界があるようですわね。遠方で蜂はちを操れるのは数匹程度。それもたいした時間じゃない。神術で呼び出した蜂とはいえ、これが生物を操る者の泣き所でしょう」

　シャンファの前に妖液物ウーズが集まり──だんだんと合体していく。

「だから、こんな小手先の罠わなを仕掛けるしかなかったのですわ。それでも毒どく蜂ばちの針で刺してくれただけ、よしとしましょうか。いけ好かないお子様ですけれど、感謝はしてあげますわ」

　これまでと比べ物にならないほどの妖液物ウーズが密集している。

「妖液物ウーズは心がない、空っぽな生物ですからはるかに操りやすいですわ。使役者が近くにいないと使いこなせませんけどね」

　シャンファは、顔に浮かべていた笑みを消した。

「水仁住真宇邪魅之群礼みずにすまうじやみのむれ、其乃力我是仁放天そのちからをここにはなて……」

　詠唱を聞いて、エルザの顔から血の気が引く。

「これは異端神しん暦れき語ご…………」

　だとしたら、目の前にいるのは外典使いデイナイアル。

　そして、出現したのは、剣を持った兵士──の形をした妖液物ウーズたち。

　氷細工のような半透明の体が、半透明の剣を向ける。

「堀の水では足りないので、街の井戸という井戸から水をお借りしてきましたわ」

「ちょっと待って……。妖液物ウーズを自在に操る神術なんて聞いたことがないわよ……」

「そうでしょうね。学院の書庫をすべてあさっても記述はないと思いますわ。あなたの反応を見る限り、天境国にもないのかもしれませんわね。我がバンディエーラ家で代々、秘密裏に受け継いできた神術ですから」

「あなた、水や氷の神術を使う正典使いフオーミユラだったんじゃないの？」

「ええ、わたくしはアチェロの正典使いフオーミユラとして使徒シビリエに選ばれましたわ」

　シャンファが左腕を右の指で示す。

　たしかに、そこにはアチェロの使徒の証あかしである聖せい痕こんがある。

「ですが、わたくしが正典使いフオーミユラであるということと、外典使いデイナイアルでもあることは矛盾しませんわ。それとも外典使いデイナイアルは天境国にしかいないとでも思っていらっしゃったの？」

　複数の系統の神術を使うことは、正典カノンの中でもたまにあることだ。

　ならば、正典と外典アポクリフアの両方を習得することも、テキストと聖せい遺い物ぶつさえあれば原理的には可能だ。

「妖液物ウーズの材料は水を中心とした液体。正典による水の神術との併用は難しくありませんから」

　シャンファは頭の髪飾りを指差す。

「この髪飾り、左が正典で、右が外典の聖せい遺い物ぶつですの。一族で受け継いできた、きっと世界で一つしかない代物ですわ」

　聖遺物を教えられて、エルザもシャンファの心づもりがわかった。

「本気で私を殺す気なのね……」

　聖遺物の存在は、神術師しんじゆつしが軽々しく人に教えていいものではない。戦闘中に奪われたり、壊されたりしては、神術がまったく使えなくなり、無力になる。

　それを敵に伝えることは──生きて帰さないことを意味する。

「でなければ、わたくしが外典使いデイナイアルということだって教えませんでしょう？」

　シャンファの周囲の妖液物ウーズが、羽の生えた醜い沼獣インプの形になる。

　昨日、決闘の際にシャンファを襲ったものと同じ形状だ。

「あの化け物も妖液物ウーズから作っていたってわけね……。そういえば、皮膚が透き通っているように見えたけれど……」

「細かく見ていれば、すぐに本物の沼獣インプではないとわかったでしょうけど、そんな余裕はなかったでしょう？　あの時はあなたの実力を測るだけで、一度引くことにしましたの」

　シャンファの周囲には、濁った空気が漂っている。

「ニコラの部屋のお風ふ呂ろにも何かいませんでしたか？　偵察用に入れておいたのですが。妖液物ウーズの『目』を通した情報をわたくしは見れますの。ばれる危険があるので、普段は使わないんですけどね」

「のぞきなんて、お利口な優等生に似合わず、ずいぶん下品な趣味ね」

　エルザが風呂場で妖液物ウーズを見た時、自分に近いような、奇妙な感覚があったが──

「外典の神術だったからなのね……」

　自分の甘さを呪のろうように、軽くくちびるを噛かむ。

「ニコラと私が出会った街にいた刺客も、あなたの仕業ね」

「あれは不本意ですわ……。ニコラには手を出さないという約束でしたのに……」

　なぜかシャンファは気まずそうな顔になっていた。

「聞くことは聞かせてもらったわ。あなたを倒して天境国にいる〈統一戦争サクセツシヨン〉の審議官にこの件を通報する。使徒シビリエが他国の内通者になっているだなんて茶番もいいところだわ」

「無駄ですわよ。いなくなった使徒を補充できるわけではありませんもの。アチェロが不利な状況が変わるわけではありませんわ」

「アチェロもひどいハンデを背負わされたものね」

　仮に、シャンファを倒したところで、残る使徒はニコラとイーリスのみ。

　外典アポクリフアであるエルザを足しても三人しかいない。

　その三人で二国に打ち勝てというのは、あまりに絶望的だ。

「シャンファ、あなたのことも信じてあげようと思ったのに」

　めまいがするのは、毒が回ったせいか。

　目を覆いたくなるような現実にぶつかったせいか。

「つらいとは思いますわ。だから、早く負けを認めて〈統一戦争サクセツシヨン〉から降りなさい」

　それがエルザへの最後通告。

「非情だろうとなんだろうと、これは戦争ですわ。あなたも決闘の時に言っていましたわよね。勝者がいれば敗者も生まれるだけのことですわ」

「そうね。だから私は〈統一戦争サクセツシヨン〉の勝者になって帰るわ」

　エルザは細身のフランベルジュを静かに構える。

「来なさいよ、妖液物ウーズ使い。私の炎で蒸発させてあげるわ」

「毒を受けたままで戦えば、それだけ早く回りますわよ。その体で動けばどうなるか想像はつくでしょうに」

　激しく動いて、体が保もつという保証はない。

　かといって、ここで敗者になるなんて認められない。

「もし、これがニコラなら体に毒が回ろうと最後まで戦うはずよ」

「なっ……！　ニコラは関係ありませんでしょう……！」

「そんなことないわ。私のご主人様だもの。少なくとも、ニコラはあなたみたいな裏切り者を好きになることはないでしょうね」

「だ、だから、ニコラの話をしないで下さいまし！　ニコラは無関係ですわよ！」

「そういうことにしておいてあげるわ」

　汗をにじませながら、エルザは笑う。

「昨日の決闘の続きをしましょう」

「わたくしも全力でいきますわ！　妖液物ウーズ、あの女に突撃しなさい！」

　妖液物ウーズたちが跳ねた。

　まず、突っこんできたのは兵士の形をした妖液物ウーズだ。

「そんなもの、呪じゆ文もんを詠唱するまでもないわ」

　剣を向けて、間合いを取りつつ、黒い炎を発する。

　だが、妖液物ウーズの兵士は炎を受けたまま、エルザに向かって突っこんでくる。

　妖液物ウーズに恐怖の概念はない。焼き切らなければその動きは止まらない。

「まだ、動くつもり？　裏切り者の使う怪物は散り際まで醜いのね！」

　手に持った剣で真っ二つにはするが──

　すぐさま二体目、三体目が迫ってくる。

　もっと敵から距離をとって戦いたいが、リズムを作らせる暇も与えてくれない。

「ああ、もう！　リセットするわ！　調伏乃炎熱我ちようぶくのえんねつを、千虐乃罪人仁せんぎやくのざいにんに、一いち億おく八はつ千せん万まん乃の毛け穴あな仁に迄まで流なが志し入い礼れ与よ！」

　業ごう火かで妖液物ウーズでできた兵士と沼獣インプは、まとめて消滅させた。

「暗唱ではなく、ちゃんと口で唱えれば、威力はそこまで落ちてもないようね」

「そのようですわね」

　シャンファには何の焦りもない。

　彼女の周囲にまた、蒸発したものの数倍にもおよぶ数の妖液物ウーズが現れる。

「使徒シビリエと違って補充は簡単ですの」

　シャンファが指をはじくと、また妖液物ウーズは兵士や沼獣インプの形になる。

　心などないはずの妖液物ウーズの兵士は、統率のとれた軍隊のように、隊列を作る。

　沼獣インプも不格好な羽を生やして、その上を舞う。

「数だけでどうにかしようだなんて、幼稚な発想ね……」

「こちらも手は抜きませんわ」

　再び、シャンファが指をはじく。

　整然と妖液物ウーズの軍団が襲いかかってくる。

　兵士は陸から。

　沼獣インプは空から。

　それだけではなく、ほかの妖液物ウーズはエルザの背後からも攻めたてる。

「後ろからも!?」

　エルザは不意を突かれた。

　妖液物ウーズは非生物と生物の中間だ。気配はなく、足音もない。

「消えなさい！」

　向きを変え、背後の妖液物ウーズを剣で切り裂いていく。

　まず雑魚を打ち払ったあとに、炎を巻き起こす。

　ただ、兵士などに姿を変えた妖液物ウーズは、力をこめた神術でないと消せない。

　どうしても確実に敵を焼ききるために、呪じゆ文もんの詠唱が必要となる。

　それでも、詠唱は必然的に集中力の低下を起こす。

　前後左右、しかも頭上からも敵に囲まれた場合は──

　──追い詰められてしまう危険性が極めて高い。

「さて、わたくしも直接手を下すとしましょうか。水すい精せいウェルよ、心より邪念雑念妄念想念を取り除き、澄み渡った部分だけを持つ我に力を与えよ、水すい弓きゆう水すい矢し！」

　シャンファの前に水を固めた弓と矢が現れる。

　正典使いフオーミユラとしての神術だ。

「水であなたを射殺すれば証拠も残りませんわ」

　シャンファは勢いよく、水でできた矢を放つ。

「っ！」

　矢は左腕を貫いたところで、ただの水に戻って、路面を濡ぬらした。

　衝撃を受け、思わず、右手の剣も落としそうになる。

　何かが自分に向かって飛んでくるところまではエルザも把握していた。

　だが、反応が遅れた。

　周囲に敵が密集していて、動ける範囲が狭い。

　迷っているところに、水の矢が飛んできた。

　体には毒が回っていて──

　左腕は射い貫ぬかれた傷口から血が流れていて──

　そのうえ、全方位を敵が囲っていて──

「姉さんや妹との生活で、厳しい状況には慣れているつもりだったけど……」

　妖液物ウーズの兵士たちが、エルザを取り囲む。

「エルザ、諦あきらめなさい。無理なものは無理ですわ」

「まだ、戦える……」

「このまま続けても、死ぬだけですわ」

　シャンファの声はどこまでも冷たい。

「その意地もわからなくはないですわ。あなた、一族の後継者とされているそうですわね」

「ええ、私はパッサート家の正統な後継者よ。これに負けたら、剥はく奪だつされるのは目に見えているけどね」

「そんなもの、失っても幸せに生きていけますわ。ご心配なく。カクトゥスなんかが支配する世の中はわたくしも願い下げですから。フラゴラに勝たせてみせます。ヘラの策略を手伝うのは怖おぞ気けが走りますけど」

「私の一族のこともよく知らないのに、ずいぶん好き勝手なことを言ってくれるわね」

　シャンファは小さくくちびるを噛かんだ。

「あなたが死んだら、ニコラが悲しみますわ」

　シャンファは、自分の行為がニコラを裏切るものだということを自覚している。

「早く負けを認めなさい。わたくしもニコラに危害を加えるつもりはありませんから。む、むしろ命を懸けて守るつもりですわ……」

「裏切り者の言葉が素直に信じられると思う……？」

　強がりのように、エルザは笑う。

「わたくしは別にアチェロの使徒シビリエには恨みはありませんもの。倒した二人の使徒も殺さずにフラゴラに逃がしてあげましたわ」

　エルザを取り囲んでいた妖液物ウーズの兵士は姿を液状に崩して、ほかの妖液物ウーズに合流した。

　入れ替わるようにエルザの背後に妖液物ウーズの巨人が出現した。

　妖液物ウーズは水のかたまり。エルザの頭に叩たたきつけるように降りかかれば、その量と圧力で即死だ。

「さあ、その口で負けたとおっしゃい！」

「そうね、私はこの〈統一戦争サクセツシヨン〉を──」

　この期におよんで、エルザから笑みは消えない。

「──降りるわけないでしょう？」

　答えは決まっていた。外典アポクリフアを継ぐ者として、ここで諦あきらめるわけにはいかない。

「どんな敵にも私は負けるわけにはいかないの。もちろん、ご主人様──ニコラのためにもね」

「また、ニコラ、ニコラって！　あなた、ニコラの何なんですの!?」

「だから、私のご主人様だと何度も言っているでしょう？」

　エルザはシャンファを挑発するように言う。

「だけど、無様に負けるつもりはないから。あなたを倒す方法も私は持っているわ。ただ、少しばかり準備に時間が必要なだけよ」

「その時間はどう作るつもりですの？」

　シャンファは愚かな、救いようのない者を見る目になる。

「そうね、これから考えることにするわ」

「わかりましたわ！　地獄で後悔しなさい！」

　シャンファが妖液物ウーズの巨人に攻撃を命じる。

「──二人でね」

「えっ!?」

　妖液物ウーズの巨人が動き出すのと、その頭に巨大な雷撃が落ちるのが──同時だった。

　雷撃の勝利だ。

　妖液物ウーズは水に戻って、地面に垂れた。

　こんなことを人為的にやれる神術師しんじゆつしは一人しかいない。

　ニコラ・フォン・リッターが大振りの剣を持って、ゆっくりと歩いてくる。

「遅いにもほどがあるわ。待ちくたびれたわよ」

「悪いな、怖い女性ひとに時間を取られてたんだ」

　ニコラも走ってきたのか、かなりつらそうだが──

　──目は力強く輝いている。

「お前の姉さんからの伝言だ。早く戦争を諦めて、自分に飼われろって」

「それで私が大人しくするとでも思っているの？」

　エルザは笑う。

「姉さんに飼われるぐらいなら、まだニコラに飼われるほうがマシだわ」

「毎日のように噛かみついてこられてもかなわないけどな」

「私には一族の後継者としての牙きばがあるの。ニコラが妹に再会するために牙を研いできたようにね」

「そうか──」

　ニコラも笑って、背中のファルシオンを抜刀した。

「──俺の牙も鋭いぞ」










６話　蠍の炎、使徒の雷



　まさに間一髪だった。

　ただし、まだ何も解決はしていない。

　目の前にはニコラの知りたくもない現実が広がっている。

　ニコラの前にはシャンファ、さらにその奥に傷ついたエルザ。

「なあ、お前、本当にシャンファなのか……？」

　エルザを攻めていたシャンファを前にしても、ニコラはこの現実が信じられない。

「ほ、ほかの誰だれに見えますの……？　水すい精せいウェルを守護神として、アチェロ国内の領地を十七代にわたって守ってきたバンディエーラ家の長女、シャンファですわ」

「まさかお前が使徒襲撃の実行犯だったなんて、まだ理解が追いつかない」

「し、仕方がなかったんですわ……」

　シャンファはニコラの顔が見られない。

　こうなることも、覚悟の上の行動だったはずなのに。

「お前は貴族の誇りのために戦ってるんだろ？　俺にはっきり言ったじゃないか」

「その通りですわ。これ以上、我が家の誇りを奪われることに耐えられませんでしたの」

「誰だれに奪われたんだよ？」

　よほどのことがないと、シャンファがこんなことをするわけがない。

「決まっているじゃありませんか。この国、アチェロの政府にですわ！」

　シャンファは激げつ昂こうした声で叫ぶ。

「わたくしたち貴族の権利は、相次ぐ法の改正によって後退する一方ですわ。今は、大学出身の官僚と、その官僚出身の議員が国を動かす時代ですもの。政治の権限ぐらいいくら与えてもいいですが、彼らは貴族の尊厳まで脅かすつもりですわ！」

　街でニコラたちが話題にしたほど、アチェロでは中央集権化が進んでいた。

　王の手足となる官僚が増える一方で、各地で力を持っている貴族の権利は制限される運命にあった。

「もし、このままアチェロが〈統一戦争サクセツシヨン〉に勝ち残れば、貴族の土地所有をこれまで以上に規制する法案が可決されます。そうなれば、バンディエーラ家は土地の半分近くを失うことになります。国が接収した土地に何を作るかも、政府の官僚たちは皮算用しているようですわ」

　シャンファは強く両手を握り締めた。

「貴族の力が衰えていく時代の流れは理解していますわ。けれど、貴族は命を懸けて先祖伝来の土地を守るものでしょう？　土地を失うために、国を背負って使徒シビリエとして戦えだなんてわたくしの一族をないがしろにするにもほどがありますわ！」

「先に政府に裏切られてたって言いたいわけか……」

「フラゴラの側について勝てば、すべての権益を保護すると確約されていますの。バンディエーラ家の当主であるお父様は、わたくしにアチェロからフラゴラに寝返ることを命じましたわ」

「お前とこんな形で戦いたくはなかったんだけどな」

　ニコラも貴族のはしくれだ。先祖伝来の土地と家名を守りたい気持ちは理解できる。

　アチェロの政府もお世辞にも上う手まく機能しているとは思えない。国が一丸となるべき時に、国民をバラバラにするような法律を作ろうとしている。

「俺の家は一度、十年前にすべて失った」

「ニコラも亡命してきたのだったら、元いた土地を奪われる気持ちはわかるでしょう……」

「だけど──俺はシャンファに同意することはできない」

　ニコラは胸を張って、シャンファの顔を見すえる。

「アチェロに亡命を受け入れてもらえなかったら、俺の家はカクトゥスの追手に全員殺されてた。この国には恩義があるんだ」

　たとえ、カクトゥスを追われても、武人の血が流れていることに違いはない。

　武人として恩に対する裏切りはできない。

「そして、妹に会う」

　ニコラの顔は強い自信に満ちている。

「そう言うと思っていましたわ」

　シャンファもはっきりとニコラを見た。

　もはや、退ひくわけにはいかない。

「お互い、ぶつかり合うしかないようですわね」

「俺たちはライバルだからな」

　ニコラにも、シャンファにも、お互いに譲れないものがある。

「それから、もう一つ忘れちゃいけないことがある」

「何ですの？」

　ニコラはシャンファの前を横切り、エルザのそばに寄り添う。

「外典エルザの背負ったものを軽くするためにも、俺は戦うよ」

　エルザが少し顔を赤らめた。

「余計なことは言わなくていいのよ」

　隣り合ったニコラをエルザは照れたように見つめた。

「その目的は感心しませんわ」

　シャンファはエルザを一いち瞥べつしたあと、ニコラをにらむ。

「自分以外の誰だれかのことまで考えて戦い続ければ、あなたの身も心も保もたなくなりますわ。早そう晩ばん死ぬことになりますわよ」

「お前にも言われたことがあるけど、さっき別の奴やつに同じことを言われたばかりだ」

　ニコラは苦笑する。

「だけど、シャンファだって自分以外のために戦ってるんじゃないのか？」

「そんなことないですわ！　これはわたくしの本心ですわよ」

「そうか？　俺には家や親父おやじさんのために無理してるように見えるんだけどな。今のお前はつらそうな顔してるからさ」

　シャンファの足がわずかによろめく。

「そうやって、人の心に踏みこんでくるのはやめて下さいまし！」

「ライバル同士の決闘に、恨みっこはなしだ。二対一だけど、悪く思わないでくれ」

「かまいませんわ。数なんて文字通り、水増しできますから」

　シャンファは両手を複雑に交差させていく。

　印いん徴ちよう──神術の威力を増強する手段の一つ。

　手で空間上に魔法の陣形を作り出していく。

　外典アポクリフアの神術でも印徴は威力を高めることができる。

　同時に口は──

「オタラザ・ニジウシアッド・オーカイエカガウ・オイェリエク……」

　ニコラもまったく聞いたことのない呪じゆ文もんを唱えていく。

「何だ、これ？　異端神しん暦れき語ごですらない……」

「ニコラ、気をつけて。これはきっと外典の中でも禁忌の行為、『外典の逆さ読み』よ」

　エルザも、剣を強く握り、警戒を強める。

「『外典の逆さ読み』……？　どうして逆から読んで、呪文が意味を成すんだよ？」

「一部の外典の呪文における特例よ。意図的に呪文を逆さに読むことで、呪文の表面に書かれていない、神の力を呼び起こすの。神の力を使用者の限界以上に引き出せるわ」

「限界以上って大丈夫なのか……？」

「すごく危険よ。体にも相当な負荷がかかるはず……」

　エルザですら使用をためらうような、禁断の方法。

　二人の前には、新たに妖液物ウーズによって作り出された兵士が揃そろう。

　彼らは最初から整然と隊列を作った状態で現れる。

　──妖液物ウーズの剣を持つ妖液物ウーズの兵卒。

　──妖液物ウーズの槍やりを掲げる妖液物ウーズの長ちよう槍そう兵。

　──妖液物ウーズの馬に乗った妖液物ウーズの騎士。

　遠目に見れば、人間の軍団との違いもわからないだろう。馬も鎧よろいも本物と区別ができないほどに精巧だ。ただし、よく見ると、すべてが透き通っている。

「これがわたくしの全力ですわ……。全部で三百はいますかしら。いにしえの大水神アザラートに関する経典ですわ」

　体への負荷が大きかったのか、シャンファの息は荒い。

「私ですら名前しか聞いたことのない神格ね……」

「この地上世界とそっくりそのままの世界を海底で作ろうとして、阻止されたと言われていますわ」

「だから、妖液物ウーズを使って、ほかの生物の形になるってわけね……」

「何度も使えるレベルの神術ではありませんけれどね……」

　禁忌の神術を唱えたせいか、シャンファは両腕で体を包むようにして、苦痛をこらえた。

「おいおい……二人で全部相手にするのか……？」

　桁けた違いの数の敵が、すべて二人に向かって襲いかかってくるのだ。

「さあ、妖液物ウーズたちよ、お行きなさい！」

　兵団は槍兵を先頭に突撃してくる。

「エルザ、どれぐらい相手にできる？」

「蜂はちにも刺されて体に毒も回ってるから、一割ぐらいかしら……？　早く蠍サソリの神様の加護を借りることにするわ」

「わかった。残りの相手は引き受ける」

　すでにニコラは神術の暗唱をはじめている。

　できるだけ長く呪じゆ文もんを唱えておきたい。

（神術を強化するために、やれることはすべてやらせてもらうぞ）

　印いん徴ちようが得意ではないニコラは、神術の威力を高める手段として、神しん格かく観かん想そうを行う。

　使いたい神術の加護を与えてくれる神格を具体的に思い描く行為だ。

　極められれば、自分が神格に変身したような感覚になり、まさに神がかったような威力が出せるというが、意識が戻らなくなることもある。

　とはいえ、そんなリスクを恐れて使用を控えている場合ではなかった。

　天てん精せいスーを脳内でできるだけリアルに観想する。

　男なん体たい説・女によ体たい説ともにあり、どちらかを想像するのが普通だが──ニコラは異なった方法をとる。

　男の天精を考える。巨大な三みつ叉またの槍やり、たくわえられたヒゲ、すべてを貫くような双そう眸ぼう、顔は彫りが深く、体は雪のように白い。

　それと同時に、女の天精も自分に加護を与えてくれると想像する。

　流麗で白く細い指と爪つめ、そこからほとばしる電光、美の神格が嫉しつ妬とするほど整った顔立ちだが、表情はあまりに峻しゆん烈れつだ。

（俺の中で天精スーは二体いることにしているからな）

　普通の神術師しんじゆつしは、神術を強化する際に、何かを切り捨てるしかないと思いこんでいる。

　教科書に載っているような定石から外れる行為は威力を弱めるだけだと考えている。

　だが、ニコラはセレンディア島一の神術師となるため、常識を疑い、強くなるための方法をみずから試行錯誤してきた。

　暗唱なら二重に。神格観想なら、男女両方を。

　教科書で学ぶ範囲をすべて把握したうえで、神術の強化方法を探ってきたのだ。

　ほどほどの強さでは、妹を助ける力を手に入れられないから。

　ニコラの雷撃の神術は、敵一人を倒すだけなら、さほどの時間は必要ないし、意味もない。ただし、範囲を広げるためには、神格観想が必要になってくる。

「こんな数を相手にするのは初めてだな。食らえ！　〈蛇ヘビ雷ライ霆テイ〉！」

　ニコラは大剣を思いきり、振り下ろす。

　雷撃が、妖液物ウーズに刺さりながら走る。

　雷撃に触れた妖液物ウーズは体を保てず、もとの水に姿を変える。

　予想の倍近くの妖液物ウーズを戦闘不能にさせた。三分の一は壊滅しただろう。

「次はエルザの番だぞ！」

　エルザは強い意志の宿った目でニコラに応こたえる。

　返事はできない。エルザも詠唱から意識を背けることはできないからだ。

「其乃黒気千毒乃神者焼計焦計志土乃上我這比回利行久そのくろきせんどくのかみはやけこげしつちのうえをはいまわりゆく。此乃世此乃界乃色我塗利直志このよこのかいのいろをぬりなおし、染女直守迄そめなおすまで──」

　外典アポクリフアの多くは倫理的、道徳的に誤解を与えるとして正典カノンに加えられなかったものだ。

　エルザの詠唱する神術も、黒炎を操る蠍サソリ形の異神に関するものであるが、その神が信仰された土地も目的もすでに歴史の闇やみに溶けこんでしまっている。正典の中に入れるわけにはいかない理由があったのだろう。

　もっとも、来歴などエルザにとってはどうでもいい。

　大切なのは神術としての価値だ。

「消えなさい！　〈蠍神の口づけスコルピオ・バーチヨ〉！」

　黒き熱風が妖液物ウーズの軍隊を包みこむ。

　生物の生存すら許さない、熱くたぎった地獄のような風だ。

　前衛の妖液物ウーズの上半身が消滅し、隊列が乱れた。

「ニコラの分と合わせて、半分ほどやられましたか。さすがですわね」

　しかし、シャンファの顔にはまだ余裕がある。

「減った分を補充しておきましょうか」

　ニコラたちの前に再び、半透明の兵士が現れる。敵を突破してシャンファのところまで到達するのは、とてもできそうにない。

「どうなってるんだ、これ？」

　このままいけば、確実にニコラとエルザの体力が枯こ渇かつする。じわじわと袋小路に追い詰められていくだろう。

「ニコラ、どうする？　神術の呪じゆ文もんの代わりに天に召される時の祈りでも唱える？」

「残念ながら、正典使いフオーミユラの割に、信心深くはないんだ。今更天国にはいけないだろ」

「私は最初から天国なんて信じていないわ」

「きりがないんで、少し神術はひかえるか」

　ニコラはファルシオンを構える。ニコラは神術だけでなく、剣技も父から厳しく手ほどきを受け、鍛えられてきた。こんな妖液物ウーズ程度であれば、剣だけでもしばらくは戦える。

「いくら数が多くても、粘るだけなら粘れるし、その間に神術の暗唱もできる。でも──あの無尽蔵の力の源をどうにかできないと解決にはならないな」

「本当に無尽蔵な神術だったら、どうするつもり？」

「その時はどうしようもない。だけど、それはさすがにありえない」

　ニコラは襲いかかってくる妖液物ウーズの騎士の首を叩たたき斬きる。

「妖液物ウーズを出すのにまず力がいる。それを兵士なんかに変形させるのにも力がいる。トータルで二度、神術を発動させている。両方をずっと続けるのは無理だ」

　ニコラの背後に一体の妖液物ウーズの騎士が回りこんでいた。

　騎士は鋭い水の剣を、ニコラに向かって振り下ろそうとしたが──エルザに袈け裟さ懸がけに斬きられた。

「ちょっと、気が抜けているんじゃないの？」

　エルザがからかうように言った。

「助かった。お前がいなかったら危なかったかもな」

　ニコラは笑みを作って答える。

「それにしても、ほんとに──気配がないわね」

　剣士は一般に相手の気配を読みながら、戦術を相手に合わせて変えていくものだ。

　だとしたら、相手の気配がなければ、戦場における分は一気に悪くなる。

「俺が考えるに、シャンファの神術にはからくりがある」

「からくり？」

「たとえば、事前に神術で無尽蔵に見えるぐらい妖液物ウーズを召喚しておけば、あとは妖液物ウーズを変形させるだけで済む。数の力でこちらを心理的にも圧倒できる」

　妖液物ウーズの槍兵が迫ってくる。

　ニコラは槍やりごと半分に切断する。

　ニコラが父から受け継いだファルシオンは一般の同種の剣よりひとまわり太く、重い。

　その意図は鋭利に斬り割くのではなく、相手を叩たたき斬るため。

「二人とも、降参しなさい。投降した相手を殺すことはいたしません」

　シャンファが声を上げて叫んでいる。

　彼女も必死なのだろう。

　その理由は勝つためではなく──二人を生かすためだ。

　もはや、シャンファの勝利は揺らがないと思っているのだ。

「降参した時点で、武人の魂が死ぬから無理だ」

「このわからず屋！」

　怒鳴るようにシャンファが絶叫する。

「武人として死んだって、わたくしはあなたに生きていてほしいんですわ！」

　アチェロの裏切り者ではあるが──

　──シャンファ・バンディエーラは同じ国の使徒シビリエや仲間を殺したくないのだ。

　だが、その言葉がエルザの心に火をつけた。

「それなら、こんなことしなければいいじゃない」

　エルザの剣の刀身に黒い炎が宿る。

　自分たちを取り囲む妖液物ウーズを、斬って、斬って、斬って、斬った。

　スズメバチの毒が体中に回るのも厭いとわずに。

「何度も言ってるけど、あなたに負けるつもりはないわ」

　思わず、シャンファは一歩引いた。

「どうして、こんな軽やかな動きができますの……？　どんな体力をしてますの？」

　長時間戦っているとは思えないほど、エルザの動きには無駄がない。

「私はアチェロを勝たせるために来たのよ。あなたやその召喚物ごときに負けてどうするのよ」

　しかし、言葉とは裏腹に、額には玉のような汗が浮かんでいる。

「あなたに勝つための準備も着々と進めているわ。あなたにはわからないでしょうけどね」

　すでに無茶はしている。それでも神経をすり減らしながら、エルザは決着をつけるだけの暗唱を続けている。集中力も限界だが、今、集中力が途切れれば、それは惨めな敗北につながる。

　だが、まだ時間が足りない。

「ニコラ、地上は私一人で絶対にどうにかする。だから、早く妖液物ウーズの供給を止めて！　私にはもっと、時間が必要なの！」

「わかった。すぐに種を見つけてやる」

　手品には種がある。

　同じように神術の発動にも必ずルールがある。

　シャンファは妖液物ウーズを召喚する神術を唱えていない。暗唱の可能性もあるが、短時間の暗唱で発動させるには、神術が特殊で高度すぎる。

　しかし、何もせずに妖液物ウーズが湧わくことはありえない。

（おかしいとすれば、あそこだ）

　袋小路で一箇所、異質な場所を見つけた。

　シャンファのそばの城壁だけが、やけに濡ぬれている。

　いや、水が泉のように城壁の外側からシャンファのほうに湧き出ている。

（水の神術師しんじゆつしだから、水の近くに陣取るのはわかるけど──あれ、本当にただの水か？）

　その湧き出している水を守るように妖液物ウーズは配置されている。

　シャンファを守るよりも、そちらが先決であるかのように。

（なんとか、あそこまで行けないか？　──待てよ、ここは城壁の先端部分。壁はつながってる）

　ニコラはシャンファや妖液物ウーズから背を向ける。

「逃げ場なんてありませんわよ！」

（ああ、逃げてるって思われるほうが好都合だよ）

　壁の点検用だろうか、鉄のはしごが壁に埋めこまれている箇所が後方にあった。

　ニコラは片手だけを使って一気に飛ぶように登る。

　妖液物ウーズの兵士が斬きりつけてくるが、どうにかそれより先に上に来た。

　そして、城壁のてっぺんまで来ると──ニコラはシャンファの真後ろの位置まで走る。

「大当たりだ」

　城壁の外側──堀の側のわずかな地面には巨大な妖液物ウーズの塊があった。

　堀の水を妖液物ウーズの生成に使ったのだろう。

　図体だけは破格に大きい妖液物ウーズを用意し、あとは城壁の隙すき間まから内側に一部を動かす。

「召喚は済んでいて、兵士や沼獣インプに変形させることだけをあとからやってたってことだな」

　壁の上からニコラはエルザのほうを一目見る。

　エルザは今も命懸けで戦っている。

　ニコラだけ、楽をするわけにはいかない。

「久しぶりに唱えさせてもらうか──我、天てん精せいスーの白光の一部となりて、紫し電でん一いつ閃せん、百ひやく悪あく千せん魔まを討滅する。体は光に、心も光に変え、聖せい戒かい天罰を与えん！」

　ニコラは天精スーの正典カノンの呪じゆ文もんを唱える。

「一気にけりをつけてやる！　〈太タ刀チ雷ライ霆テイ〉」

　大剣ファルシオンの周囲に稲光が激しくまとわりつく。

　その剣を両手でつかみ──巨大な妖液物ウーズのいる堀の側へ跳んだ。

「いけぇぇぇぇぇぇぇぇェェェェェェッッッッッッ！」

　剣を突き立てて、妖液物ウーズの内部を貫通していく。

　一瞬のうちに、雷の加護を受けた剣は地面にまで到達。

　妖液物ウーズを形作っていた水が、ニコラの頭上に降りかかった。

　その冷たい感覚が、供給を絶ったことの証拠だ。

「神術の種はつぶしたぞ、エルザ！」

　エルザは妖液物ウーズの奥にいるシャンファを見すえた。

「ニコラは仕事を果たしたようね。あとは私の番よ」

　ニコラの戦果は、エルザの心を確実に軽くした。

　軽くなった心が少女の足を動かす。

　妖液物ウーズは次々に斬られ、同時に焼かれる。鬱うつ陶とうしい妖液物ウーズはこれ以上増えることはない。

　数だけで見ればまだまだシャンファに分があるはずなのに──

　──なぜか追い詰められているのはシャンファの側だった。

　シャンファの表情から、余裕が失われていく。

「ニコラがいなくても、あとは私一人でやれるわ」

「ニコラ、ニコラって……。わたくしだって、ニコラの側で戦いたかったですわ！」

「今からでも遅くはないわよ」

「遅いですわ！　何もかも！」

　裏切りを決めた時点で、シャンファはニコラと別の道を歩むしかなかった。

「家名のために、負けるわけにはいかないのです！」

　迷いを打ち消すように、悲痛な声でシャンファは叫んだ。

　その意地がもう一度シャンファを奮い立たせた。

　エルザそのものを狙ねらう必要はない。

　炎を象徴する剣──フランベルジュにシャンファの目が留まる。

　あれがエルザの聖せい遺い物ぶつに違いない。だとすれば、あれを狙えばいい。

　正典使いフオーミユラであろうと、外典使いデイナイアルであろうと、神術師しんじゆつしは聖遺物の力を借りなければ、何もできない。

「妖液物ウーズたち、お行きなさい！」

　妖液物ウーズの兵士の攻撃がエルザのフランベルジュをはじき飛ばす。

　乾いた音をたてて、剣が落ちる。

　その戦略の転換は成功した。

「それがあなたの聖遺物でしょう？　これであなたは無力でひ弱な一般人も同然ですわ！」

　壁を登り切っていたニコラも、その様子をはるか高みから目撃していた。

　もう、エルザには身を守る術が何もない。

「敵の武器を狙うだなんて、やり口が貴族的ではないわね」

　妖液物ウーズから一度離れたエルザは、武器を失った右手をつまらなそうに見つめた。

「何とでもお言いなさい！　次はあなたですわ！」

　妖液物ウーズの兵団がエルザ目がけて突進する。

「エルザ！」

　ニコラは少女の名を叫んだ。

　もはや、外典アポクリフアの少女の命運も尽きた、ニコラすらそう思った。

　だが──エルザは妖液物ウーズの群れを黒い炎で焼き払った。

　今までと何も変わらない外典の神術で。

　ニコラもシャンファも目を疑った。

　聖遺物を失って、どうして神術が使えるのか。

　エルザだけが薄笑みを浮かべている。

「私が外典ということは何度も言ったはずよ」

「けれど、外典使いデイナイアルといえども、神術師は聖遺物を必要とするはずですわ！」

　シャンファが「常識」を口にするのを、エルザは面白そうに見つめている。

「よく聞きなさい。私は自分を外典使いとは一言も言ってない。外典と言ったの」

「それは、たとえでしょう……？　魔章経典が人のように息をするわけがありませんもの」

「もちろん私は人間よ。なのにどうして外典と呼ばれていると思う？　外典に精通しているからだとか、そんなもっともらしい理由ではないわよ」

「どっ、どういう意味ですの……？」

　エルザはくすくすと笑う。

「私の一族は神術を使う際に聖せい遺い物ぶつが必要ないの。外典の中身はこの身体からだに受け継がれているから」

　エルザが手に持っていたフランベルジュは聖遺物ではない。

　大事な戦闘の相棒だが、神術とは関係ない。

「私には神術を使うのに聖遺物という媒介がいらないの。外典そのものが、一族の血の中に組みこまれているからよ」

「そんな……」

　ありえないと言いたかったが、シャンファは言葉が出なかった。

　神術師しんじゆつしの例外である外典使いデイナイアルの中でも、さらに例外が目の前にいるのだから。

「ああ……風ふ呂ろの時に聖遺物がなかったのに炎を出せたのは……」

　あの時、エルザは、裸のまま、ニコラを神術で燃やそうとした。バスタオル一枚すら羽織ってなかった。

「悪いけれど、外典の神術が使えるだけのあなたと私では格が違うの」

　所しよ詮せん、シャンファは外典アポクリフアという経典の力を借りているに過ぎない。いや、シャンファだけではなく、すべての神術師は神暦時代の叡えい智ちを集めた経典と聖遺物を使って、神の力を借りることしかできない。

　エルザの場合、その神は自分の体そのものに宿っている。

「ふん！　どちらにしろ押してるのはわたくしですわ！」

　シャンファは残りの妖液物ウーズを自身の前に結集させる。

「そうかもね。だから、神様を出すわ」

「神の加護ならずっと受けているでしょう……？」

　エルザは自分の右のてのひらに、視線を移す。

「ねえ、外典はどうして人々に忌み嫌われたと思う？」

「正典の神術とは違う恐ろしい力を持っているからでしょう？」

「それじゃ、赤点ね。正典というのは、まともな神との契約書なの。彼らは話し合うことができる。人間に近い価値観を共有しているの」

　──いわば、人々と共生してきた神々だ。

「けれど、外典の神は人間とはまったく異なる論理で生きている。うかつに呼び出せばどうなるかわからない。檻おりに入れずに、虎とらを飼うようなものね。だから、神暦の時代、古代人は正典を編へん纂さんする時に徹底して自分たちとは相あい容いれない神々を排除したのよ」

　エルザは右手を前に突き出す。

「ようやく、暗唱も終わったわ」

「あ、暗唱の神術ごときで、このわたくしを倒すつもりですの……？」

　シャンファが怪け訝げんそうな顔で尋ねる。

「仕方ないのよ。この呪じゆ文もんは人間の口では発音不可能な箇所が多いから、口で唱えることができないのだもの。人間の論理とは違うから、人間の言葉では表現できないのよ」

　エルザの前に黒炎が立ち上る。

　その炎は、複雑に形を変えてゆく。炎自体が生命を持っているように、たゆたいながら、だんだんと人間の数倍ほどもある大きさとなる。

　そして、その炎はようやく一つの形に収まる。

　あまりに巨大な蠍サソリの姿に。

「これが私の黒い炎の正体よ」

「まさか……。神そのものを……？」

　正典カノンにしろ外典アポクリフアにしろ、神術は神の力を借りるものでしかないはずだ。

　そんな常識を、エルザはあっさりと覆している。

　目の前にその炎があるだけで、火傷やけどしそうな熱をシャンファは感じた。

「死なない程度に容赦なく焼き尽くしてあげるわ！　〈蠍神の抱擁スコルピオ・アブラツシオ〉！」

　炎で構成された巨大な黒い蠍が、シャンファに襲いかかる。















「妖液物ウーズたち、わたくしを守りなさい！」

　目の前に妖液物ウーズを集め、シャンファは身を守ろうとするが──

　一瞬で、壁になろうとした妖液物ウーズたちは蒸発した。

　それだけではない。シャンファの使役していた妖液物ウーズがことごとく、熱によってかき消された。

「くっ！　それなら正典の水すい精せいウェルの神術で……」

　咄とつ嗟さに水の壁を作った。

　それさえ、発生させてもたちまち消えてしまう。

　あまりにも炎の力が強すぎて、まったく間に合わない。熱さで呪じゆ文もんを唱える際に口を開くだけでも、のどが焼けるような痛みが走った。

　シャンファは死を覚悟した。体中に黒い炎を浴びて沸騰してしまいそうだ。

　祖国の裏切り者としての惨めな最期を迎えるのか。

　諦あきらめて、天を仰あおぐ。

　けれど、諦めてしまう前に、シャンファの耳に声が届いた。

「シャンファ、死ぬなっ！」

　ニコラが城壁の上から叫んでいた。

　転落しそうなほど彼は身を乗り出している。

　そんなニコラとシャンファは目が合ってしまう。

「俺はシャンファの言った通り、ちゃんと生き延びてるぞ。俺もお前に言ったよな。絶対に死ぬなって！　お前だったら防ぎきれる！」

「な……舐なめないで下さいましっ！」

　ニコラの顔を見て、シャンファは折れそうだった心を持ち直す。

「わたくしだって使徒シビリエのはしくれですわ！」

　呼び起こした水が蒸発してしまうなら、次の神術を唱えるだけ。

　印いん徴ちよう、神しん格かく観かん想そう、神術の威力を高める、あらゆる手段を使う。

　まだ戦える以上、敗北するわけにはいかない。

　バンディエーラ家の一族として、恥ずかしい戦いはしない。

　全身全霊でエルザの黒い蠍サソリの炎を防ぐ。

　水が蒸発しても、また次の呪文を唱え、神術を使う。

　ただ、今を乗り越えるためだけに。

「わたくしの正典使いフオーミユラとしての、水精ウェルの神術は、異端の神術にも負けませんわ！」

　彼女の神術は繰り出されるたびに、確実に黒い蠍の炎を冷まし──ついにその形を失わせた。

　シャンファの体力もちょうど尽きてしまった。

　聖せい遺い物ぶつである髪飾りも限界なのか、水晶の色がくすんでいる。

「わたくしの……負けですわ」

　シャンファはその場に膝ひざをついた。もはや立つ力も残されていない。

　張り詰めていた空気は変わりつつあるが、そのあとに訪れる空気も日常のものではない。

「生き延びられる程度に、遊んであげたでしょう？」

　エルザが笑って、シャンファを見下ろす。

「ふざけないで下さい……。あんなの、わたくしでなければ即死でしたわ……」

「アチェロの使徒シビリエに選ばれているあなたが正典の神術を忘れていないか、確認してみたの」

　エルザはシャンファの正典使いフオーミユラとしての実力を認めていたのだ。

「わたくしはすべての力を出しきりましたわ」

　全力を使い果たしたせいか、シャンファはつきものが落ちたように微笑ほほえんだ。

「わたくしがこれまでしてきたことから処遇を考えれば、七割の確率で磔たつ刑けい、三割の確率で自害する権利がもらえるといったところですわね」

　さばさばとした口調でシャンファは言った。

「俺たちの勝ちみたいだな」

　ニコラも壁の内側に戻ってくる。

「二対一で、二人のほうが勝った、それだけのことね」

　エルザは自分の勝利さえ皮肉るように言う。

「いいんだよ。武人として恥じる戦いでもなかった。俺たちの勝利だ」

　素直に喜ばないエルザの代わりに、ニコラは勝利を讃えた。



「いいや、貴様たちの敗北だ」



　不意に、低い、よく通る声が城壁一帯に響いた。

　オールバックの男がニコラたちのいる袋小路のほうに歩いてくる。年の頃ころは二十代前半だろうか。

「この現場に現れたってことは、フラゴラの刺客か？」

　一歩ずつ、ニコラたちに近づいてくる男の腕に聖せい痕こんが見えた。相手も使徒シビリエであるらしい。

「ここでお前ら三人が消えれば、アチェロも使徒同士の公式戦を諦あきらめて、負けを認めるしかなかろう。申し遅れたな。フラゴラ東部戦線の軍団長をつとめているアルザンヌだ」

「フラゴラの使徒の一人という肩書きが抜けてるみたいだぜ」

「ご指摘の通り。ただ、貴様らが俺以外の使徒と戦う機会はやってこないぞ」

　よほど余裕があるのか、アルザンヌはすぐには攻撃をしかけようとしない。

「セレンディア島の北西にあるフラゴラから見た東部戦線ってことは、対アチェロの作戦部隊ということか」

「ヘラ・パッサートからの入れ知恵でね、シャンファ・バンディエーラがしくじった時のために、後詰めにまわっていた」

「ヘラのやつ、わたくしのことを信用してませんでしたのね……」

　シャンファはアルザンヌをにらみつける。

　いくら選ばれし使徒シビリエとはいえ、ニコラたちは満まん身しん創そう痍いだ。フラゴラの使徒は、この状況を狙ねらっていたのだろう。

「なあ、一つ聞かせてくれ、アルザンヌさんよ」

　顔を伏せたまま、ニコラが尋ねる。

「何だ？　好きなだけ答えてやるぞ。どうせ誰だれにも伝わらんからな」

「あんたは、これまでのアチェロの使徒が襲われた状況を全部知ってたんだな？　そのうえで今、フラゴラ側に内通していたシャンファまで始末するために出てきたってわけか？」

　ニコラが顔を上げて、アルザンヌを見やる。

　その目は怒りに満ちている。

「当たり前だろう？　ヘラ・パッサートの考えた手口はなかなか見事なものだったぞ」

「お前にはフラゴラの使徒としての誇りはないのか？」

「青臭いことを言う奴やつだな。味方が傷つかずに勝つ手を考えるのは戦争の常識だ」

　これは国同士の戦争だ。裏工作もかけひきもあるだろう。

　けれども──

「俺はな、卑ひ怯きような人間に屈するのは死んでもご免なんだよ」

　ニコラは剣を握り締める。

　不幸なことにアルザンヌはまだ気づいていない。

　自分が勝ち目のない戦いを挑んでいることに。

　傷だらけの使徒シビリエたちが相手なら、自分の神術で一撃で始末できる──と錯誤していた。

　彼は気づいていない。

　すでにニコラが呪じゆ文もんの二重暗唱を完了させているという事実に。

　男女二体の天てん精せいの神しん格かく観かん想そうも含めて。

　アルザンヌが油断して手の内を話しているうちに、ニコラは神術の準備をすべて終えていた。

「ふん、ほざいてろ。今すぐ始末してやる。闇あん精せいヴァスよ、無む明みよう長じよう夜やの住人たちよ、そのねぐらより重き頭を上げ──」

「天精スー、卑怯者に神の裁きを！　〈龍タツ雷ライ霆テイ〉！」

　天空から地上まで一直線の雷撃が落ちる。

　不幸中の幸いなのは、アルザンヌが恐怖する時間もなかったということだろう。

　アルザンヌが光を視認した時には何もかもが終わっていた。

　フラゴラの使徒シビリエは吹き飛ばされる中で、鼓膜を破るような爆音を聞き──

　──即座に意識を失った。

　ニコラは怒りを静めながら、アルザンヌの敗北を見届けた。

「あんたみたいな卑ひ怯きよう者を倒しても俺の名は上がらないな」


















エピローグ



　生徒会長の執しつ務む室しつは、普段のイーリスののほほんとした空気とは程遠い、緊迫した空気に満ちていた。アチェロの使徒シビリエでありながら、フラゴラと内通していたシャンファ・バンディエーラの姿があるからだ。

　その後ろには、シャンファと一緒に入ってきたニコラとエルザもひかえている。

「──というわけで、わたくしは不実を働いてまいりましたわ。いかなる罰であろうと、受け入れるつもりです。一族も含めて、すでに滅ぶ覚悟はできていますから」

　アチェロの使徒たちを襲った一連の騒動は収まったが、アチェロの不利が覆ったわけではない。

　アルザンヌを捕らえはしたが、フラゴラは国としての関与を決して認めないだろう。

　絶望的な戦力差のまま、敵国との使徒同士による〈統一戦争サクセツシヨン〉を戦うしかない。

「シャンファさん、ほかに何か話すことはありませんか？　弁明したいことがあるなら、今のうちに言って下さいね」

　イーリスがいつも通りののんびりした口調のまま、尋ねる。

「もう、何もありませんわ」

「そうですか。では、わたしの言葉を生徒会の判断ということにいたしますね。シャンファさん、あなたには──」

「会長──」

　ニコラがイーリスの前に一歩踏み出す。シャンファの横に並ぶ格好だ。

「シャンファを助けてやって下さい」

　イーリスに向かって、ニコラは頭を下げる。

「ニコラ……」

　思わず、シャンファは声をもらす。

　うれしさと気恥ずかしさが混ざり合ったような声色だ。

「ここで国が一つにまとまらないようなら、どのみちアチェロに明日はないと考えます。それに、シャンファは親父おやじさんに従って、仕方なく寝返っただけです。見せしめのような刑はひかえて下さい……」

　感情をできるだけ押し殺して、ニコラは減刑を申し出る。

　一族の利益のために国を売るような真ま似ねをしたシャンファの父には、厳罰が科せられるだろう。

　しかし、アチェロきっての名門であるバンディエーラ家が消滅するとなれば、ほかの貴族も動揺するに違いない。

「あら、今日のご主人様は珍しく理詰めで物を言うのね」

　相変わらずの調子でエルザが言った。

「でも、間違ってはいないわ。アチェロが〈統一戦争サクセツシヨン〉で勝ち抜くためには、使徒シビリエであるシャンファに抜けてもらっては困るの」

　そんな一行の様子をイーリスは微笑ほほえみながら見ている。

　もちろん、秘書のトルマリーナは無表情のままだ。

「お二人の意見は確かに頂ちよう戴だいしました。ですが、答えは何を言われても最初から決まっていますからね」

　そして、ゆっくりとお茶に口をつける。

　カップを皿に戻す音がやけに大きく響く。

「シャンファさん、どんな罰も受け入れるという言葉に偽りはありませんね？」

「はい、水すい精せいウェルに誓いますわ」

「な・ら・ば、罰として──」

　シャンファは目を閉じ、判決を待つ。

「──アチェロ代表として戦っていただきます」

　イーリスは、ぱん、と両手を叩たたいた。

「それと、アチェロが国として存続できた際には、土地に手をつけないよう、政府に言っておきましたよう。約束しないなら戦いませんと付け足したので大丈夫でしょう。これで問題はないと思いますが、どうですか？」

「あ……はい……いいですわ……。でも、よろしいのでしょうか……？」

　あまりにも自分に都合がいい内容で、シャンファも目が点になっている。

「ただし、あなたの罪を許すのと引き換えですよ。それと、裏切りを命じたあなたのお父様にも監視をつけさせていただきますけどね」

　イーリスはシャンファの目を見つめた。

「だって、シャンファさんが本気で一緒に戦ってくれるのが、わたしたちにとって最大の利益になりますからね。使徒シビリエに裏切り者がいようと、最初に決められた人以外の補充はききません。この状況でさらに一人欠ければ、他国の思うつぼでしょう」

　反論する者はいない。

「〈統一戦争サクセツシヨン〉は極めて危険な戦いです。選ばれた使徒にとっては、それ自体が刑罰みたいなものだと思うのですが、いかがですか？」

「痛烈な皮肉ね。だけど、間違ってはいないと思うわ……」

　エルザは、蜂はちに刺された痕あとがまだ痛む手を額に当てた。

「あっさりと受け入れて下さってありがたいですよう。聞き入れていただけない場合はシャンファさんの秘密を使って脅迫することまで考えていましたからね」

「秘密ってなんですの……？　今回のこと以外の秘密だなんて……」

「それはですね、シャンファさんはニコラ君の──」

「やめて下さいまし！　そういう根も葉もない話はやめて下さいまし！　口からでまかせは困りますわっ！」

　シャンファが、これまでニコラの聞いたことのないような音量で叫ぶ。

「はあ、はあ……そんなこと言われたら、わたくし、フラゴラに逃げるしかなくなりますわ……。それだけは黙っておいて下さいまし……」

「ですが、シャンファさん、ヘラという外典さんのところに戻りたくはないでしょう？」

「絶対に戻りませんわ！」

　本気でシャンファは嫌がっていた。

「気持ちはわかるわ……。痛いほどにね……」

　エルザが深くため息をついた。

「あら、珍しく意見が一致しましたわね」

「そういえば、そうね」

　二人は顔を見合わせて、笑った。

「では、決まりですね。二名脱落したとはいえ、アチェロにはまだ使徒シビリエが三人いますし、外典のエルザさんもいます。ここから巻き返していきますよう」

「それでも四人か。フラゴラの使徒シビリエを一人倒したとはいえ、これから大変だな」

「いえ、五人目を入れることはできますよ」

　なんでもないふうに、イーリスは言う。

　ニコラはイーリスの言葉の意味を推測する。

　もしや、シャンファに敗れて、フラゴラへ逃れた二人の使徒のうち、どちらかが戻ってきたのか？

　先輩のリカルド・キンデイ。

　あるいはニコラの元ルームメイトで後輩のフラン・メイラン。

〈統一戦争サクセツシヨン〉に参加できるのは、最初に選ばれた使徒だけなのだから。

（もしかして…………フランなのか）

　ニコラがすぐにアチェロ正典学院に溶けこめたのもフランがいてくれたからだ。あの植物使いの神術師しんじゆつしである後輩と一緒に戦えるなら、こんなにうれしいことはない。

　無意識のうちに、フランの復帰が前提でニコラが考えていると──

「トルマリーナ、よろしくお願いしますね」

「はい」

　イーリスの言葉を受けたトルマリーナは、頭を下げた。

「いや、会長、トルマリーナに資格は──」

　ニコラが言いかけたその時──

　トルマリーナは自分の左腕を右の手でつかみ──ゆっくりとその腕をはずした。

「えっ！」

　あまりにもショッキングな光景だった。

　しかし、トルマリーナの腕からは、血の一滴も流れてはいない。

　その断面には複雑な部品が詰まっていた。

　表面からは完全な人間の腕にしか見えなかったのに。

「私は機械生物です。原動力はお嬢様の神術の力ということになります」

　トルマリーナは左腕を再び接続した。

　腕を取りはずしていたような痕あとは一切残っていない。

　普段のトルマリーナを見て、人間以外の存在だと考えるのは不可能だろう。

「使徒シビリエの神術によって動いているのですから、トルマリーナが兵器や武器として参加してもルール上の問題はありませんよね。他国に刺客を仕向けるよりはまともな考えでしょう？」

〈統一戦争サクセツシヨン〉に参加できる人材は増えたほうがいいが、トルマリーナの存在には疑問が多すぎた。

「会長、念のために聞きますが、トルマリーナを動かす神術なんて正典にあるんですか？」

「ありませんよ。これは、シャンファさんのような外典の神術です」

　世間話でもするように、自分が外典アポクリフアの神術を使っていることをイーリスは口にする。

「ただし、シャンファさんのような外典使いデイナイアルとは同列に扱えませんがね。わたしはトルマリーナを動かすことしかできませんので。詳しい術のことは本人に聞いて下さい」

　イーリスが視線をトルマリーナに向ける。

　無表情にトルマリーナは小さくうなずいた。

「私は三千年前の神暦の時代に作られた機械生物です。以上です」

「待ってくれ！　もう少し説明してくれ。全然詳しくない！」

「私のことなど誰だれも興味はないでしょう」

「そんなわけないだろ！」

　トルマリーナは視線をニコラたちに向けた。

「神暦の時代、畏おそれ多くも神を自作しようとした古代人たちがいました。彼らが設計したのが私というわけです。たしかに私に寿命という概念はありませんが、起動のための方法が失われてしまえば、動けなくなるでしょう」

「ほんとに神暦の時代って、なんでもありだったんだな……」

　ニコラたちが生きている現在とは比べ物にならないほど、当時は多くの神格が存在していたという。

　神が無数に存在するなら、自分たちが神を作れると思い上がる者が現れても、不思議ではないだろう。

「私の設計図はとうの昔に散逸しましたが、起動方法だけは代々フォンテ家に受け継がれているというわけです。といっても、その方法も口く伝でんなのですが」

「こんな話を聞くと、アチェロの使徒シビリエはみんな秘密を持ってるんじゃないかって気がしますよ……。俺以外みんな外典に関かかわりを持ってるなんて……」

「秘密は隠せるところまで隠しておいたほうがいいんですよ。む・し・ろ、ニコラ君」

　まるで恋人をもてあそぶような顔で、

「わたしがどんな正典の神術を使うかご存じでしたっけ？」

　イーリスは楽しそうに話す。

　ニコラの表情が、固まった。

　大事な戦友の能力のはずなのに、なぜかその情報が頭から抜けていた。

　シャンファもニコラと同じように、戸惑った顔をしている。

「そういえば、どうして、みんなイーリスの神術のことを知らないままですの？　知らないとしても、必ず聞き出そうとするはずですわ……」

「これはトルマリーナのおまけの機能なんですよう。誰だれも、わたしとトルマリーナに違和感を覚えることがないような力が働いているんです。だから、わたしがどんな神術を使っているかも、ずっと皆さんの意識から抜け落ちていたんですよ」

　イーリスがいたずらを打ち明けるように言った。

「俺たちはずっと会長の術中にあったってことですか……」

「能ある鷹たかかはわかりませんが、爪つめは隠しておいたほうがいいのですよ。硬い爪はいい武器になりますからね」

（会長は何者なんだよ……）

　トルマリーナが参戦することで、数の上では〈統一戦争サクセツシヨン〉の戦力は五人となる。

「では、戦力の問題も解決したことですし、そろそろ反撃に出ましょうか」

　対戦国は聞くまでもなかった。

「フラゴラを叩たたきますよ」

　アチェロの使徒シビリエ襲撃事件の解決により、すでにフラゴラの思惑は大きく外れている。

　しかも、使徒の一人はニコラが返り討ちにした。

　フラゴラが何も企てていないなら、両国の公式の戦いでは五対五になるはずだ。

「ずいぶん、好き勝手にやってくれましたからねえ。こちらからやり返してあげる時機でしょう？」

「イーリスの考えに賛同するわ」

　エルザも不敵に笑う。

「あんなバカな不意打ちを考えた妹に、勝利の味なんて教えてあげるつもりはないわ」

「ちなみに、外典さんはアチェロに勝ち目があるとお思いですか？」

　イーリスが尋ねる。

「この学院の生徒会長は勝ち目のない戦いを提案するほど、危なっかしい理想主義者ではないでしょう？」

　エルザはイーリスの目を見て、微笑ほほえみ返す。

　二人の表情は穏やかだが、今すぐにでも戦いを欲しているようにも見えた。

「それでは、フラゴラに使徒シビリエ同士の公式戦を申しこむことにいたしましょう。あとでアルザンヌさんからじっくりと、情報を聞き出しておきますね」

　イーリスはさらりと言ってのける。

「会長……情報収集は大事ですけど、あまりひどいことはしないで下さいね」

「あら、せっかく、素晴らしい拷問方法を思いついたのに、つまらないですねえ」

「ちなみに、どんな方法なんですか……？」

「おやつ抜きの拷問ですよう」

　冗談かどうかわからないぐらい、のほほんとイーリスは言った。



　　　◇



「ああ、やっと終わった……」

　生徒会長の執しつ務む室しつを出た途端、ニコラの肩からガクっと力が抜けた。

　会長の執務室の空気はどうも肌に合わない。

　けれど、緊張の糸がほころんだのは、懸案が一つ解決したせいだろう。

「シャンファ、よかったな」

「次に裏切ったら、命はないと思うことね」

　ニコラはシャンファをいたわる。エルザもトゲのある言葉の割に、顔は穏やかだ。

「あ、あの…………」

　シャンファがニコラのほうを向く。

　まだ現実を噛かみ締めるには早いのか、ぽかんとした顔だ。

　しかし、その目に涙が浮かびはじめて──

「ニコラ！　よかったですわ！　本当に、本当に……」

　思いきり、シャンファはニコラに抱きついた。

　ニコラがびっくりするほど、強く、そして熱く。

「これで、またニコラと一緒に……ずっと……。もう会えないと思っていたのに……うっう……」

「シャンファ、待ってくれ……。ここ、廊下だし……人も通るし……それと胸が当たって……」

　ニコラの顔にやけに弾力のあるものがぶつかってくる。下手をすると、その谷間に埋もれそうだ。

「ニコラ、わたくし、本当にもうダメだって……覚悟してて……助けてくれてありがとう！」

　あまりの抱擁の激しさに隣でその様子を眺めていたエルザもだんだん怒りが湧わいてきた。

　理由はよくわからないが、抱き合う二人を見ているとイライラする。

「少しは人の目を考えてはどうかしら。貴族の威厳はどこにいったの？」

「ニコラ、これからもよろしく頼みますわ。できれば、永遠に……うっ、ひっく……」

「いや、さすがに永遠はダメだろ。なんか、無む間げん地獄っぽい……」

「だから、離れなさいよ！　恋人同士でもないのにはしたないわ！　ニコラも私の所有者だってことを少しは自覚しなさいって！」

　エルザの文句もどこ吹く風で、シャンファはニコラに抱きついている。

　エルザのイライラは、なぜか寂しさに変質してきた。

「そ、それなら、私だって……後ろから……」

　エルザはニコラの背中に手を伸ばそうとして──迷いながら、その手を引っこめた。

　天境国では肌が触れ合うことは、恥ずかしくないはずなのに、ニコラに抱きつこうとすると、やけに意識してしまう。

「ねえ……もう離れなさいよ……」

　仕方がないので、ニコラの袖そでを軽く引っ張ってみる。

　それが今のエルザにできる精一杯だ。

　出会ってすぐなら、冗談でシャンファみたいにニコラに抱きつけただろうに。

　とてもそんなことが平気でできる気がしない。

　けれど、エルザは発想の転換を図ることにした。

「わかったわ。ニコラ、私、先に部屋に戻って、お風ふ呂ろに入ってるから」

「あ、ああ……そうしてくれ……」

「それで、パジャマとして、ニコラが買ってくれたベビードールを着ておくわね」

　ニコラの耳にエルザの不吉な言葉が聞こえた。

「私は私のやり方でニコラをしっかりと教育してあげるわね」

　不敵な黒い笑みを残して、エルザはその場から離れていく。

　理由はよくわからないのだが、エルザは教育と称する壮絶なイヤガラセをニコラに対して企てているようだ。

「待ってくれ、エルザ！　冷静に話し合おう！　頼む！」

　抱きつくシャンファを振りほどき、ニコラが必死で引き留めようとした時には、

「せいぜい武人らしく振る舞うことね、ご主人様」

　外典アポクリフアの少女は小悪魔的な表情を浮かべて、ニコラに背を向けた。

　なぜか、その頬ほおはうっすらと桃色に染まっていたようにニコラには見えた。



　公暦一五一六年三月二十四日。

　アチェロはフラゴラに対し、二国間の使徒シビリエ同士による〈統一戦争サクセツシヨン〉を正式に要請した。










あとがき



　皆様、はじめまして！　青あお山やまあまらと申します。伸ばすとア音になる音が多い名前ですので、発声練習に使っていただけると幸いです。

　忘れもしない今年の五月、本職の打ち合わせをしていたら、突如見慣れない電話番号から電話がかかってきました。それが今回の企画とのファーストコンタクトです。

　そのあと、編集さんと新宿の某ファミレスで何度も何度もああだこうだと話をして、ついに完成したのが本作『神暦のアポクリファ』です！　どうぞ、よろしくお願いします！

　さて、あとがきからお読みいただいている方のために、簡単に本作『神暦のアポクリファ』の説明をいたします。

　ファンタジー世界で超巨大トーナメントをしよう！

　──というのがコンセプトです。

　スポーツ漫画で、話のスケールが日本から世界へと広がっていくパターンがありますよね。まあ、「世界編完結！　次回から埼さい玉たま県統一編スタート！」とかやられても困りますけど。

　ああいう感じで、どんどん戦いの規模をスケールアップさせていく話を作ろうということで、もともと、本書のタイトルにも使われている「アポクリファ」という設定が入った企画を書いていました。それを元にして、さらにスケールを大きくしたのが今回の小説です。

　無茶苦茶な能力やチートな魔法はたくさん考えていますので、またお見せできるチャンスがあればうれしいです。



　最後に謝辞を。かわいい＆かっこいいヒロインたちを描かいて下さったＮｉｄｙ‐２Ｄ‐先生、本当に本当にありがとうございますっ！　編集さんからイラストレーターさんがＮｉｄｙ‐２Ｄ‐先生に決まりましたとご連絡を受けた時、正直「来たっ！」と思いました！

　あと、何度も新宿の某店舗での打ち合わせにご足労いただいた編集の中なか道みち様、たくさんのアイデアをありがとうございました。そろそろ、店員さんに顔を覚えられている気がします。どことなく、同じような席に毎度案内されるので……（笑）。

　それでは、またお会いする機会がありましたら、よろしくお願いします！

二〇一三年　吉日　青あお山やまあまら


































　著者

　青山あまら（あおやま・あまら）

　　学生時代から違う名義で同人のノベルゲームを発表していましたが、いろんな縁でライトノベルのお仕事をさせていただくことになりました。「あ」の段の音が多い名前ですが、どうかよろしくお願いします！

　　趣味は麺類の食べ歩き。



　イラスト

　Ｎｉｄｙ‐２Ｄ‐（にでぃ）

　　可愛い女の子と凶悪な武器の取り合わせは最高ですね！　……なんて戯言を言ってると黒い炎で消し炭にされそうです。

　　イラストレーター・キャラクターデザイナー。

　　『聖剣の姫と神盟騎士団』（角川スニーカー文庫）などのイラストを担当。
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